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本田憲業

第12版和訳の訂正（2014年6月）
本田憲業

第13版：　第12版和訳訂正版を改訂　　本田憲業、 2014/8/12
             第13版での改訂：4.66、6.74節の追加

1 　前書き
健康情報技術（HIT）システムの相互運用性と電子診療録（EHR）の効率的運用を実現するため、医療機関情報統合（IHE）は標準規格の利用推進を主導しています。IHEは医療者の自主的委員会、健康情報技術（HIT）専門家、複数の臨床・業務領域の利害関係者が、標準規格に依拠した相互運用性の解決法の共通理解を得られる様、公開討論の場を提供しています。IHEは制作した機器実装手引き（IHEプロファイル）を出版し、最初は一般から意見をあつめ、次いでHIT制作者や情報システム開発者の試験実装に役立たせています。 

IHEは、IHEプロファイルの実装を開発者が試すため、定期的試験であるコネクタソンを実施しています。委員会が試験に成功し、実際の診療の場に導入できると判定すると、IHEテクニカルフレームワーク（TF）に組み込まれます。この書類はその一つの巻です。テクニカルフレームワークはHITシステムの開発者と使用者が利用できる特別な資源で、これを用いれば標準に準拠した、実証済みの相互運用性が確保され、EHRの利便性の高い安全な利用が実現できます。

システム購入者は、該当するIHEプロファイルに適合すべきことを要求仕様書で指定できます。製作者は、IHEプロファイルを実装した製品に対して、適合性宣言（IHE統合書類、Integration Statement）をIHE製品登録（http://product-registry.ihe.net）に掲載できます。

この書類および他のIHE書類はhttp://www.ihe.net/Technical_Frameworks/から入手できます。 この書類への意見はhttp://www.ihe.net/Radiology_Public_Comments　まで申し出てください。

IHEの各領域委員会はテクニカルフレームワーク（TF）の開発と出版に責任を持っています。本書類は IHE放射線委員会により出版されています。この領域の動作、委員一覧や参加方法については、http://wiki.ihe.net/index.php?title=Domainsに掲載しています。

IHEの組織、後援、会員組織については、www.ihe.netを参照してください。
1.1 テクニカルフレームワークの概観
本書類、すなわち、IHE テクニカルフレームワークは、定められている標準規格の実装法を定義し、医療情報共有を振興し、相互運用性を実現させて、最適な医療をもたします。本書類は毎年拡張され、一般への公開期間と閲覧をへて、誤りの発見と訂正をおこない、常に維持管理されています。書類の最新版は常にhttp://www.ihe.net/Technical_Frameworks/　にて取得可能です。

IHEテクニカルフレームワークは、医療機関の機能単位の構成要素であるIHE実行役（actor）をさだめ、標準規格準拠の連携したトランザクションを定めています。本書類はトランザクションの本体を常に深化させています。第一巻はIHE機能の高所からの概観で、統合プロファイルと呼ばれる機能単位として組織化されたトランザクション群を示して、特定の臨床的要望を処理する能力を明らかにします。 第二巻は、 IHEトランザクション　RAD-1からRAD-31の詳細な技術的解説で、IHEの最初の3年間（1999 - 2001）で定めたものです。第三巻はIHEトランザクションRAD-32からRAD-69の詳細な技術的解説で、2002年から2012年までの作業で定めたものです。

1.2 第三巻の概要
この巻の本体は第二巻第４節の続きです。RAD-32から69までのトランザクションを詳細にさだめ、個々の実行役の役割、使用される標準、交換される情報、および、一部のトランザクションではオプションが特定されます。IHEのもとで実装された標準に準拠したトランザクションの凡例と、IHE実行役とトランザクションの構想の概観については、テクニカルフレームワーク第二巻を参照してください。本文に続く付録は、IHEデータモデルとトランザクションの技術的詳細を明らかにします。本巻の最後には用語一覧と、IHEテクニカルフレームワークで使用される、略語一覧があります。略語には関連する標準規格（HL7、DICOM、IETF、W3C、ISO/CITIなど）由来のものもあります。
4　IHEトランザクション

この節は、おのおののトランザクションの定義の詳細の続きで、使用する標準、送られる情報、トランザクションが必要、あるいは、オプションとなる条件を特定します。RAD-1からRAD-31トランザクションは、IHE放射線技術枠組　第二巻、第4節を参照してください。
4.32 拠点認証　（Authenticate node）　－廃止
このトランザクションは、ＩＴＩ監査追跡と拠点認証プロファイルの一部です、認証済拠点におなじで、これに置き換えられました。（ITI-TF-2a: 3.19）

4.33 時刻維持 （Maintain Time）　－廃止
このトランザクションは、ＩＴＩ一貫時刻プロファイルの一部です、時刻維持 （Maintain Time）　におなじで、これに置き換えられました。（ITI-TF-2a: 3.1）
4.34 監査事例記録　（Record Audit Event）　－廃止
このトランザクションは、ＩＴＩ監査追跡と拠点認証プロファイル（ITI-TF-2a: 3.20）とRAD TF-3: 5.1に記載の放射線監査追跡オプションに置き換えられました。監査事例記録ITI-20トランザクションはこの廃止されたトランザクションの拡張ですが、後方互換性をもっています。　
4.35 通知済課金情報　（Charge Posted）
この節はIHEテクニカルフレームワークのRAD-35トランザクションに該当します。RAD-35トランザクションは部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）と会計処理役（Charge Processor）に使用されます。

4.35.1 範囲
通知済課金情報　（Charge Posted）トランザクションは、部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）と会計処理役の間の通信文を規定します。HL7会計トランザクション（HL7 Fianancial Transaction）通信文は請求を行うのに必要な検査情報を含んでいます。

部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）は、会計処理役（Charge Processor）が使用する検査情報を提供します。会計処理役（Charge Processor）は、検査に関連する実際の処理料金がトランザクションに含まれると期待することも、期待しないこともあります。ある状況では、部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）が、検査の必要な詳細を適切な料金に対応させる最良の能力を持つことがあります。他の状況では、会計処理役がこの機能をはたします。いずれの場合も、会計処理役は部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）が提供した料金を、書き換えることができます。

必要なデータが完全に揃っていることを確認する方法と手段は会計処理役（Charge Processor）の責任であり、IHEの範囲外です。


注；　IHEは即時会計通知トランザクションを規定していますが、HL7第二章、2.23.2節に規定する仕様により、バッチ処理も適応できます。

4.35.2 使用例役割
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実行役：　部門システム予定・オーダ実施役（Department System Scheduller/Order Filler, DSS/OF）

役割：課金情報の通知に関連する情報を収集し、下記の会計処理役（Charge Processor）に送信します。

実行役：会計処理役（Charge Processor）

役割：　　部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）から情報を受けます。保険会社あるいは患者への請求書発行のため、請求を処理しまとめます。
4.35.3 参照する標準

Health Level 7 2.3.1版：第6章 - 経済管理（Health Level Seven, Version 2.3.1: Chapter 6 - Financial Management）
DICOM 2011 PS 3.4 撮影装置実装済検査段階SOPクラス（DICOM 2011 PS 3.4. Modality Performed Procedure Step SOP Class）
4.35.4 相互作用図
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4.35.4.1 経済トランザクション通信文 

詳細会計トランザクション(Detailed Finacial Transaction, DFT)通信文は、部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）と会計処理役（Charge Processor）との間で伝達される会計トランザクションを記載するのに使用されます。

4.35.4.1.1 きっかけ事象　

部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）は会計処理役（Charge Processor）にいつ通知済課金情報トランザクションを送信するか決めます。会計トランザクション（Finantial transaction）には二つの類型があります。技術料金（Technical Fee）と専門職料金（Professional Fee）です。それぞれは別々にきっかけを得て送信されてもよいですし、同時にきっかけを得て送信されてもよいです。

· 技術料金請求書発行


検査の技術料金請求は典型的には検査完了がきっかけとなって行われます。検査実施状況管理
役（Performed Procedure Step Manager, PPSM）は、撮影装置検査段階完了（Modality Performed 
Procedcure Step Completed）通知文を部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）に送ります。こ
の時点で、部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）は検査が終了し会計処理役に課金情報
を送信することを知ります。


乳房撮影CADの様な、ある種の後処理では後処理管理役からの処理完了の確認通知を部門シ
ステム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）が受け取るのをきっかけに、技術料金通知が送られます。
部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）は、この確認通知を、後処理管理役とまとめて受け
取ります；　もし、後処理管理役が画像管理役（IM）と一体化されているときは、部門システム予定
役・オーダ実施役（DSS/OF）への、後処理作業の完了を特定する、実行済作業状況更新
（Performed Work Status Update）通信文をきっかけに、専門職料金の情報が会計処理役に送ら
れます。

· 専門職料金請求書発行


検査の専門職料金請求は放射線科医によるレポート作成完了・確認がきっかけとなって行われま
す。部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）がレポートの作成完了を知ると、会計処理役に
専門職料金の情報が送られます。


部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）は、レポート管理役（RM）からレポート作成の完了・
確認の確認通知を受け取ります。部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）は、この通知をレ
ポート管理役（RM）とまとめて受け取ります。もしレポート管理役（RM）がレポート業務流れ（RWF）
プロファイルを実装しているときは、レポート作成完了を特定する実行済作業状況更新（Performed 
Work Status Update）によるトランザクションがきっかけとなって、専門職料金の請求が会計処理役
に送られます。
4.35.4.1.2 通信文の意味
部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）は、詳細会計トランザクション（Detailed Financial Transaction、DFT）通信文を使って、必要な課金情報を会計処理役（Charge Processor）に送ります。会計処理役（Charge Processor）は、ADT患者登録トランザクションで、以前受けた、関連する患者基本情報を取得せねばなりません。

部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）は、撮影装置検査段階段完了/中止（Modality Procedure Step Completed/Discontinued）トランザクションを受けて、検査完了を確認します。この情報にはDICOM請求と機材管理コードモジュール（DICOM Billing and Material Code Module）を含んでおり、検査、物品、および、機器の情報が提供されます。

通知済課金情報（Charge Posted）トランザクションは、DFT（Detailed Financial Transaction）通信文のP03事例（event）を使って、通知されます。

追加の検査、機材、機器が存在する場合には、一個以上のPR1セグメントが必要です。その他の場合には必要ありません。


注：追加の仕様レベルまでの資格とHL7適合化はRAD TF-2:2.3に記されています。

必須のセグメントは以下に規定されます。他はオプションです。
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注：　IHEテクニカルフレームワークへの、適応可能な、地域あるいは国による追加により、PV1-19来院番号が必須の
時は、PV-1は、必須です(RAD TF-4参照)。
個々の通信文は、DFT通信文の受け側から送信側に送られた、HL7 ACK通信文で受信を通知されねばなりません。ACK通信文の定義と議論は、RAD TF-2: 2.4.3 「受信通知モード」を参照してください。
4.35.4.1.2.1 MSHセグメント　（MSH Segment）

MSHセグメントはRAD TF-2:2.4.2.2　通信文制御で定義されたように構成されねばなりません。MSH-9 通信文タイプ（Message Type）は少なくとも2つの成分を持たねばなりません。1番目は"DFT"、2番目の成分は"P03"です。
4.35.4.1.2.2 EVNセグメント （EVN Segment）
EVNセグメントは受信側アプリケーションに、必要なきっかけ事象の情報を通信するために使用されます。EVNセグメントの必須およびオプションのデータ野（field）は、RAD TF-2:4.1.4.1.2.1.2を参照してください。
4.35.4.1.2.3 PIDセグメント　（PID Segment）
PIDセグメントの全てのデータ野（field）は表4.35-1に挙げるものを除いて、すべてオプションです。PIDセグメントの全データ野（field）の一覧は、RAD-TF-2:4.1.4.1.2.1.3を参照してください。
表 4.35-1: IHE Profile – PID segement

[image: image5.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME
3 20 X R 00106 | Patient Identifier List
5 48 XN R 00108 | Patient Name
18 20 cx C 00121_| Patient Account Number

Adapted from the HL7 standard, version 2.3.1



 
4.35.4.1.2.4 PV1セグメント　（PV1 Segment）

PV1セグメントの大部分のデータ野（field）は、表4.35-2に挙げるものを除いて、すべてオプションです。PIDセグメントの全データ野（field）の一覧は、RAD-TF-2:4.1.4.1.2.1.4を参照してください。
表4.35-2: IHE Profile – PV1 Segment
[image: image6.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME
2 1 IS 0004 [00132 | Patient Class
19 20 cx 00139 | Visit Number
51 1 IS 0326 | 01226 | Visit Indicator

Adapted from the HL7 standard, version 2.3.1





少なくとも、PID-18 患者会計口座番号、あるいは、PV1-19来院番号のいずれか一方には値を入れねばなりません。これらのデータ野（field）の値の追加要求事項は、IHEテクニカルフレームワークへの地域、国による追加に記載されていることがあります。　（RAD-TF4参照）
PV1-19来院番号（Visit Number）が存在するときにはデータ野（field）PV1-51来院指標（Visit Indicator）は、"V"の値を持たねばなりません。さもなければ省略可能です。
4.35.4.1.2.5 FT1セグメント　（FT1 Segment）

FT1セグメントは、請求、クレジット、支払い、と訂正を患者の会計口座に記録するために使用されます。
表 4.35-3: IHEプロファイル– FT1 Segement
[image: image7.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME
1 4 si o 00355 SetID-FT1
12 ST o 00356 Transaction ID
3 10 ST o 00357 Transaction Batch ID
4 2% s R 00358 Transaction Date
2% s R 00359 Transaction Posting Date
6 s IS R 0017__| 00360 Transaction Type
7 0 CF R 012 | o036l Transaction Code
s 40 ST o 00362 Transaction Deseription
9 40 ST o 00363 Transaction Deseription - Alt
10 6 NM o 0036+ Transaction Quanity
1 12 P o 00365 Transaction Amount - Extended
12 12 cp o 00366 Transaction Amount - Unit
B 60 CF o 0049 | 00367 Depariment Code
14 60 CE o 0072 | 003es Insurance Plan ID
is 12 P o 00369 Insurance Amount
16 0 PL o 00133 ‘Assigned Patient Location
17 1 IS o 0024 | 00370 Fee Schedule
I8 IS o o018 |oo1s8 Patient Type
19 60 CF o 0051 | 00371 Diagnosis Code -FT1
20 120 XN | R 008t | 00372 Performed By Code
120 XN | R 00373 Order By Code
12 P o 00374 Unit Cost
2 El R 00217 Filler Order Number





[image: image8.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME
24 120 XN | o 00765 Entered By Code
25 0 CF R 0088 | 00393 Procedure Code
2% 0 CE o 0340 |o1316 Procedure Code Modifier

Adapted from the HL7 standard, version 2.3.1




4.35.4.1.2.6 PR1セグメント　（PR1 segment） - 検査

PR1セグメントは、患者に行われる検査の種々の類型に関連する情報を含みます。PR1セグメントは検査情報を送信するのに使われます。たとえば、外科、核医学、造影X線検査、等です。PR1セグメントは、たとえば、診療録のコード化のため、会計処理のため、複数検査を送信するのに使われます。


表 4.35-4: PR1 属性
[image: image9.png]SEQ LEN DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME
1 4 si R 00391 SetID- PRI
2 2 IS R 0089 00392 Procedure Coding Method
3 B CE R 0088 00393 Procedure Code
4 0 ST o 00394 Procedure Deseription
% s 00395 Procedure Date/Time
6 2 IS 0230 00396 Procedure Functional Type
7 4 NM o 00397 Procedure Minutes.
s 120 XN | o 0010 00398 Anesthesiologist
9 2 IS o 0019 00399 Anesthesia Gode
10 4 NM o 00400 ‘Anesthesia Minutes
1 120 XN | o 0010 00401 Surgeon
12 230 XN | o 0010 00402 Procedure Practitioner
13 ) CE o 0059 00403 Consent Code
14 2 NM o 00404 Procedure Priority
is B CE o 0051 00772 ‘Associated Diagnosis Code
16 B CF o 0340 01316 Procedure Code Modifier

Adapted from the HL7 standard, version 2.3.1






注：　個々のPR1セグメントは一個の検査コードまたは一個の修飾子コードを持ちます。
4.35.4.2 情報源

課金情報通知済（Charge Posted）トランザクションは以下に記す三つの源からデータを導きだします。表4.35-4に、FT1セグメントとPR1文節の対応を示します。

· オーダ管理

オーダ発行役一般オーダ通信文（Order Placer General Order Message）は部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）に、PIDセグメントで使用する、必須の課金情報通和済（Charge Posted）トランザクションデータ野（field）を提供します。必須とオプションのデータ野（field）については、RAD TF-2:4.2, 4.31を参照してください。

· 撮影済検査段階（Modality Performed Proceduree Step, MPPS）


撮影機器一般オーダ通信文（Modality General zorder Message）は、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）に、FT1セグメントとPT1セグメントとで使用する、必須の課金情報通和済（Charge Posted）トランザクションデータ野（field）を提供します。追加の、検査、機材の情報がDICOM機材請求と管理通知文に含まれます。必須とオプションのデータ野（field）については、RAD-TF-2;4.7（撮影済検査段階完了/中止 (Modality Performed Porceure Step Completed/Discontinued) ）を参照してください。

通信文の意味はDICOM 2011撮影済検査段階SOPクラス (Modality Performed Porceure Step SOP Class) のDICOMサービスクラス節にあります。検査情報の、部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）への送信を確保するのは、撮影装置の責任です。

· 用手トランザクション・部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）


課金情報通和済（Charge Posted）トランザクション情報の用手入力も可能です。会計処理役
（Charge Processor）が必要としますが、撮影装置、オーダ発行役からは提供されない情報の入力を
可能とします。このデータは、用手的に入力されるか、部門システム予定・オーダ実施役
（DSS/OF）の機能とされます。
表 4.35-5: FT1通信文の対応付け
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表 4.35-6: PR1セグメントの対応付け
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4.35.4.2.1.1 予期される動作
部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）は、きっかけ事象が起きたときに、課金情報通和済（Charge Posted）トランザクションを会計処理役（Charge Processor）へ送ることが期待されています。これは、技術料金、あるいは、専門職料金の請求トランザクションのことがあります。

4.36会計口座管理 （Account Management）
この節はIHEテクニカルフレームワークのRAD-36トランザクションに該当します。RAD-36トランザクションは患者登録と会計処理役（Charge Processor）に使用されます。
4.36.1 範囲

会計口座管理トランザクションは、ADT患者登録と会計処理役（Charge Processor）の間の通信文を規定します。この通信文は患者の会計口座が作られる時、更新される時、あるいは閉鎖される時、送信されます。

部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）に送る必要のある情報、たとえば、保険や保証人の情報、を最小にするのに役立ちます。会計処理役（Charge Processor）は、ADTから直接に情報を受け取ります。
4.36.2 使用例の役割
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実行役：　ADT患者登録

役割：患者会計口座に関連する患者情報をあつめ、会計処理役（Charge Processor）に送信します。

実行役：　会計処理役（Charge Processor）

役割：　患者登録から情報を受け取ります。保険会社あるいは患者への請求書発行のため、請求を処理し、まとめます。
4.36.3 参照する標準

Health Level 7 2.3.1版：第6章 - 経済管理　（Health Level Seven, Version 2.3.1: Chapter 6 - Financial Management）
4.36.4 相互作用図
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4.36.4.1 会計口座管理 - 新規

会計口座管理通信文は、ADT患者登録と会計処理役（Charge Processor）との間で交わされる、患者会計口座トランザクションを記載するのに使用されます。ADT患者登録アプリケーションから会計処理、経済システムへ、患者の請求・口座保存用記録を保管する会計口座開設のため、データが送られます。
4.36.4.1.1 きっかけ事象
新しい会計口座開設は以下のADT患者登録事例の一つが起こると、行われます。

· 入院患者の施設への入院

· 外来患者の施設への来院時の登録

· 入院患者の仮入院（すなわち、実際の入院前に患者情報の登録を行うこと）

会計口座の開設は以下の口座管理通信文を生成します。

· P01　－　Add Patient Account
4.36.4.1.2 通信文の意味

会計口座管理（Account Management）トランザクションは、HL7 BAR通信文により行われます。ADT実行役は、患者が入院したとき、仮入院したとき、あるいは登録されたときはいつでも、この通信文を生成せねばなりません。”P01”事例はあたらしい患者を加えるときのみ、つまり、以前に居なかった患者の登録のみに使用されねばならず、既存の口座の更新ではありません。新しい"P05"（update account）事例は既存の口座を更新するときに使用せねばなりません。新しい"P06"（end account）事例は既存の口座を閉鎖するときに使用せねばなりません。

会計口座作成の際に診断がわかっているなら、一個以上のDG1セグメントが存在せねばなりません。それ以外ではなくて良いです。

会計口座作成の際に保証人（患者本人であってもよい）がわかっているなら、一個以上のGT1セグメントが存在せねばなりません。それ以外ではなくて良いです。

会計口座作成の際に保険情報がわかっているなら、一個以上のIN1セグメントが存在せねばなりません。それ以外ではなくて良いです。

注：追加の仕様レベルへの資格とHL7適合化はRAD TF-2:2.3に記されています。

以下に列挙された"Add Patient Account"通信文のセグメントは必須で、通信文の詳細な記載は以下の

亜節に記載されます。
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注：適用可能なIHEテクニカルフレームワークへの地域、国による追加に沿うため、PV1-19来院番号（Visit Number）の使用が必須の場合、PV1が必須になることがあります。（RAD-TF4参照）
個々の通信文は、BAR通信文の受信側から送信側に送られた、HL7 ACK通信文で受信を通知されねばなりません。ACK通信文の定義と議論は、RAD TF-2: 2.4.3 受信通知モードを参照してください。
4.36.4.1.2.1 MSHセグメント　（MSH Segment）

MSHセグメントはRAD TF-2:2.4.2.2　通信文制御で定義されたように構成されねばなりません。MSH-9通信文タイプ（Message Type）は少なくとも2つの成分を持たねばなりません。1番目は"BAR"、2番目の成分は"P01"です。
4.36.4.1.2.2 EVNセグメント （EVN Segment）
EVNセグメントは受信側アプリケーションに必要なきっかけ事象の情報を通信するために使用されます。EVNセグメントの必須およびオプションのデータ野（field）は、RAD TF-2:4.1.4.1.2.1.2を参照してください。
4.35.4.1.2.3 PIDセグメント　（PID Segment）
PIDセグメントの全てのデータ野（field）は表4.36-1に挙げるものを除いて、すべてオプションです。PIDセグメントの全データ野（field）の一覧は、RAD-TF-2: 4.1.4.1.2.1.3を参照してください。
表 4.36-1: IHEプロファイル – PIDセグメント
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5 48 XPN 00108 | Patient Name
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Adapted from the HL7 standard, version 2.3.1





4.36.4.1.2.4 PV1セグメント　（PV1 Segment）
PV1セグメントの大部分のデータ野（field）は表4.36-2に挙げるものを除いて、すべてオプションです。PIDセグメントの全データ野（field）の一覧は、RAD-TF-2: 4.1.4.1.2.1.4を参照してください。
表 4.36-2: IHEプロファイル – PV1セグメント
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2 1 IS 0004 [00132 | Patient Class
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少なくとも、PID-18 患者会計口座番号、あるいは、PV1-19来院番号のいずれか一方には値を入れねばなりません。これらのデータ野（field）の値の追加要求事項は、IHEテクニカルフレームワークへの地域、国による追加に記載されていることがあります。　（RAD-TF4参照）
PV1-19来院番号（Visit Number）が存在するときにはデータ野（field）PV1-51 来院指標　（Visit Indicator）は、"V"の値を持たねばなりません。さもなければ省略可能です。
4.36.4.1.2.5 DG1セグメント　（DG1 Segment）
DG1文節は種々の類型の診断情報を含んでいます。たとえば、入院時診断、主要診断、等です。DG1セグメントは複数の診断（たとえば、診療録のコード化のため）を送信するのに使用されます。FT1-19-diagnosis code（診断コード）が十分な情報を会計システムに与えないときにも使用されます。この診断のコード化は、診療提供者が患者管理に使う臨床問題セグメントとは区別されねばなりません。表4.36-3は、DG1セグメントの必須およびオプションの属性の一覧です。
表 4.36-3: IHEプロファイル – DG1セグメント
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1 4 st R 00375 SetID - DGI

2 2 D o 0053 00376 Diagnosis Coding Method
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[image: image22.png]7 60 CE o olis 00381 Major Diagnostic Category
8 60 CE o 0055 00382 Diagnostic Related Group
9 2 ) o 0136 00383 DRG Approval Indicator
10 2 18 o 0056 00384 DRG Grouper Review Code
1 60 CE o 0083 00385 Outlier Type

12 3 NM o 00386 Outlier Days
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14 4 sT o 00388 Grouper Version And Type
15 2 D o 00389 Diagnosis Priority

16 60 XN | o 00390 Diagnosing Clinician

17 3 Is o 0228 00766 Diagnosis Classification

18 | ) o 0136 00767 Confidential Indicator

19 26 TS o 00768 Attestation Date/Time





4.36.4.1.2.6 GT1セグメント　（GT1 Segment）
GT1セグメントは、患者や保険会社への請求のため、保証人（たとえば、患者の勘定支払いに経済的責任を持つ人物あるいは組織）データを含んでいます。表4.36-4は、DG1セグメントの必須およびオプションの属性の一覧です。
表 4.36-4: IHEプロファイル – GT1セグメント
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[image: image24.png]SEQ LEN DT OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME

3 8 DT o 00417 Guarantor Date - Begin

14 8 DT o 00418 Guarantor Date - End

15 2 NM o 00419 Guarantor Priority

16 130 xeN_ | o 00420 Guarantor Employer Name

17 106 XAD | O 00421 Guarantor Employer Address

18 40 XN | o 00422 Guarantor Employer Phone
Number

19 20 [SN o 00423 Guarantor Employee ID Number

20 2 1S o 0066 | 00424 Guarantor Employment Status

21 130 xoN | o 00425 Guarantor Organization Name

2 1 D ) 0136 | 00773 Guarantor Billing Hold Flag

2 80 CE o 0341 00774 Guarantor Credit Rating Code

4 26 S o 00775 Guarantor Death Date And Time

25 1 ) o 0136 | 00776 Guarantor Death Flag

26 80 CE o 0218 | 00777 Guarantor Charge Adjustment
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27 10 cp o 00778 Guarantor Household Annual
Income

28 3 NM o 00779 Guarantor Household Size

2 20 [SN o 00780 Guarantor Employer 1D Number

30 80 CE o 0002 | 00781 Guarantor Marital Status Code

31 8 DT o 00782 Guarantor Hire Effective Date

2 3 DT o 00783 Employment Stop Date

33 2 1S o 0223 00755 Living Dependency

34 2 1S o 0009 | 00145 Ambulatory Status

35 80 CE o 0171 00129 Citizenship

36 60 CE o 0296 | 00118 Primary Language

37 2 is o 0220 | 00742 Living Arrangement

38 80 CE o 0215 | 00743 Publicity Code

39 1 D o 0136 | 00744 Protection Indicator

40 2 1S o 0231 00745 Student Indicator

a1 80 CE o 0006 | 00120 Religion

2 48 xeN | o 00746 Maiden Name

4 80 CE o 0212 | 00739
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[image: image25.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME

51 130 XON | O 01299 Guarantor Employer’s
Organization Name

52 2 IS o 0295 | 00753 Handicap

53 2 1S o 0311 00752 Job Status

54 50 FC o 0064 01231 Guarantor Financial Class

55 80 CE o 0005 01291 Guarantor Race





4.36.4.1.2.7 IN1セグメント　（IN1 Segment）
IN1セグメントは、患者や保険会社への請求のため必要な保険適応範囲方針情報を含みます。表4.36-5は、IN1セグメントの必須およびオプションの属性の一覧です。
表 4.36-5: IHEプロファイル – IN1セグメント
[image: image26.png]SEQ LEN DT OPT TBL# ITEM ELEMENT NAME
#

[ 4 st R 00426 | SetID-INI

2 60 CE R 0072 00368 | Insurance Plan ID

3 59 [ R 00428 | Insurance Company ID

4 130 XoN | o 00429 | Insurance Company Name

5 106 xap | o 00430 | Insurance Company Address

6 48 XN | o 00431 | Insurance Co Contact Person

7 40 XN | o 00432 | Insurance Co Phone Number

8 12 ST o 00433 | Group Number

9 130 XoN | o 00434 | Group Name

10 12 & o 00435 | Insured’s Group Emp ID

1 130 XoN | o 00436 | Insured’s Group Emp Name

2 8 DT o 00437 | Plan Effective Date

13 8 DT o 00438 | Plan Expiration Date

14 55 oM o 00439 | Authorization Information

15 3 IS [ 0086 00440 | Plan Type

16 48 XN [ o 00441 | Name Of Insured

17 80 CE o 0063 00442 | Insured’s Relationship To Patient

18 26 TS o 00443 | Insured’s Date Of Birth

19 106 XAap | o 00444 | Insured’s Address

20 2 1S o 0135 00445 | Assignment Of Benefits

21 2 is o 0173 00446 | Coordination Of Benefits

2 2 sT o 00447 | Coord Of Ben. Priority

23 1 [0} [ 0136 00448 | Notice OF Admission Flag

24 8 DT o 00449 | Notice OF Admission Date

25 1 [} o 0136 00450 | Report Of Eligibility Flag

26 8 DT o 00451 | Report Of Eligibility Date





[image: image27.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# IT:M ELEMENT NAME
27 2 Is 0 0093 00452 | Release Information Code
28 is ST o 00453 | Pre-Admit Cert (PAC)

29 26 TS o 00454 Verification Date/Time

30 60 XCN o 00455 Verification By

31 2 Is o 0098 | 00456 | Type OF Agreement Code
3 2 IS o 0022 | 00457 | Billing Status

33 4 NM o 00458 Lifetime Reserve Days

34 4 NM o 00459 Delay Before L.R. Day

35 3 Is o 0042 | 00460 | Company Plan Code

36 15 ST o 00461 | _Policy Number

37 12 cp o 00462 Policy Deductible

38 12 cp o 00463 Policy Limit - Amount

39 4 N[ o 00464 | Policy Limit - Days

40 12 cp o 00465 | Room Rate - Semi-Privaic
41 12 cp o 00466 Room Rate - Private

42 60 CE o 0066 00467 Insured’s Employment Status
43 1 Is o 0001 00468 | Insured’s Sex.

44 106 XAD | 0 00469 | Insured’s Employer's Address
45 2 ST o 00470 Verification Status

46 8 IS o 0072 00471 Prior Insurance Plan ID

47 3 Is o 0309 | 01227 | Coverage Type

8 2 IS o 0295 00753 | _Handicap

49 12 CX o 01230 Insured’s ID Number





4.36.4.1.2.8 予期される動作
患者会計口座追加（ADD Patient Account）トランザクションを受信したあと、受信側のシステムは会計口座情報を作り、維持して、会計処理を行うときに利用します。

4.36.4.2 会計口座管理　－　口座の更新

4.36.4.2.1 きっかけ事象
患者会計口座情報の更新（例えば、患者氏名、住所、保証人、保険、などの変更）は、以下の会計口座更新通信文のきっかけにせねばなりません。


P05 - 会計口座の更新
4.36.4.2.2 通信文の意味

会計口座管理トランザクションは、HL7 BAR通信文により行われます。ADT実行役は、患者会計口座情報が変更されたときはいつでも、この通信文を生成せねばなりません。”P05”（update account）事例は既存の会計口座を更新する時のみ、使用されねばなりません。新しい"P06"（end account）事例を既存の口座を閉鎖するときに使用せねばなりません。

患者記録の全ての必須情報（"R"と"R2"）は”P05”通信文で再送されねばなりません。”P05”通信文のなかでNULL値（すなわち二個のダブルクオーテーションマーク、""）で受信・送信された項目は、受信側システムの該当患者の記録のデータベースからすべて削除されます。もし、”P05”トランザクションで値が送信されない（省略されている）と、受信側システムの該当患者の記録のータベースの古い値が変更されずに保持されます。


注：追加の仕様レベルへの資格とHL7適合化はRAD TF-2:2.3に記されています。
以下に列挙された患者会計口座更新（Update Patient Account）通信文のセグメントは必須で、通信文の詳細は4.36.4.1.2.5節に記載されます。患者の診断が更新された場合は、一個以上のDG1セグメントが存在せねばなりません。患者の保証人情報が更新された場合は、一個以上のGT1セグメントが存在せねばなりません。患者の保険情報が追加あるいは変更された場合は、一個以上のIN1セグメントが存在せねばなりません。
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注：適用可能なIHEテクニカルフレームワークへの地域、国による追加に沿うため、PV1-19来院番号（Visit 

Number）の使用が必須の場合、PV1も必須になることがあります。（RAD-TF4参照）
個々の通信文は、受信側から送信側に送られた、HL7 ACK通信文で受信を通知されねばなりません。ACK通信文の定義と議論は、RAD TF-2: 2.4.3 受信通知モードを参照してください。
4.36.4.2.2.1 MSHセグメント　（MSH Segment）
MSHセグメントはRAD TF-2:2.4.2.2　「通信文制御（Message Control）」）で定義されたように構成されねばなりません。

MSH-9 通信文タイプ（Message Type）は少なくとも2つの成分を持たねばなりません。1番目は"BAR"、2番目の成分は"P05"です。
4.36.4.2.2.2 EVNセグメント （EVN Segment）
EVNセグメントは受信側アプリケーションに必要なきっかけ事象の情報を通信するために使用されます。EVNセグメントの必須およびオプションのデータ野（field）は、4.1.4.1.2.1.2を参照してください。
4.36.4.2.2.3 PIDセグメント　（PID Segment）
PIDセグメントの全てのデータ野（field）は表4.36-6に挙げるものを除いて、すべてオプションです。PIDセグメントの全データ野（field）の一覧は、RAD-TF-2:4.1.4.1.2.1.3を参照してください。
表 4.36-6: IHEプロファイル – PIDセグメント
[image: image29.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME
3 20 X 00106 | Patient Identifier List
5 48 XPN 00108 | Patient Name
18 20 cx 00121_| Patient Account Number

Adapted from the HL7 standard, version 2.3.1





4.36.4.2.2.4 PV1セグメント　（PV1 Segment）
PV1セグメントの大部分のデータ野（field）は表4.35-7に挙げるものを除いて、すべてオプションです。PV1セグメントの全データ野（field）の一覧は、RAD-TF-2:4.1.4.1.2.1.4を参照してください。
表 4.36-7: IHEプロファイル – PV1セグメント
[image: image30.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME
2 1 IS 0004 [00132 | Patient Class
19 20 cx 00139 | Visit Number
51 ] IS 0326 |01226 | Visit Indicator

Adapted from the HL7 standard, version 2.3.1





少なくとも、PID-18 患者会計口座番号、あるいは、PV1-19来院番号のいずれか一方には値を入れねばなりません。これらのデータ野（field）の値の追加要求事項は、IHEテクニカルフレームワークへの地域、国による追加に記載されていることがあります。　（RAD-TF4参照）
PV1-19来院番号（Visit Number）が存在するときにはデータ野（field） PV1-51 来院指標　（Visit Indicator）は、"V"の値を持たねばなりません。さもなければ省略可能です。
4.36.4.2.2.5 DG1セグメント　（DG1 Segment）
DG1文節の必須およびオプションデータ野（field）については4.36.4.1.2.5節を参照してください。
4.36.4.2.2.6 GT1セグメント　（GT1 Segment）
GT1文節の必須およびオプションデータ野（field）については4.36.4.1.2.6節を参照してください。
4.36.4.3.2.7 IN1セグメント　（IN1 Segment）
IN1セグメントの必須およびオプションデータ野（field）については4.36.4.1.2.7節を参照してください。
4.36.4.2.3 予期される動作
会計口座情報更新（Update Account Information）通信文を受信したあと、受信側のシステムは現場施設の患者基本情報、診断、保証人、および・または、保険情報を更新せねばなりません。新しい"P05"通信文でNULL値が受信されたとき、該当データは現場施設のデータベースから削除されねばなりません。

4.36.4.3 会計口座管理　－　口座の閉鎖

4.36.4.3.1 きっかけ事象
患者会計口座の終結あるいは閉鎖は、典型的には患者の退院、来院の終了、により起こり、以下の会計口座管理通信文のきっかけになります。


・ P06 - 会計口座の閉鎖
4.36.4.3.2 通信文の意味
会計口座管理トランザクションは、HL7 BAR通信文により行われます。ADT実行役は、患者会計口座が閉鎖されたときはいつでも、この通信文を生成せねばなりません。新しい"P06"（end account）を既存の口座を閉鎖するときに使用せねばなりません。


注：追加の仕様レベルへの資格とHL7適合化はRAD TF-2:2.3に記されています。
以下に列挙された会計口座の閉鎖（End Account）通信文のセグメントは必須で、通信文の詳細な記載は以下の亜節に記載されます。
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注：適用可能なIHEテクニカルフレームワークへの地域、国による追加に沿うため、PV1-19来院番号（Visit Number）の
使用が必須の場合、PV1も必須になることがあります。（RAD-TF4参照）
個々の通信文は、受信側から送信側に送られた、HL7 ACK通信文で受信を通知されねばなりません。ACK通信文の定義と議論は、RAD TF-2: 2.4.3 受信通知モードを参照してください。
4.36.4.3.2.1 MSHセグメント　（MSH Segment）
MSHセグメントはRAD TF-2:2.4.2.2　通信文制御（message control）で定義されたように構成されねばなりません。MSH-9 通信文タイプ（Message Type）は少なくとも2つの成分を持たねばなりません。1番目は"BAR"、2番目の成分は"P06"です。
4.36.4.3.2.2 EVNセグメント （EVN Segment）
EVNセグメントは受信側アプリケーションに必要なきっかけ事象の情を通信するために使用されます。EVNセグメントの必須およびオプションのデータ野（field）は、RAD TF-2:　4.1.4.1.2.1.2を参照してください。
4.36.4.3.2.3 PIDセグメント　（PID Segment）
PIDセグメントの全てのデータ野（field）は表4.36-8に挙げるものを除いて、すべてオプションです。PIDセグメントの全データ野（field）の一覧は、RAD-TF-2: 4.1.4.1.2.1.3を参照してください。
表 4.36-8: IHEプロファイル – PIDセグメント
[image: image32.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME
3 20 X R 00106 | Patient Identifier List
5 48 XN R 00108 | Patient Name
18 20 X C 00121 | Patient Account Number

Adapted from the HL7 standard, version 2.3.1




4.36.4.3.2.4 PV1セグメント　（PV1 Segment）
PV1セグメントの大部分のデータ野（field）は表4.36-9に挙げるものを除いて、すべてオプションです。PIDセグメントの全データ野（field）の一覧は、RAD-TF-2: 4.1.4.1.2.1.4を参照してください。
表 4.36-9: IHEプロファイル - PV1 Segment
[image: image33.png]SEQ | LEN | DT | OPT | TBL# | ITEM# ELEMENT NAME
2 1 IS 0004 [00132 | Patient Class
19 20 X 00139 | Visit Number
51 1 IS 0326 | 01226 | Visit Indicator

Adapted from the HL7 standard, version 2.3.1





少なくとも、PID-18 患者会計口座番号、あるいは、PV1-19来院番号のいずれか一方には値を入れねばなりません。これらのデータ野（field）の値の追加要求事項は、IHEテクニカルフレームワークへの地域、国による追加に記載されていることがあります。　（RAD-TF4参照）
PV1-19来院番号（Visit Number）が存在するときにはデータ野（field）PV1-51 来院指標　（Visit Indicator）は、"V"の値を持たねばなりません。さもなければ省略可能です。
4.36.4.3.3 予期される動作

患者会計口座閉鎖（End Patinet Account）通信文（P06）を受けた後、受信側システムは、現場施設の患者会計口座が閉鎖されたことを反映するように、患者会計情報を更新します。
4.37 後処理業務一覧問い合わせ（Query Post-Processing Worklist）

この節はIHEテクニカルフレームワークのRAD-37トランザクションに該当します。RAD-37トランザクションは後処理管理役とエビデンス書類生成役に使用されます。
4.37.1 範囲

後処理業務一覧問い合わせは、後処理業務中にエビデンス生成役（EC）が、後処理管理役（Post-Proseccing Manager）によって予定された業務を、見いだすために使用されます。このトランザクションは、画像処理、コンピュータ支援診断、コンピュータ支援検出の後処理関連業務項目のコードを提示する業務一覧を一般的に記述します。

後処理管理役は、業務一覧を提供します。部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）、または、画像管理役（IM）と一体化されて、後処理管理役は必要な情報を得ます。エビデンス生成役（EC）は業務一覧を取得し、生成した結果インスタンスに受信した情報を入れ込み、エビデンス書類保存済、画像保存済の様な、インスタンス保存トランザクションにより、保存されます。
4. 37.2　使用例役割
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実行役：エビデンス生成役（Evidence Creator, EC）

役割：　後処理管理役（Post-Processing Manager）に後処理予定検査段階（Post-Proseccing Scheduled Procedure Step）を問い合わせます。

実行役：　後処理管理役（Post-Processing Manager）

役割：　画像処理、コンピュータ支援診断、コンピュータ支援検出の業務項目の、後処理検査段階を予定します；業務一覧にある業務項目要求を受け付け、問い合わせを実行して結果をもどします。
4.37.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: 汎用業務一覧　SOPクラス（DICOM 2011 PS 3.4: General Purpose Worklist SOP Class）
4.37.4 相互作用図
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4.37.4.1　汎用業務項目業務一覧問合せ通信文（Query General Purpose Worklist Message）

これは、後処理管理役へ送られる作業一覧問合せです。
4.37.4.1.1 きっかけ事象　（Trigger Events）

エビデンス生成役の使用者あるいは自動化機能が、予定済後処理業務項目を問い合わせます。
4.37.4.1.2 通信文の意味

DICOM汎用業務一覧SOPクラス（General Purpose Worklist SOP）の"C-FIND"要求が汎用業務一覧問い合わせに使用されます。エビデンス生成役（EC）はSCUとなり、後処理管理役はSCPとなります。

4.37.4.1.2.1  合致キーと返答キー (Matching Keys and Return Keys)
エビデンス生成役（EC）は、後処理の結果生成されたインスタンスに挿入する、特定の属性（返答キー）を問い合わせます。詳細は付録Dを参照してください。

エビデンス生成役（EC）は表4.37-4「後処理業務一覧問い合わせ」の返答および合致キーに列挙された必須の問い合わせキーのそれぞれを別々に使用可能とせねばなりません。加えて、以下の三個の組合せの内、すくなくとも一個を、エビデンス生成役（EC）に実装せねばなりません。
１．患者指向問い合わせ：　特定の患者・検査に対する問い合わせです。SCUは表7.37-1に挙げられた、全て（31）の合致キー属性の組み合わせを、一個以上のキーを含んで使用可能とせねばなりません。斜字で示される順列属性は合致キーではありませんが、属性の値を問い合わせの中で伝えるため、問い合わせに含む必要があります。従って、SCUは患者氏名、患者ID、承認番号（Accession Number）、と要望検査ID、予定業務項目コードのいかなる組み合わせにも応える必要があります。
表　4.37-1: 患者指向問合せのGPWLキー
[image: image36.png]Table 4.37-1: GPWL Keys for Patient Oriented Query

Matching Key Attributes Tag
Patient's Name (0010,0010)
Patient ID (0010,0020)
Referenced Request Sequence (0040,A370)
>Accession Number (0008,0050)
>Requested Procedure ID (0040,1001)
Scheduled Workitem Code Sequence (0040,4018)
>Code Value (0008,0100)
>Coding Scheme Designator (0008,0102)





2. ワークステーション指向問い合わせ（Station -oriented Query）:　特定のワークステーションの広範な業務一覧を問い合わせます。SCUは表7.37-2に挙げられた、全て（15）の合致キー属性の組み合わせを、一個以上のキーを含んで使用可能とせねばなりません。斜字で示される順列属性は合致キーではありませんが、属性の値を問い合わせの中で伝えるため、問い合わせに含む必要があります。Scheduled Station Name Code Sequenceのコード値が存在する場合には、ワークステーションのGeneral Purpose Worklist SCUのAE Titleでなければなりません。
表　4.37-2 ワークステーション指向問合せのGPWLキー
[image: image37.png]Table 4.37-2: GPWL Keys for Station-Oriented Queries

Matching Key Attributes Tag

General Purpose Scheduled Procedure Step Status (0040.4001)





[image: image38.png]Scheduled Station Name Code Sequence

>Code Value (0008,0100)
>Coding Scheme Designator (0008,0102)
Scheduled Procedure Step Start Date and Time (0040,4005)
Scheduled Workitem Code Sequence

>Code Value (0008,0100)
>Coding Scheme Designator (0008,0102)





3. クラス指向問い合わせ　（Class-oriented Query）: 特定のワークステーションクラスの広範な業務一覧を問い合わせます。SCUは表7.37-3に挙げられた、全て（15）の合致キー属性の組み合わせを、一個以上のキーを含んで使用可能とせねばなりません。斜字で示される順列属性は合致キーではありませんが、属性の値を問い合わせの中で伝えるため、問い合わせに含む必要があります。
表　4.37-3　クラス指向問い合わせGPWLキー
[image: image39.png]Table 4.37-3: GPWL Keys for Class-Oriented Worklist Queries

Matching Key Attributes Tag
General Purpose Scheduled Procedure Step Status (0040.4001)
Scheduled Station Class Code Sequence (0040,4026)
>Code Value (0008,0100)
>Coding Scheme Designator (0008,0102)
Scheduled Procedure Step Start Date and Time (0040,4005)
Scheduled Workitem Code Sequence (0040,4018)
>Code Value (0008,0100)
>Coding Scheme Designator (0008,0102)





4.37.4.1.2.2 合致キー属性使用の例
· 予定検査段階開始時刻と日付の使用：本日予定された後処理業務の問い合わせ。

· 予定業務項目キーの使用：全てのコンピュータ支援検出（CAD）業務の問い合わせ

· 予定ステ－ション名キーの使用：　このワークステ＾ションで予定されている全ての後処理の問い合わせ

· 予定検査段階開始時刻と日付、予定業務項目コード、予定ステーションクラスコードキーの使用： CT 3Dワークステーションで予定された本日の全ての業務


注：構造化の有無に関わらず問い合わせの成功を容易にするため、アプリケーションは、ワイルドカード（*）を構造化患
者氏名の各目の最後に追加するよう推奨されます。
4.37.4.1.2.3 合致キーと返答キー
エビデンス書類生成役は、自己の生成する対象物の多くが必要とするような、特定の属性（返答キー）を問い合わせられねばなりません。保存対象物属性の合致キー要求事項は付録Cに定義されています。問い合わせ可能な追加の属性もあります。

表4.37-4は、エビデンス生成役（EC）の使用者に使用可能にさせるため、合致キー要求事項と、問い合わせと返答ができるオプションと必須の属性を、一覧にまとめています。詳細な情報と、この表で使用されている凡例とについては、RAD TF-2:2.2を参照してください。
表 4.37-4: 　後処理業務一覧問い合せ（Post-Proseccing Worklist Query)の合致キーと返答キー
[image: image40.png]Table 4.37-4: Matching and Return Keys for Post-Processing Worklist Queries

Attribute Name Tag Query Keys Query Keys Return
Matching
scu SCP Scu SCP
SOP Common
Specific Character Set (0008,0003) o o o R
SOP Class UID (0008,0016) 0 o R+*
SOP Instance UID (0008,0018) o R R+* R
General Purpose Scheduled Procedure Step Information
General Purpose Scheduled (0040.4001) R+ R R+ R
Procedure Step Status
Input Availability Flag (0040.4020) o R R+ R
General Purpose Scheduled (0040,4003) ) R R+
Procedure Step Priority
Scheduled Procedure Step ID (0040,0009) 0 o 0 R
Scheduled Workitem Code (0040.4018)
Sequence
>Code Value (0008,0100) R+ R R+* R
>Coding Scheme Designator (0008.0102) R+ R R+
>Code Meaning (0008.0104) - - R+ R
Scheduled Processing (0040,4004)
Applications Code Sequence
>Code Value (00080100) o R R+ R
>Coding Scheme Designator (00080102) o R R+* R
>Code Meaning (0008.0104) - - R+ R
Scheduled Station Name Code (0040.4025)
Sequence
>Code Value (0008.0100) R+ R R+* R
>Coding Scheme Designator (0008,0102) R+ R R+*
>Code Meaning (0008.0104) - - R+* R
Scheduled Station Class Code (0040.4026)
Sequence
>Code Value (0008.0100) R+ R R+
>Coding Scheme Designator (0008.0102) R+ R R+* R
>Code Meaning (00080104) - - R+
Scheduled Station Geographic (0040,4027)
Location Code Sequence
>Code Value (0008,0100) o R o R
>Coding Scheme Designator (0008.0102) o R o R





[image: image41.png]Attribute Name Tag Query Keys Query Keys Return
Matcl
Scu SCP Scu SCP
>Code Meaning (0008.0104) - - o
Scheduled Procedure Step Start (0040.4005) R+ R R+ R
Date and Time
Expected Completion Date and (0040.4011) o R o R
Time
Scheduled Human Performers (0040.4034)
Sequence
>Human Performer Code (0040.4009)
Sequence
>>Code Value, (0008,0100) o R o R
>>Coding Scheme Designator (0008,0102) o R o
>>Code Meaning (0008.0104) - - o R
>Human Performer's Name (0040,4037) o o o R+
>Human Performer's Organization | (00404036 o o o R+
Referenced Study Component (0008,1111)
Sequence
~Referenced SOP Class UID (0008,1150) o o R
>Referenced SOP Instance UID (0008,1155) o o R
Input Information Sequence (0040.4021)
>Study Instance UID (0020,000D) o o R+* R
>Referenced Series Sequence (0008.1115)
>>Series Instance UID (0020,000E) o o R+* R
>>Retrieve AE Tille (0008,0054) o o o R
>>Storage Media File-Set ID (0088.0130) o o o o
>>Storage Media File-Set UID (0088.0140) o o o o
>>Referenced SOP Sequence (0008,1199)
>>>Referenced SOP Class UID (0008,1150) o o R+* R
>>>Referenced SOP Instance UID_| (0008,1155) o o R+* R
Relevant Information Sequence (0040.4022)
>Study Instance UID. (0020,000D) o [ o R
>Referenced Series Sequence (0008.1115)
>>Series Instance UID (0020,000E) o o o R
>>Retrieve AE Title (0008,0054) o o o o
>>Storage Media File-Set ID (0088,0130) o o o o
>>Storage Media File-Set UID (0088,0140) o o o R
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4.37.4.1.3 期待される動作

後処理管理役は問い合わせを実行し、エビデンス生成役（EC）に問い合わせに合致する汎用業務一覧項目を送信します。
4.37.4.2 汎用業務一覧受領通信文　（Receive General Purpose Worklist Message　）
これは後処理管理役が送る通信文で、エビデンス生成役（EC）からの問い合わせに応えて、後処理汎用業務一覧情報を含んでいます。
4.37.4.2.1 きっかけ事象 

後処理管理役が後処理業務一覧の問い合わせを受信します。
4.37.4.2.2 通信文の意味

DICOM汎用業務一覧SOPクラスの"C-FIND"応答がこの通信文に使用されます。業務一覧を通じて問い合わされた一部の属性は、業務流れの既往の検査段階のなかで他の情報源から派生し、（部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）あるいは画像管理役（IM）と一体化された）後処理管理役に、MPPSなどの他のトランザクションに使用可能とされます。業務項目予定処理段階（workitem Scheduled Procedure Step）に使用するに適切な入力情報の決定、たとえば、検査（study）、シリーズなど、は後処理管理役に任されています。すなわち、予定処理段階は、撮影過程や結果生じるMPPSとは独立しています。

後処理実行役は、DCMR CID 9231の以下の値を使用して、予定業務項目コード順列（0040, 4018）の内容のもとで、おこなう業務の類型を特定せねばなりません。
表 4.37-5: 後処理業務項目定義
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4.37.4.2.3 予期される動作

自動化されたエビデンス生成役（EC）は業務一覧を使って後処理を開始するか、使用者が業務一覧を提供されて業務を開始します。


4.38 業務項目取得要求 （Workitem claimed）

この節はIHEテクニカルフレームワークのRAD-38トランザクションに該当します。RAD-38 トランザクションは後処理管理役、レポート管理役（RM）、レポート生成役（RC）、診療情報生成役に使用されます。
4.38.1 範囲

後処理業務項目を選択した時、エビデンス生成役（EC）はその項目の所有者となり、後処理管理役に業務項目のSPS（訳注：Scheduled Procedure Step, 予定検査段階）の状態をIN PROGRESSに変えるよう指示します。これにより、後処理管理役は業務一覧を更新して、他の業務一覧使用者が、この業務項目がすでに請求されおそらく既に業務が行われていることが、わかるようにします。

同様に、レポート業務流れでも、レポート処理業務項目を選択した時、レポート生成役（RC）はその項目の所有者となり、レポート管理役（RM）に業務項目のSPSの状態をIN PROGRESSに変えるよう指示します。これにより、レポート管理役（RM）は業務一覧を更新して、他の業務一覧使用者が、この業務項目がすでに請求されおそらく既に業務が行われていることが、わかるようにします。

いずれの業務流れでもSCUは状態をSUSPENDに変更できます。
4.38.2 使用例役割
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実行役：エビデンス生成役（EC）

役割：　エビデンス生成役（EC）が後処置SPS（訳注: Scheduled Procedure Step）を請求したとき、後処理管理役の後処理SPSを更新します。

実行役：後処理管理役

役割：　エビデンス生成役（EC）からの後処理GP-SPS更新情報を受け付けます

実行役：レポート生成役（RC）

役割：レポート生成役（RC）がレポートSPSを請求したとき、レポート管理役（RM）のレポートSPSを更新します。

実行役：レポート管理役（RM）
役割：　レポート生成役（RC）からの後処理GP-SPS更新情報を受け付けます

4.38.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: 汎用予定検査段階SOPクラス

　（General Purpose Scheduled Procedure Step SOP Class）
4.38.4 相互作用図
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4.38.4.1 汎用予定検査段階進行中/中断通信文（General Purpose Scheduled Procedure Step in Progress/Suspend Message）

4.38.4.1.1 きっかけ事象
後処理管理役では、使用者あるいはエビデンス書類生成役の自動機能が後処理予定検査段階を処理し始める、あるいは、完成しないまま終了します。

レポート業務項目では、使用者が後処理予定検査段階をレポート生成役（RC）で処理し始める、あるいは、完成しないまま終了します。
4.38.4.1.2 通信文の意味

エビデンス生成役（EC）は、DICOM汎用予定検査段階SOPクラスのN-ACTION要求を使用して後処理管理役にそのSPSが開始されたこと、状態はIN PROGRESSであることを通知します。エビデンス生成役（EC）はSCUとして、後処理管理役はSCPとして、働きます。SPSの中止や再開も可能で、これに関連して、SUSPENDED, SCHEDULED状態にされます（追加の情報については、DICOM 2011, 第4部、F.1.6節を参照して下さい。）

レポート生成役（RC）とレポート管理役（RM）は同じ機構を用います。レポート生成役（RC）がSCUとして、レポート管理役（RM）がSCPとして、働きます。

もし、人間が後処理予定検査段階を実行しているなら、N-ACTION要求は実人間実施者順列（Actual Human Performer Sequence）を含みます。

レポート予定検査段階の場合には、レポート生成役（RC）は実人間実施者順列（Actual Human Performer Sequence）をレポート管理役（RM）に送り、使用者に使用権限があるか調べます。レポート管理役（RM）アプリケーションは正しい使用者情報が含まれていることを確認します。
4.38.4.1.3 予期される動作

後処理管理役はSPSの状態をIN PROGRESSにします。これはSPSがすでに作業を受けており、他の証拠書類作成役はいかなる行動をこれについて起こしてはいけないことを示します。いかなるエビデンス生成役（EC）も、現在のトランザクションUIDなしのSPS更新を拒否されます。

後処理管理役がSPSの状態をSUSPEND、またはSCHEDULEDにしたときは、SPSはエビデンス生成役（EC）の制御を抜けます。

同様に、レポート管理役（RM）はSPSの状態をIN PROGRESSにします。これはSPSがすでに作業を受けており、他のレポート作成役はいかなる行動をこれについて起こしてはいけないことを示します。いかなるレポート生成役（RC）も、現在のトランザクションUIDなしのSPS更新は拒否されます。

レポート管理役（RM）がSPSの状態をSUSPEND、またはSCHEDULEDにしたときは、SPSはレポート生成役（RC）の制御を抜けます。

4.39 業務項目検査段階進行中  （Workitem Performed Procedure Step in Progress）

この節はIHEテクニカルフレームワークのRAD-39トランザクションに該当します。RAD-39トランザクションは後処理管理役とエビデンス生成役（EC）、および、レポート管理役（RM）とレポート生成役（RC）に使用されます。
4.39.1 範囲

取得請求された後処理予定検査段階（Scheduled Post-processing procedure step）に作業を加え始めると、エビデンス生成役（EC）は後処理管理役に、実行済検査段階（PPS）を生成するよう、通信文を送ります。

取得請求されたレポート予定検査段階に作業を加え始めると、レポート生成役（RC）はレポート管理役（RM）に、実行済検査段階（PPS）を生するよう、通信文を送ります。
4.39.2 使用例役割
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実行役：　エビデンス生成役（EC）

役割：　エビデンス生成役（EC）が作業をはじめたとき、後処理PPSを生成して後処理管理役を更新します。

実行役：レポート管理役（RM）
役割：　レポート生成役（RC）からPPS情報を受け取ります。

実行役：　レポート生成役（RC）

役割：　レポート生成役（RC）が作業をはじめたとき、レポート業務項目PPSを生成してレポート管理役（RM）を更新します。

実行役：後処理管理役

役割：エビデンス生成役（EC）から後処理PPS情報を受け取ります。

4.39.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: 汎用実行済検査段階SOPクラス

　（General Purpose Performed Procedure Step SOP Class）
4.39.4 相互作用図
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4.39.4.1 汎用検査段階進行中通信文 (General Purpose Performed Procedure Step in Progress Message)
4.39.4.1.1 きっかけ事象
後処理業務項目では、使用者あるいはエビデンス書類生成役の自動機能が、後処理実行済検査段階を処理し始めます。

レポート業務項目では、使用者が後処理予定検査段階をレポート生成役（RC）で処理し始めます。
4.39.4.1.2 通信文意味

エビデンス生成役（EC）は、SCUとして、DICOM汎用実行済検査段階SOPクラスのN-CREATE要求を使用して、SCPとしての後処理管理役にそのPPSが開始されたこと、状態はIN PROGRESSであることを通知します。
4.39.4.1.3 予期される動作

後処理管理役あるいはレポート管理役（RM）はPPSを生成し、IN PROGRESS状態にします。

参照された汎用予定検査段階順列（General Purpose Scheduled Procedure Step Sequence (0040,4016)）がN-CREATE要求に含まれるなら、後処理管理役あるいはレポート管理役（RM）は、特定された汎用予定検査段階SOPインスタンス（General Purpose Scheduled Procedure Step SOP Instance）の中にある属性生成汎用実行済検査段階順列（Attribute Resulting General Purpose Performed Procedure Step Sequence (0040,4015)）を更新せねばなりません。
後処理管理役は、業務実行状況更新トランザクションを使用して、受信したGP-PPSについて、関心のある受信役に知らせることができます。
レポート管理役（RM）は、業務実行状況更新トランザクションを使用して、受信したGP-PPSについて、関心のある受信役に知らせることができます。
4.39.4.1.3.1　予定検査段階（SPS）と実行済検査段階（PPS）との関係

予定と実行済の検査段階情報の関係は、以下の場合で　個々の場合の属性形成の詳細は、付録Ｃを参照してください。

4.39.4.3.1.1  単純例 (Simple Case)
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この場合は、SPSとPPSが一対一の関係にあります。予定検査段階と要望検査の情報は、予定検査段階対象物から、実行済検査段階関係モジュールへコピーされます。

4.39.4.3.1.2 未予定の例 (Unscheduled Case)
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この場合は、SPSとPPSがゼロ対一の関係にあります。予定検査段階と要望検査の情報はエビデンス生成役（EC）には使用不能で、おそらく、レポート生成役（RC）にも使用不能です。理由はそれぞれ異なっています。例えば、汎用業務一覧SCPが利用できない、レポート作成中には後処理が予定されていない、です。

4.39.4.3.1.3　追加の例 (Append Case)
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この場合は、SPSとPPSが一対多の関係にあり、最初にPPSがSPSに対応して生成されます。他の実行済検査段階は、後に、順次追加されます。全ての実行済検査段階は、同じ要望検査と元のSPSを振り返って参照せねばなりません。全ての要望検査属性と予定検査段階属性は、予定検査段階対象物から、実行済検査段階関係モジュール（Performed Procedure Step Relationship Module）と、生成された複合インスタンスの要望属性順列（Request Attribute Sequence）とへ、コピーされねばなりません。SPS状態がCOMPLETED、DISCONTINUEDの時には、PPSは追加できません。

4.39.4.3.1.4　廃棄例 (Abandoned Cases)
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この場合は、PPSが関連するエビデンス書類画像、その他のデータ対象物を持っていても、持っていなくても、SPSとPPSが一対一の関係にあります。検査段階は完遂の前に、臨床的理由で廃棄されねばならないことがあります。SOP Instanceがエビデンス生成役（EC）から画像保管庫（IA）に、あるいは、レポート生成役（RC）からレポート管理役（RM）に、送信された場合には、PPS N-SETで特定されねばなりません。これは、この情報を後処理管理役に明示的に通信するための、手段です。すべての要望検査と予定検査段階属性は、予定検査段階対象物から実行済検査段階関係モジュールへコピーされねばなりません。
4.40業務項目検査段階完了（Workitem Performed Procedure Step Completed）
この節はIHEテクニカルフレームワークのRAD-40トランザクションに該当します。RAD-40トランザクションは後処理管理役とエビデンス生成役、および、レポート管理役とレポート生成役に使用されます。

4.40.1 範囲
後処理実行済検査段階（post-processing performed procedure step）の完了や中止の後に、エビデンス生成役は、PPS状態をCOMPLETEDあるいはDISCONTINUED状態に更新するため、後処理管理役に通信文を送ります。さらに、生成され画像管理役・画像保管庫（IM/IA）に送信された結果を参照します。

報告書作成役は、同様に振舞い、レポート管理役をPPS状態で更新します。さらに、生成されてレポート管理役に送信された結果への参照も更新します。例えばDICOM構造化報告書対象物、またはIHEの範囲外の、対象物の外部IDです。
4.40.2 使用例役割
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実行役: エビデンス生成役（Evidence Creator）

役割: エビデンス生成役が業務を完了した、あるいは、中止したとき、後処理管理役を後処理PPS状態で更新します。

実行役: 後処理管理役（Post-Processing Manager）

役割: 後処理のPPS情報をエビデンス生成役から受け取ります。

実行役: 報告書作成役（Report Creator）

役割: 作業が完了あるいは中止したとき、レポート業務項目の状態でレポート管理役を更新します。

実行役: レポート管理役（Report Manager）

役割: 報告書作成役からPPS情報を受け取ります。

4.40.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4汎用実行済検査段階SOPクラス（DICOM 2011 PS3.4: General Purpose Performed Procedure Step SOP Class）

4.40.4 相互作用図
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4.40.4.1 汎用実行済検査段階完了通信文（General Purpose Performed Procedure Step Completed Message）

4.40.4.1.1 きっかけ事象

自動化されたエビデンス生成役、または、使用者は、後処理業務項目の後処理予定済検査段階（PPS）を完了します。

利用者は、レポート業務項目についての、予定処理段階の作業を完了します。

4.40.4.1.2 通信文意味

SCUとしてのエビデンス生成役は、DICOM General Purpose Performed Procedure Step SOP ClassのN-SET要求を使用して、特定のPPSが完了しその状態がCOMPLETEDになったことを、SCPとしての後処理管理役に知らせます。エビデンス生成役はN-SETを使用して、PPS情報の中間更新を行うこともあります。最終的なN-SETにはCOMPLETEDかDISCONTINUEDのどちらかの状態があります。 レポート管理役はSCUと同じ様に、SCPとしてのレポート管理役と協働します。レポート管理役は、実行済業務項目更新により、あるいは、DSSと一体化することにより、PPS状態についてDSSに通知します。

状態がCOMPLETEDかDISCONTINUEDに設定されるとき、エビデンス生成役は出力情報シーケンス(0040、4033) 内に生成されたすべてのComposite SOP インスタンスの一覧を、もしあれば、後処理管理役に送らねばなりません。同様に、報告書作成役は出力情報シーケンス(0040、4033) 内にすべてのSOP インスタンスの一覧を送信するか、非DICOM出力情報シーケンス(0040、4032) 内で非DICOM出力を識別するか、しなくてはなりません。

4.40.4.1.3 報告書通信文意味

業務項目が完成した後に、報告書作成役は、実行された報告書作成作業の詳細をレポート管理役に提供せねばなりません。 この情報はGeneral Purpose Procedure Step N-SETメッセージの実行済業務項目コードシーケンス（Performed Work Item Code Sequence）に含められねばなりません。 報告書作成役は報告書作成中に生成された結果を参照せねばなりません。 出力情報はGPPPS結果モジュール（General Purpose Performed Procedure Step Results Module）の一部です。出力データは適切なデータ保管庫に保存しされねばなりません。 どのデータ保管庫に保存するかは、出力データのタイプ、すなわち、報告、音声、エビデンスドキュメントまたは他の対象物、に依存します。

また、報告書作成役はレポート管理役に後続業務項目を提案することもあります。 要求された後続業務項目はGPPPS結果モジュール（General Purpose Performed Procedure Step Results Module）に含まれています。

4.40.4.1.4 予期される動作

後処理管理役、あるいは、レポート管理役がPPSの状態をCOMPLETEDかDISCONTINUEDに更新します。
4.41業務項目完了（Workitem Completed）

この節はIHEテクニカルフレームワークのRAD-41トランザクションに該当します。RAD-41トランザクションは後処理管理役とエビデンス生成役、および、レポート管理役とレポート生成役に使用されます。

4.41.1 範囲

後処理予定済検査段階（post-processing scheduled proceude step）を完了、または中止した後に、エビデンス生成役は、SPS状態をCOMPLETED、あるいは、DISCONTINUEDに更新するために、後処理管理役に通信文を送信します。 これで、後処理管理役は業務項目一覧を更新することができます。
レポート予定処理段階（reporting scheduled procedure step）を完了、または中止した後に、レポート生成役は、完了か中止へのSPS状態を更新するためにレポート管理役に通信します。 これで、レポート管理役は業務項目一覧を更新することができます。

4.41.2 使用例役割
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実行役: エビデンス生成役（Evidence Creator）

役割: エビデンス生成役が作業を完了したとき、後処理管理役を後処理SPSの状態で更新します。

実行役: 後処理管理役（Post-Processing Manager）

役割: 後処理のGP-PPS情報をエビデンス生成役から受け取る。

実行役: 報告書作成役（Report Creator）

役割: レポート管理役が作業を終了した時、レポート業務項目SPSの状態でレポート管理役を更新します。

実行役: レポート管理役（Report Manager）

役割: 報告書作成役からGP-SPS情報を受け取ります。

4.41.3 参照する標準

DICOM2011PS3.4: General Purpose Scheduled Procedure Step SOP Class

4.41.4 相互作用図
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4.41.4.1 汎用 SPS完了通信文（General Purpose SPS Completed Message）
4.41.4.1.1 きっかけ事象

後処理業務項目について、エビデンス生成役の利用者または自動処理機能は、後処理予定処理段階（post-processing scheduled procedure step）を終了します。

報告書業務項目について、利用者がレポート生成役で、報告書生成の予定済処理段階の作業を終了します。

4.41.4.1.2 通信文意味

SCUとしてエビデンス生成役は、特定の予定済検査段階が終了して、その状態がCOMPLETEDになったことを、DICOM General Purpose Scheduled Procedure Step SOPクラスのN-ACTION要求を使用して、SCPとしての後処理管理役へ通知します。このメッセージは、SPSが完了し、このSPSには更なるPPSは作成されないことを、後処理管理役に通知します。エビデンス生成役はDISCONTINUE状態でSPSを中止することがあります。

同様に、報告書作成役は、DICOM General Purpose Scheduled Procedure Step SOPクラスのN-ACTION要求を使用して、特定の予定検査段階が完了し、その状態がCOMPLETEDであることを、SCPとしてのレポート管理役に通知します。

この通信文は、業務項目のSPSが完了しこのSPSにはさらなるPPSは作成されないことを、レポート管理役に知らせます。 また、報告書作成役はSPSを、DISOCNTINUED状態で中止することがあります。

4.41.4.1.3 予期される動作

後処理管理役、またはレポート管理役は、SPSの状態を、COMPLETEDあるいは、DISCONTINUED状態に更新します。
さらに、後処理管理役、またはレポート管理役が、実行済作業状態更新（Performed Work Status Update）トランザクションを使用して、部門システム予定役（DSS）と画像管理役（IA）に知らせます。
4.42 実行済作業状態更新（Performed Work Status Update）

この節はIHEテクニカルフレームワークのRAD-42トランザクションに該当します。RAD-42トランザクションは部門システム予定役（DSS）とレポート管理役（RM）、および画像管理役（IM）に使用されます。

4.42.1 範囲

このトランザクションは、管理中の実行済作業の状態を他に知らせるために、部門システム予定役（DSS）、レポート管理役（RM）または画像管理役（IM）によって利用されます。実行された作業を管理しないシステムでも、このトランザクションによって状態との同期を保てます。

非管理システムが情報をどのように使用するか、あるいは、使用するか否かは、実装者や利用者の裁量によります。以下に例を示します。

· 部門システム予約役（DSS）は、後処理管理役（PM）と一体化され、すべての後処理を管理します。このトランザクションにより、部門システム予定役（DSS）は、行われた処理作業に関して画像管理役（IM）に、通知できる様になります。たとえば、CADが一組の画像に対して実行され、エビデンス書類が保存されます。

· 画像管理役（IM）は、後処理管理役（PM）と一体化され、一部の後処理業務を管理します。この
トランザクションにより、画像管理役（IM）は、行われた後処理作業に関して部門システム予定役（DSS）に、通知できる様になります。

· レポート管理役は、独立したシステムとして実装され、報告書業務を管理します。このトランザク
ションにより、レポート管理役（RM）が、部門システム予定役（DSS）と画像管理役（IM）に、レポート
が完成したことを通知できる様になります。

4.42.2使用例役割
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実行役: 部門システム予定役（Department System Scheduler, DSS）

役割: 業務を管理する場合（すなわち、後処理管理役と一体化されている）は、画像管理役（IM）とレポート管理役（RM）に業務状態通知を送る必要があります。画像管理役（IM）またはレポート管理役（RM）に管理された業務の状態を監視する場合、部門システム予定役（DSS）業務状態の通知を受信する準備ができている必要があります。

実行役: 画像管理役（Image Manager）

役割: 業務を管理する場合（すなわち、後処理管理役と一体化されている）は、部門システム予定役（DSS）とレポート管理役（RM）に業務状態通知を送る必要があります。部門システム予定役（DSS）またはレポート管理役（RM）に管理された業務の状態を監視する場合、画像管理役（IM）は業務状態通知を受信する準備ができている必要があります。

実行役: レポート管理役（Report manager）

役割: 業務を管理する場合（すなわち、レポート業務一覧（Reporting Worklist）、業務項目取得要求済（Workitem Claimed）、業務項目完成済（Workitem Completed）、業務項目実行済検査段階進行中（Workitem Performed Procedure Step In Progress）、業務項目実行済検査段階完了（Workitem Performed Procedure Step Completed）を実装している）は、部門システム予定役（DSS）と画像管理役（IM）に業務状態通知を送る必要があります。部門システム予定役（DSS）または画像管理役（IM）に管理された業務の状態を監視する場合、レポート管理役（RM）は業務状態通知を受信する準備ができている必要があります。

4.42.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: General Purpose Performed Procedure Step SOP Class

4.42.4 相互作用図
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4.42.4.1 後処理実行済処理段階生成/更新通信文
（Post-Processing Performed Procedure Step Created/Updated Message）
4.42.4.1.1 きっかけ事象

シナリオAでは部門システム予定役（DSS）は後処理管理役と一体化され、管理する業務状態の生成や更新を受けます。シナリオBでは、画像管理役（IM）が後処理管理役と一体化されているため、画像管理役（IM）は、管理する業務状態の生成や更新を、たとえば、エビデンス生成役から、受けます。シナリオCでは、レポート管理役（RM）は、管理する業務状態の生成や更新をレポート生成役から受けます。どのシナリオでも、例えば、後処理管理役かレポート管理役によって受け取られたGP-PPS完了通信文は、送信する作業状況更新（Work Status Update）通信文を送るきっかけとなります。

 4.42.4.1.2通信文意味論
シナリオAでは、部門システム予定役はDICOM General Purpose Performed Procedure Step SOPのN-CREATEとN-SETを使って、作業の開始や終了を画像管理役（DSS）とレポート管理役（RM）に知らせます。画像管理役（DSS）はSCUの役を演じ、画像管理役（IM）とレポート管理役（RM）はSCPの役を演じます。

シナリオBでは、画像管理役（IM）はDICOM General Purpose Performed Procedure Step SOPのN-CREATEとN-SETを使って、作業の開始や終了を部門システム予定役（DSS）とレポート管理役（RM）に知らせます。画像管理役（RM）はSCUの役割を演じ、部門システム予定役（DSS）とレポート管理役（RM）はSCPの役割を演じます。
シナリオCでは、レポート管理役はDICOM General Purpose Performed Procedure Step SOPのN-CREATEとN-SETを使って、作業の開始や終了を部門システム予定役（DSS）と画像管理役（IM）に知らせます。レポート管理役（RM）はSCUの役割を演じ、部門システム予定役（DSS）と画像管理役（RM）はSCPの役割を演じます。

「実行された作業」はSCUによって管理される、ひとつまたはそれ以上の関連のあるサブ業務項目から成るかもしれません。SCUは、サブ業務項目のそれぞれについて状態情報を受け取ると、転じてSCUを更新します。サブ業務項目の取得要求の後で、かつ、その補足業務項目についての最初の業務項目実行済検査段階進行中（workitem performred procedure step in progress）トランザクションが実行されるより前に、GP-PPS状態をIN PROGRESSにしてN-CREATEを送信します。N-CREATEでは、SCUは、サブ業務項目を通信するのにPerformed Workitem Code Sequence (0040、4019)を使用します。SCUは、中間の更新を送信する場合にN-SETを使用することもあります。サブ業務項目GP-SPSの完了後に、GP-PPS状態をCOMPLETEDにして、最終的なN-SETを送ります。 SCUで管理されたサブ業務項目が更にある場合は、N-SETはPerformed Workitem Code Sequenceを含み、更新される次の業務項目を示します。SCUが、管理するすべてのサブ業務項目の更新を終了すると、この属性は「次の業務項目なし」業務項目とともに送信され、実行済作業セットが終了したことを明らかにします。これは、別のワークフローマネージャが次の作業セットの管理を引き継ぐことを意味します。
後処理管理役とレポート管理役（RM）は、実行済業務状態（Performed Worrk Status）で使用する、無予定（unscheduled）GP-PPSを生成せねばなりません。：エビデンス生成役（EC）あるいは報告書作成役（RC）から受け取ったGP-PPSを単に再送することはできません。実行済業務項目コードシーケンス（Performed WorkItem Code Sequence）に値を入れるには、DCMR Context ID 9231からの適切なコードを使用せねばなりません（表4.42-1参照）。
表4.42-1: 状況ID 9231 – 汎用業務項目定義

Context ID 9231 – General Purpose Workitem Definition 
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4.42.4.1.3 予期される動作
部門システム予定役、または画像管理役は、その責任に適する様に、情報を記録し、使用します。

4.43 エビデンス書類保存完了（Evidence Document Stored）

この節は、IHEテクニカルフレームワークのRAD-43トランザクションに相当します。RAD-43は、撮影装置とエビデンス生成役（EC）に使用されます。

4.43.1 範囲

エビデンス書類保存済トランザクションでは、撮影装置またはエビデンス生成役（EC）はエビデンス書類を送信し、エビデンス書類は画像保管庫（IA）に保存されます。

エビデンス書類は、画像取得、画像処理、あるいはコンピュータ支援検出の様な、実行中検査段階の結果として生じるDICOM複合対象物です。

これら対象物は、読影診断の根拠として役立つ様に意図されていますが、これは画像ではく、DICOM構造化レポート書類です。エビデンス書類は解釈されていない情報で、おもに画像部門で管理され内部で使用されますが、画像部門外への配布が禁止されているわけではありません。この対象物はレポート管理役（RM）で管理されると想定されていません。乳房撮影のコンピュータコンピュータ支援検出のように、SOPクラスのSOPインスタンスとしてコード化された対象物は、エビデンス書類の例です。

4.43.2 使用例役割
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実行役：　撮影装置

役割：　画像でないエビデンス情報をエビデンス書類に記録し、画像保管庫（IA）に保存します。

実行役：　エビデンス生成役（EC）

役割：画像でないエビデンス情報をエビデンス書類に記録し、画像保管庫（IA）に保存します。

実行役：　画像保管庫（IA）

役割：　撮影装置やエビデンス生成役（EC）から受診したエビデンス書類インスタンスを受付、保存します。

4.43.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: 保存サービスクラス（Storage Service Class）; 基本テキストSR SOPクラス　（Basic Text SR SOP Class）; 強化SR SOPクラス（ Enhanced SR SOP Class）; 総合SR SOPクラス（Comprehensive SR SOP Class）; 胸部CAD SR SOPクラス（ Chest CAD SR SOP Class）; 乳房撮影CAD SR SOPクラス（ Mammography CAD SR SOP Class）; 産婦人科超音波検査レポート（OB-GYN Ultrasound Procedure Reports）; 心臓カテーテル検査SR（Catheterization Lab SR）;  血管超音波SR（Vascular Ultrasound SR）

この一覧は、実例の基本的一覧の提供を意図しています。DICOMは今後もエビデンス書類に適した追加のSR SOPクラスと雛形を刊行すると予測されます。

4.43.4 相互作用図
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4.43.4.1 エビデンス書類保存済 (Evidence Document Stored)
このトランザクションは、撮影装置またはエビデンス生成役（EC）と画像保管庫（IA）との間の”DICOM C-STORE”事例を関連させます。

4.43.4.1.1 きっかけ事象
撮影装置あるいはエビデンス生成役（EC）が、保存の必要があるエビデンス書類を生成します。

4.43.4.1.2 通信文の意味

撮影装置あるいはエビデンス生成役（EC）は、DICOM C-STORE通信文を使用して、エビデンス書類を（SR対象物として）画像保管庫（IA）に保存のため転送します。撮影装置あるいはエビデンス生成役（EC）はDICOM保存SCUで、画像保管庫（IA）はDICOM保存SCPです。

ある種の情報は、エビデンス書類のヘッダーに記録されねばなりません。この様な情報のDICOM SOPインスタンスへの割り付けは付録 A.2、表 A.2-1に規定されています。

4.43.4.1.3 予期される動作

DICOM規格（2011）は、エビデンス書類の生成に使用されうるいくつかの非画像保存SOPクラスを規定しています。画像保存役は複数の保存SOPクラスを、下記の表4.43-1に規定するように、使用可能にすると予期されています。
表 4.43-1: 示唆されるエビデンス書類SOPクラス
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表4.43-2に示すように、エビデンス書類に使用すると規定された一個以上の雛形を画像保管庫（IA）で使用可能にすると予期されています。
表4.43-2: 示唆されるエビデンス書類雛形
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画像保管庫（IA）は保存レベル
2が使用可能、すなわち全てのタイプ3属性が使用可能でなければなりません。
4.43.4.1.3.1 乳房撮影画像プロファイル（Mammography Image Profile）

乳房撮影画像プロファイルを使用可能とする、エビデンス生成役（EC）と画像管理役・画像保管(IM/IA)は、Mammography CAD SR SOP Class を使用可能とせねばなりません。
特に、乳房撮影システムの解析を行うCADシステム（エビデンス生成役（EC）として動作する）は、Mammography CAD SR SOP Classのインスタンスの形で結果を返せねばなりません。これは、表示条件の生成、および・または、キャプチャ画像、あるいは、乳房撮影画像を追加で生成することを妨げません。

画像管理役・画像保管庫（IM/IA）は、エビデンス生成役（EC）からMammography CAD SR SOP Class 対象物を受け取るのみならず、問合せ（後の取得に備えて全体がまるごと実際に保存され、単に処理され画像に動的に埋め込まれているのでない状態）に答えて、返信されねばなりません。エビデンス書類取得トランザクション（Retrieve Evidence Tranaction）4.45.4.2.3.1節を参照してください。

4.44 エビデンス書類問合せ　(Query Evidence Documents)
この節は、IHEテクニカルフレームワークのトランザクションRAD-44に該当します。トランザクションRAD-44は、画像保管庫（IA）と画像表示役（ID）に使用されます。

4.44.1 範囲

この節は、画像表示役（ID）が、エビデンス書類のインスタンスを画像保管庫（IA）に問い合わせる際に必要な、順列のトランザクションを記載します。

4.44.2 使用例役割
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実行役：　画像表示役（ID）

役割：エビデンス書類対象物を問い合わせます（通常、取得を目的に行われます）。

実行役：画像保管庫（IA）

役割：　画像表示役（ID）からのエビデンス書類対象物の問い合わせに対応します。　

4.44.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: 問合せ/取得サービスクラス　Query/Retrieve Service Class

　

4.44.4 相互作用図
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4.44.4.1 エビデンス書類問合せ (Query Evidence Documents)
問い合わせSOP Classes (Study Root – FIND と、オプションのPatient Root – FIND) が使用可能でなければなりません。詳細な記述的意味は、DICOM 2011 PS 3.4: 問合せ取得サービスクラスを参照してください。

4.44.4.1.1 きっかけ事象
画像表示役（ID）は、エビデンス書類についての情報を得る必要があります
4.44.4.1.2 通信文の意味

通信文の意味は、DICOM問合せ/取得SOPクラス（Query/Retrieve SOP Class）に定義されています。

DICOM Study Root Query/Retrieve Information Model- FIND SOP Classまたは、DICOM Study Root Query/Retrieve Information Model- FIND SOP ClassからのC-FIND要求は、画像表示役（ID）から画像保管庫（IA）へ送られねばなりません。

画像表示役（ID）は画像保管庫（IA）に、選択したレベル（患者、検査・シリーズ・インスタンス）で、一個以上の合致キーを条件として検索し、条件に一致する対象物の一覧を得ます。

DICOM規格で定められた必須で一意のキーに加え、問合せSCUとSCPが使用可能とする合致キーと返答キーをIHEテクニカルフレームワークで定義しています。このキーは、RAD  TF-2:4.14.4.1.2節と表 4.14-1に定義されています。キー使用法の凡例はRAD TF-2:2.2節に定義されています。SCUである

画像表示役（ID）とSCPである画像保管庫（IA）には、追加のエビデンス書類インスタンス特異キーが表4.44-1の様に定義されています。
表4.44-1エビデンス書類インスタンス特異問合せ合致キーと返答キー
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Attribute Name Tag Query Keys Matching Query Keys Return
scu scp scu scP

Evidence Document Instance Specific Level

Content Date (0008.0023) o R+

Content Time (0008,0033) o R+

Referenced Request Sequence (0040.A370)

>Study Instance UID (0020,000D) Ri* R





[image: image67.png]Attribute Name Tag Query Keys Matching Query Keys Return
scu SCP scu SCP.

>Accession Number (0008,0050) R+ R+
>Requested Procedure ID (0040,1001) o o R+ R+
>Requested Procedure Code (0032,1064)

Sequence

>>Code Value (0008,0100) o o o R+
>>Coding Scheme Designator (0008,0102) o o o R+
>>Coding Scheme Version (0008,0103) o o o R+
>>Code Meaning (0008.0104) o o o R+
Content Template Sequence (0040.A504)

>Template Identifier (0040,DB00) o o R+ R+
Concept Name Code Sequence | (0040.A043)

>Code Value (0008,0100) o o R+ R+
>Coding Scheme Designator (0008,0102) o o R+* R+
>Coding Scheme Version (0008,0103) o o o R+
>Code Meaning (0008.0104) o o R+ R+





4.44.1.3 予期される動作

画像保管庫（IA）はC-FIND要求を受付、与えられたキーとの一致を探し、C-FIND応答を介して、画像表示役（ID）に一致する記録の一覧を返します。

画像表示役（ID）は、使用可能なエビデンス書類の取得のため、選択用の雛形ID（Template ID）を使用するものと予期されます。

4.44.4.1.3.1 乳房撮影画像プロファイル

乳房撮影画像プロファイルが使用可能な、画像表示役（ID）と画像管理役・画像保管庫（IM/IA）は、Mammography CAD SR SOP Classを使用可能とせねばなりません。

4.45 エビデンス書類取得（Retrieve Evidence Documents）

この節は、IHEテクニカルフレームワークのトランザクションRAD-45に該当します。トランザクションRAD-45は、画像保管庫（IA）、画像表示役（ID）、画像書類源、画像書類消費役、に使用されます。

4.45.1 範囲

エビデンス書類取得トランザクションでは、DICOMエビデンス書類が、画像保管庫（IA）から画像表示役（ID）へ、あるいは、画像書類源から画像書類消費役へ転送されます。

4.44.2 使用例役割
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実行役：　画像保管庫（IA）

役割：　要求されたエビデンス書類を画像表示役（ID）に送ります。

実行役：　画像書類源（Imaging Document Source）

役割：　要求されたエビデンス書類を画像書類消費役（Imaging Document Consumer）に送ります。
実行役：　画像表示役（ID）

役割： 要求したエビデンス書類を画像保管庫（IA）から受け取ります。

実行役：　画像書類消費役
役割： 要求したエビデンス書類を画像書類源から受け取ります。

4.44.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: 問合せ/取得サービスクラス　Query/Retrieve Service Class、保存SOPクラス　Storage SOP Class

　

4.45.4 相互作用図
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4.45.4.1 エビデンス書類取得 (Retrieve Evidence Documents)
取得SOP Classes（Study Root – MOVEとオプションのPatient Root – MOVE）が使用可能でなければなりません。SCUとしての画像保管庫（IA）は、エビデンス書類として使用されるDICOM Storage Classesが使用可能でなければなりません。SCUとしての画像書類源は、それが共有用に生成するエビデンス書類に使用されるDICOM Storage SOP Classesが使用可能でなければなりません。詳細はDICOM 2011 PS 3.4, Annex Cを参照してください（表4.38-1を見てください）。

施設間でエビデンス書類を取得する場合に、画像書類源と画像書類消費役間の書類交換のためには、画像書類共有ネットワーク（XDS-I.b）環境と、AEタイトルをDICOM AEネットワークアドレス（IPアドレスとポート番号）に対応付ける設定とが、必要です。付録GにAEタイトルをDICOM AEネットワークアドレスに対応つける詳細を記載します。
4.45.4.1.1 きっかけ事象
画像表示役（ID）、あるいは、画像書類消費役が、画像保管庫（IA）または、画像書類源から特定のエビデンス書類を選択します。

4.45.4.1.2 通信文の意味

通信文の意味は、DICOM 211 PS 3.4: Query/Retrieve Service ClassのDICOM Query/Retrieve Service Class節に定義されています。画像保管庫（IA）や画像書類源から取得した時点で、エビデンス書類対象物内の患者および検査情報が最新であることを保証するのは、画像保管庫（IA）や画像書類源の責任です。

4.45.4.1.3 予期される動作

画像保管庫（IA）や画像書類源はC-MOVE要求を受け付け、画像表示役（ID）あるいは画像書類源と連携を樹立し、DICOM C-STORE命令により、要求されたエビデンス書類を転送します。

画像表示役（ID）や画像書類消費役は問合せに含まれる雛形IDに基づいて合致する書類を選択できるので、画像表示役（ID）や画像書類消費役は、画像保管庫（IA）や画像書類源に、取得した書類の内容について、エラーを返さないよう要求されています。かわりに、取得結果は単に捨てられます。

4.45.4.2 エビデンス書類の表示形成 (Render Evidence Documents)
このトランザクションは、上図の「エビデンス書類表示形成」事例に関係しています。

4.45.2.1 きっかけ事象

画像表示役（ID）、あるいは、画像書類消費役は、画像保管庫（IA）、あるいは、画像書類源からエビデンス書類インスタンスを受け取ります。

4.45.4.2.2　発動の意味

これは、画像表示役（ID）や画像書類消費役に内在する機能の現場施設での発動です。画像表示役（ID）や画像書類消費役の使用者にむけてエビデンス書類は表示されねばなりません。画像表示役（ID）や画像書類消費役が、エビデンス書類を使用者に提示する方法はIHEテクニカルフレームワークの範囲外です。たとえば、画像表示役（ID）や画像書類消費役がエビデンス生成役（EC）と一括化されている場合には、エビデンス書類はエビデンス生成役（EC）によるさらなる処理への入力とされます。

4.45.4.2.3 予期される動作

画像表示役（ID）や画像書類消費役は取得したエビデンス書類を表示形成します。画像表示役（ID）や画像書類消費役が書類の一部を扱えないときには、これを使用者に知らせ、低品質表示形成するかどうかの選択を与えます。

エビデンス書類は他の種類のエビデンス対象物への参照を含むことがあります。画像表示役（ID）や画像書類消費役は、参照されたエビデンス書類を表示形成（あるいは低品質表示形成）するか、他の表示形成機能を発動するかせねばなりません。

もし画像表示役（ID）が画像表示一貫性プロファイルも可能とするときは、エビデンス書類に参照された表示条件を関連する画像に適応できねばなりません。

もし画像表示役（ID）がキー画像注釈プロファイルを可能とするときは、エビデンス書類に参照されたキー画像注釈を表示形成できねばなりません。


注：エビデンス書類の、取得したばかりのインスタンスを使用して、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）での患者融合
や更新を反映した最新の患者情報が表示されるよう、推奨されています。この患者情報は、以前に取得したエビデンス書
類（ED）のコピーとは一致しないことがあります。

4.45.4.2.3.1 乳房撮影画像プロファイル

乳房撮影画像プロファイルが使用可能な、画像表示役（ID）と画像管理役・画像保管庫（IM/IA）はMammography CAD SR SOP Classを使用可能とせねばなりません。

画像表示役（ID）は、表示した画像にMammography CAD SRを適応できねばなりません：　RAD TF-2: 4.16.4.2.2.1.1節CADマークの表示を参照してください。必須の提示のための表示形成の意図を持つデーの無視は許されていません：Mammography CAD SRには、低品質表示形成の様なものはありません。

4.46 レポート作業一覧問合せ （Query Reporitng Worklist）

この節は、IHEテクニカルフレームワークのRAD-46トランザクションに対応します。RAD-46トランザクションは、レポート管理役とレポート生成役に使用されます。
4.46.1 範囲

このトランザクションは、画像管理役（IM）により予定あるいは割り付けられている業務を、レポート生成役（RC）が行うレポート業務のなかから見いだすために使用されます。このトランザクションにより、レポートの読影・口述・口述筆記・確認業務を行うために、レポート管理役（RM）がレポートに関連した業務項目コードを含む業務一覧をレポート生成役（RC）に提供できる様になります。

レポート管理役（RM）は業務一覧を供給します。レポート管理役（RM）は、患者や検査の種類についての必要な情報を、検査予約済トランザクションを介して、部門システム予定役から取得します。レポート管理役（RM）は、画像や他のエビデンス対象物の有無について実行済検査段階管理役から撮影装置検査段階完了トランザクションを介して通知され、画像可用性問合わせを介して可用性を確認することもできます。

レポート生成役（RC）は、業務一覧を取得し、患者基本情報・スタディインスタンスUIDなどの様な、取得情報を、作成したインスタンス（付録D参照）に含ませ、エビデンス書類保存済、画像保存済などの、インスタンス保存のトランザクショを介して、保存します。

4.46.2 使用例役割
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実行役：　レポート生成役（RC）

役割：　レポート予定業務段階をレポート管理役（RM）に問い合わせます。

実行役：　レポート管理役（RM）
役割：　読影、口述、口述筆記、確認業務、のうち該当する業務項目のレポート業務段階を予定します；業務一覧の問合せ要求を受け取り、返答を返します。

4.46.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4; 汎用業務項目SOPクラス　General Purpose Worklist SOP Class

4.46.4相互作用図
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4.46.4.1 汎用業務一覧通信文

これは、レポート管理役（RM）へ送られる業務一覧問合せです。

4.46.4.1.1 きっかけ事象
レポート生成役（RC）の使用者、あるいは、自動化機能が、予定レポート業務一覧の項目を問い合わせます。

4.46.4.1.2 通信文の意味

DICOM汎用業務一覧SOPクラスのC-FIND要求が、汎用業務一覧の問い合わせに使用されます。レポート生成役（RC）がSCU、レポート管理役（RM）がSCPとなります。

4.46.4.1.2.1 合致キーと返答キー (Matching Keys and Return Keys)
レポート生成役（RC）は、診断レポート作成の結果生成されるインスタンスに挿入する、特定の属性（返答キー）を問い合わせねばなりません。詳細は付録Dを参照してください。

レポート生成役（RC）は、「表4.46-3 – レポート業務一覧の返答および合致キー」に掲載する必須キーのそれぞれを個別に使用可能とせねばなりません。加えて、以下の二つの組み合わせの少なくとも一つをレポート生成役（RC）は実装せねばなりません。

1. 患者指向問合せ:　特定の患者・検査の業務一覧の問い合わせです。SCUは表4.46-1に掲示された合致キー属性を一個以上含む全ての組み合わせ（31）を使用可能とせねばなりません。斜体で示された順列の属性はそれ自身では合致キーではありませんが、問いあわせに含まれる属性の値を伝えるために、これに含まねばなりません。したがって、SCUは、患者氏名、患者ID、アクセッション番号、要求検査ID、予定業務項目コードのあらゆる組み合わせを使用可能とせねばなりません。
表 4.46-1: 患者指向問合せ用のGPWLキー
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Matching Key Attributes Tag
Patient's Name (0010,0010)
Patient ID (0010,0020)
Referenced Request Sequence (0040,A370)
>Accession Number (0008,0050)
>Requested Procedure ID (0040,1001)
Scheduled Workitem Code Sequence (0040,4018)
>Code Value (0008,0100)
>Coding Scheme Designator (0008,0102)





2.　使用者指向問合せ：特定の端末を使用している特定の使用者の広範な業務一覧の問い合わせです。SCUは表4.46-2に掲示された合致キー属性を一個以上含む全ての組み合わせ（63）を使用可能とせねばなりません。斜体で示された順列の属性はそれ自身では合致キーではありませんが、問いあわせに含まれる属性の値を伝えるために、これに含まねばなりません。予定ステーション名コード順列コード値にもし値を入れるなら、ワークステーションの汎用業務一覧SCUのAEタイトルにせねばなりません。
表 4.46-2: 使用者指向問合せ用のGPWLキー
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Matching Key Attributes Tag
General Purpose Scheduled Procedure Step Status (0040,4001)
Schedluled Station Name Code Sequence

>Code Value (0008,0100)
>Coding Scheme Designator (0008,0102)
Scheduled Procedure Step Start Date and Time (0040,4005)
Schedluled Workitem Code Sequence

>Code Value (0008,0100)
>Coding Scheme Designator (0008,0102)

Scheduled Human Performers Sequence

>Human Performer Code Sequence

>>Code Value (0008,0100)

>>Coding Scheme Designator (0008,0102)

>Human Performer's Name (0040.4037)





4.46.4.1.2.2 合致キー属性使用例

· 予定検査段階開始日時キーの使用：　当日に予定されたレポート業務の全てを問い合わせ

· 予定業務項目コードキーの使用：　全ての口述筆記業務の問い合わせ

· 実行人氏名キーの使用：　該当する放射線科医に予定された全てのレポート業務の問い合わせ

· 予定検査段階開始日時キー、予定業務項目コードキーと実行人氏名キーの使用：該当する放射線科医に、当日に予定された、全てのレポート確認業務
注：　構造化された患者氏名の各構成成分の最後にはワイルドカード（*）を添付して、非構造化および構造化患者氏名による一致検索を容易にすることがアプリケーションに推奨されています。

4.46.4.1.2.3 合致キーと返答キー (Matching Keys and Return Keys)
レポート生成役（RC）は、特定の属性（返答キー）を問い合わせねばなりません。これらの多くは生成物に必須のものです。保存された属性への要求項目は付録Dに定義されている問い合わせに使用できますが、他では使用されない追加の属性もあります。

表4.46-3に合致キーに要求される事項をまとめ、オプションおよび必須の属性を掲示してあります。この属性は、要求可能で、レポート生成役（RC）の使用者に使用可能となるように返答されねばなりません。この表で示された必須事項の詳細は、RAD TF-2: 2.2節を参照してください。
表 4.46-3: レポート業務一覧用の一致および返答キー
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Attribute Name Tag Query Keys Query Keys Return
Matching
Scu SCP Scu SCP
SOP Common
Specific Character Set (0008,0005) o o 0 R
SOP Class UID (0008,0016) [ o R+*
SOP Instance UID (0008,0018) [ R R+* R
General Purpose Scheduled Procedure Step Information
General Purpose Scheduled (0040,4001) R+ R R+ R
Procedure Step Status
Input Availability Flag (0040,4020) 5] R R+
General Purpose Scheduled (0040,4003) o R R+ R
Procedure Step Priority
Scheduled Procedure Step ID (0040,0009) 9 [9) 3} R
Scheduled Workitem Code (0040,4018)
Sequence
>Code Value (0008,0100) R+ R R+
>Coding Scheme Designator (0008,0102) R+ R R+* R
>Code Meaning (0008,0104) - - R+ R
Scheduled Processing (0040.4004)
Applications Code Sequence
>Code Value (0008,0100) o R 3 R
>Coding Scheme Designator (0008,0102) [ R 9} R
>Code Meaning (0008,0104) - - o
Scheduled Station Name Code (0040,4025)
Sequence
>Code Value (0008,0100) R+ R R+* R
>Coding Scheme Designator (0008,0102) R+ R R+* R
>Code Meaning (0008,0104) - - R+ R
Scheduled Station Class Code (0040,4026)
Sequence
>Code Value (0008,0100) o (9
>Coding Scheme Designator (0008,0102) o R o
>Code Meaning (0008,0104) - - o R
Scheduled Station Geographic (0040,4027)
Location Code Sequence
>Code Value (0008,0100) [} R o R
>Coding Scheme Designator (0008,0102) o R 9] R
>Code Meaning (0008,0104) - - (9] R
Scheduled Procedure Step Start (0040,4005) R+ R R+ R
Date and Time
Expected Completion Date and (0040,4011) o R o R
Time
Scheduled Human Performers (0040,4034)
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Matching
Scu SCP Scu SCP
Sequence
>Human Performer Code (0040,4009)
Sequence
>>Code Value (0008,0100) R+ R R+* R
>>Coding Scheme Designator (0008,0102) R+ R Re* R
>>Code Meaning (0008,0104) - - R+ R
>Human Performer's Name (0040,4037) R+ R+ R+ R+
>Human Performer's Organization | (0040.4036) o o ) R+
Referenced Study Component (0008,1111)
Sequence
>Referenced SOP Class UID (0008,1150) o [3) o R
>Referenced SOP Instance UID (0008,1155) o o o R
Input Information Sequence (0040,4021)
>Study Instance UID (0020,000D) o o R+* R
>Referenced Series Sequence (0008,1115)
>>Series Instance UID (0020,000E) [} o R+* R
>>Retrieve AE Title (0008,0054) o o o R
>>Storage Media File-Set ID (0088,0130) o ) o o
>>Storage Media File-Set UID (0088,0140) 9] [3) o [9)
>>Referenced SOP Sequence (0008,1199)
>>>Referenced SOP Class UID (0008,1150) [ o R+* R
>>>Referenced SOP Instance UID | (0008,1155) o [ R+* R
Relevant Information Sequence (0040,4022)
>Study Instance UID (0020,000D) o o o R
>Referenced Series Sequence (0008,1115)
>>Series Instance UID (0020,000E) [3) [3) o R
>>Retrieve AE Title (0008,0054) o [9) (9 o
>>Storage Media File-Set ID (0088,0130) () ) o ()
>>Storage Media File-Set UID (0088,0140) [3) [3) o R
>>Referenced SOP Sequence (0008.1199)
>>>Referenced SOP Class UID (0008,1150) 3] o o R
>>>Referenced SOP Instance UID | (0008,1155) [} [} 3} R
Resulting General Purpose (0040.4015)
Performed Procedure Step
Sequence
>Referenced SOP Class UID (0008,1150) 9 o 3] R
>Referenced SOP Instance UID (0008,1155) o [9) o R
Actual Human Performers (0040,4035)
Sequence
>Human Performer Code (0040.4009)
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>>Coding Scheme Designator (0008,0102) o o o R
>>Code Meaning (0008,0104) - - o R
>Human Performer's Name (0040,4037) o [9) (9 R+
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Module
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Referenced Request Sequence (0040,A370)
>Study Instance UID (0020,000D) [} o R+* R
>Referenced Study Sequence (0008,1110)
>>Referenced SOP Class UID (0008,1150) o o R+* R
>>Referenced SOP Instance UID (0008,1155) o o R+* R
>Requested Procedure ID (0040,1001) R+ R+ R+ R
>Requested Procedure Description | (0032,1060) o o 3] R
>Requested Procedure Code (0032,1064)
Sequence
>>Code Value (0008,0100) o o 3] R
>>Coding Scheme Designator (0008,0102) o o o R
>>Code Meaning (0008,0104) - R ) R
>Accession Number (0008,0050) R+ R R+ R
>Requesting Physician (0032,1032) o o o R
>All other Attributes relating to 3 o o o
the Requested Procedure and the
Imaging Service Request in the
General Purpose Scheduled
Procedure Step Relationship
Module
Patient Relationship
All Attributes from the Patient o o o o
Relationship Module
Patient Identification
Patient's Name (0010,0010) R+ R R+ R
Patient ID (0010,0020) R+ R R+ R
All other Attributes from the o o o o
Patient Identification Module

Patient Demographic
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4.46.4.1.3 予期される動作

レポート管理役（RM）は、問い合わせを実行して、レポート管理役（RM）に、一致する汎用業務一覧の項目を送ります。

4.46.4.2 汎用業務一覧受信通信文 (Receive Genaral Purpose Worklist)
これは、レポート生成役（RC）の問い合わせに対する返答として、レポート管理役（RM）が汎用業務一覧項目を送る通信文です。

4.46.4.2.1 きっかけ事象
レポート管理役（RM）が業務一覧の問い合わせを受けます。

4.36.4.2.2 通信文の意味

DICOM汎用業務一覧SOPクラス（DICOM General Purpose Worklist SOP）からのC-FIND応答がこの通信文に使用されます。業務一覧から問い合わされた属性の一部は、業務流れの前段階で別途生成したもので、MPPSの様な他のトランザクションにより、レポート管理役（RM）が使用できるようになります。スタディ、シリーズのような入力情報を、業務項目予定処理段階で適切に使用できるか決めるのは、レポート管理役（RM）です。すなわち、撮影業務とそれから生じるMPPSと、SPSとは関係ありません。

後処理管理役は、DCMR CID 9231からとられた以下の値を使用して、予定業務項目コード順列（Scheduled Workitem Code sequence (0040, 4018)）の内容で、実行すべき業務のタイプを特定せねばなりません。
表4.46-4: レポート業務項目定義
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4.46.4.2.3予期される動作

レポート生成役（RC）は、使用者に向けて業務一覧を表示し、使用者が作業する項目を選択します。使用者が業務項目を選択してレポート生成を行うと、レポート生成役（RC）は、要求済業務項目（Workitem Claimed）、業務項目完了（Workitem Completed）トランザクションに定義された様に、業務進捗状況をレポート生成役*に通知します。

（*訳注；原文のままですが自己参照になるので「レポート管理役」の誤りと思われます。）
4.47 媒体上画像情報配布（Distribute Imaging Information on Media）

この節は、IHEテクニカルフレームワークのトランザクションRAD-47に該当します。RAD-47トランザクションは、可搬媒体生成役と媒体読み取り実行役（可搬媒体読込み役、画像表示役、レポート閲覧役、表示および印刷構成役）に使用されます。

4.47.1 範囲

媒体上画像情報配布トランザクションでは、可搬媒体生成役は、情報を収納する情報交換用媒体により、媒体閲覧役に情報を送ります。

4.47.2 使用例役割
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実行役：可搬媒体生成役（Portable Media Creator）

役割：媒体内容物を寄せ集め、配布する媒体に保存します。

実行役：可搬媒体取込役

役割：配布された媒体のDICOM内容物を読んで、DICOMDIRファイルと参照されたインスタンス（DICOM FSR）に保存された情報を利用し、媒体にあるデータを読み込みます。

実行役：画像表示役（Image Display）

役割：配布された媒体のDICOM内容物を読んで、DICOMDIRファイル（DICOM FSR）に保存された情報を利用し、参照されたエビデンス対象物を表示します。

実行役：レポート閲覧役（Report Reader）

役割：配布された媒体のDICOM内容物を読んで、DICOMDIR（DICOM FSR）に保存された情報を利用し、参照された診断レポートを閲覧します。

実行役：印刷構成役（Print Composer）

役割：配布された媒体のDICOM内容物を読んで、DICOMDIR（DICOM FSR）に保存された情報を利用し、印刷データ（画像）をプリントサーバへ送信します。

4.47.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.10: Media Storage and File Format for Data Interchange

DICOM 2011 PS 3.11: Media Storage Application Profiles

DICOM 2011 PS 3.12: Media Formats and Physical Media for Data Interchange

DICOM Supplement 80 (final text): DVD Media Application Profiles

XHTML™ 1.0 The Extensible HyperText Markup Language (Second Edition). A Reformulation

of HTML 4 in XML 1.0. W3C Recommendation 26 January 2000, revised 1 August 2002.

http://www.w3.org/TR/xhtml1.

XHTML™ Basic. W3C Recommendation 19 December 2000. http://www.w3.org/TR/xhtm1370

basic.
4.47.4 相互作用図　
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4.47.4.1 媒体上画像情報配布 (Distrubute Imaging INformation on Media)
このトランザクションは、製作された媒体を可搬媒体生成役から媒体閲覧実行役への物理的輸送による情報の交換からなります。

4.47.4.1.1 きっかけ事象

可搬媒体生成役の使用者は、交換用媒体の作成と輸送により情報を伝えたいと思います。可搬媒体生成役は情報交換用媒体の内容を寄せ集め、媒体に保存します。

4.47.4.1.2 通信文の意味

このトランザクションの通信文の意味は、媒体内容物の仕様により記述されます。

可搬媒体生成役は、一体化しているIHEの実行役が使用可能な全てのDICOM対象物を含められねばなりません。IHE実行役のどれとも一体化していない場合は、DICOM適合性宣言に挙げられた全てのDICOM Storage対象物を含められねばなりません。

4.47.4.1.2.1 媒体のファイルシステムとファイル名の制限

媒体のDICOM内容は、DICOM規格に合致せねばならないので、DICOM PS 3.10.3.11と3.12に指定された要求事項の一部をここに繰り返します。

· ISO 96600 レベル1に厳格に適合

· パケットライト不可

· DICOMDIRファアイルに参照されたファイルとフォルダの名前は、大文字、数字、下線のみの8文字に制限され、拡張子は不可

とくに、DICOMファイル名をSOP Instance UIDに基づいてDICOMファイル名を付けるのは許されません。これは、8文字をこえ、使用不可の終止府（.）を含むからです。拡張子の.dcmを付けるのは許されません。ファアイル名に小文字を使ってはならず、ISO 9660のJolietあるいはRockridge拡張によりコード化された小文字に同等なファイル名も使ってはなりません。

相互運用性に悪影響を及ぼす、実装のよく見られる誤解や誤りについは、付録Eを参照してください。

非DICOMデータはISO 9660レベル1への適合のみとされていますが、拡張子と文字種についてのDICOMの制限はありません。つまり、拡張子の使用は許されます。

47.4.1.2.2.1内容の構成の概観

以下の図に内容の構成の原則を示します（例は付録Fにあります）。
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図4.47.4.1.2.2-1: 媒体内容の構成

媒体ファイルシステムに含まれる内容の記載：

4.47.4.1.2.2.1 DICOM内容

DIOCMDIRファイルは、ルートディレクトリ（訳注：最上位階層）に置かねばならず、媒体に含まれる全てのDICOMインスタンスを参照せねばなりません。

DICOMインスタンスのファイルはルートディレクトリにも、IHE_PDIの下位のディレクトリにも置いてはならず、かわりに、特に名前の定められていないルートの下位のディレクトリに置かねばなりません。他のDICOMインスタンスファイルは媒体に有ってはなりません。

以下に記すREADME.TXTファイルを、ウエッブ閲覧可能内容オプションが使用可能で無くても、含む様、推奨されていますが、必須ではありません。

4.47.4.1.2.2.2 ウエッブ閲覧可能内容オプション

ウエッブ閲覧可能内容オプションを実装する可搬媒体生成役は以下の要求事項を満たさねばなりません。

· INDEX.HTMファイルはルートディレクトリにおき、交換用媒体の内容を正確に表さねばなりませ
ん。このファイルは、

· 情報を示す見出し（header）で以下を含む

· 交換用媒体を作成した施設の識別情報

· オプションで交換用媒体を作成した施設からの、個人情報・安全に関する免責宣言

· IHE_PDIディレクトリのウエッブ内容を利用する着手点へのリンク

· README.TXTファイルへのリンク

· 追加の、制限のつかないファイル（もしあれば）へのリンク。　4.47.4.1.2.2.3を参照してくさい。
· 可搬媒体取込み役で読込めるデータ（すなわち、媒体上の全てのDICOM内容）を列挙した目録

· 媒体上にDICOMビューワが存在する場合は、ビューワの開始点へのリンク


注：　INDEX.HTMファイルは上記の様に定められた内容を、使用者に提示できねばなりません。これは、情報が
INDEX/HTMファイルに含まれねばならないことを意味しません。かわりに、INDEX.HTMファイルは追加のXHTMLフ
ァイルをからなる別の表示枠を開き、全体として上記の様に規定された情報を含みます。

· README.TXTはルートディレクトリに置かれ、以下を含まねばなりません。

· 媒体を作成した施設の連絡先

· 媒体を作成したアプリケーションについての情報

· アプリケーション製品の名称とソフトウェアの版

· 媒体を作成したアプリケーションの製造者の連絡先情報

· 交換用媒体の全体構成についての全般的情報。これは、交換用媒体のこのインスタンスに保存された内容に特異的とは意図されていません。特異情報は、もしあれば、
INDEX.HTMLファアイルに記載されねばなりません。

· 媒体閲覧アプリケーションが、あれば、それについての以下の情報

· 使用可能な基本システム（Operating System）
· アプリケーションの名称とシフトウェアの版

· 媒体閲覧アプリケーション製造者の連絡先情報

· アプリケーションの意図された用途についての免責宣言

· 最低必要仕様の一覧

· アプリケーションの使用についての追加情報



README.TXTファイルは媒体の臨床的内容とは独立していることに注意してください（すなわ
ち、一つの施


設でいつも同じREADME.TXTが使われます）。



意図されたとおりに表示することが可能なウエッブ閲覧ソフト（版番号を含む）についての情報README.TXT


ファイルに含むよう、推奨されています。

· IHE_PDIディレクトリは交換用媒体のルートディレクトリに置かれ、以下を含まねばなりません：
· DICOMコード化対象物から導き出された、ウエッブ閲覧ソフトで使用可能なXHTML, JPEG, PNG、および・または、GIF形式の対象物、あるいは、ウエッブページ逍遙に使用
される対象物
· ウエッブ内容は患者の臨床情報を忠実に提示できねばなりません。

· IHE_PDIディレクトリにそのほかの情報を置くことは許されていません。

· IHE_PDIディレクトリの下にディレクトリをおくことは許されています。

これらはIHEの要求事項（DICOM要求事項でありません）で、媒体の全体の構成を容易にしてINDEX.HTMファイル
の利用が、特に非専門の使用者である患者と紹介医に、容易とするためです。


注：　シネやビデオデータへの要望があることが認識されていますが、しかし、IHEが是認する標準の方法（フォーマッ
ト）はいまだ定められておらず、トランザクションに含むことも是認できません。

4.47.4.1.2.2.3 オプションの内容

IHE_PDIディレクトリの外に、他のデータを置くことが許されています。追加の内容は上記の制限事項を考慮に入れねばなりません。特に、

· DICOMファイルは許されていません

· データは、4.47.4.1.2.2.2節で定められた様に、記述、ないしは、参照されねばなりません。

さらに、ルートディレクトリにある追加のディテクトリの名称は、”IHE”で始まってはなりません。

その他のファイル（必須以外のファイル）がルートディレクトリにあることは明示的に禁止されていませんが、推奨されてはいません。

自動実行される、いずれのアプリケーションケエーションも、受け取り側で動作することを前提にしてはなりません。

4.47.4.1.2.2.3.1 DICOM媒体閲覧ソフト（ビューワ）

媒体にDICOM媒体ビューワがあるときは、以下が推奨されます。

· 媒体に保存された全てのDICOM対象物を正しく表示形成できます。

· PDF形式の使用説明書が媒体のルートディレクトリに含まれます。

· CDケースに短い使用説明書の印刷物が含まれます。

4.47.4.1.2.2.4 媒体の同定

可搬媒体生成役は、物理的媒体の表面にヒトが判読可能な識別情報を、媒体製作者が追加できる様にせねばなりません。媒体に刻印する方法は統合プロファイルの範囲外です。

患者氏名、患者ID、生年月日、媒体製作日時、検査日、媒体生成施設の名称を、媒体に刻印するよう、推奨されます。内容のタイプ（”DICOM Only”、”DICOM PLUS Web”）も媒体に刻印することが推奨されています。

4.47.4.1.2.3 内容構成の詳細

4.47.4.1.2.3.1 DICOM内容

媒体内容のDICOM部分は、現行のDICOM規格で規定されます。最大の相互運用性を許すため、生成されたファイルのセットは正しくフォーマットされねばなりません。

全てのDICOMデータは、DICOMDIRファイルで参照されねばなりません。

生成された媒体の相互運用性を確保するため、“広く流布する”汎用DICOM媒体アプリケーションプロファイル（DICOM Media Application Profile）が必須です。可搬媒体生成役、可搬媒体取込み役、画像表示役、レポート閲覧役、印刷作成役は、交換用媒体上のDICOM情報を交換するため、STD-GEN-CD媒体保存アプリケーションプロファイル（STD-GEN-CD Media Storage Application Profile）を使用せねばなりません。

可搬媒体生成役は、複数患者からのデータを含む媒体を生成できることは要求されていません。しかし、媒体閲覧実行役は複数患者のデータを含む媒体を取り込めねばなりません。

可搬媒体生成役は、DICOMデータを不正確にコード化するデータ源からのDICOM SOPインスタンスを訂正する必要は有りませんが、DICOM媒体生成役は、DICOMファイルをExplicit VR Little Endianで保存するよう、期待されています。可搬媒体生成役がもっぱら責任を持つ、DCIOMDIRは、参照されたSOPインスタンスの正確性に拘わらず、これを正確にコード化せねばなりません。

可搬媒体生成役は、必須のDICOMDIR情報をコード化するのに必要な情報が不足しているDICOM SOPインスタンスを含める様に要求されることがあります。たとえば、患者ID、検査IDは2型、画像SOPインスタンスではゼロ長であるのに、患者および検査ディレクトリ記録では1型のことがあります。このカテゴリに属す属性はすべて、表4.47.4-1にあります。

表 4.47.4-1: DICOMDIRに必須の、オプションのDICOM SOPインスタンス属性
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可搬媒体生成役は、この様なすべての必須属性の適切な値を、必ず合成するよう要求されます。異なった患者、検査（study）、シリーズ、は別であり続けなければならない（たとえば、異なった検査（study）インスタンスUIDを持つ異なった検査（study）には、合成された同一の検査UIDを割り当てられてはいけない）以外は、どこから適切な値を得るか、どのような既定値が適切か、についての特定のガイドは有りません。合成された患者IDは、UIDではないので世界的に一意であるべきか否かについて、はっきりとした要求事項は有りません。しかし、患者IDは、患者索引記録（Patient Directory Record）の中では唯一の1型属性であり、検索の一次キーです。該当する患者索引記録のそれぞれで、一意であると保証される様にするため、合成された患者IDは、少なくとも作成された媒体のDICOMDIRの範囲では、一意でなければなりません。実装者は、複数の検査索引記録（Patient Directory Record）が、同じ検査（study）インスタンスを持つ複数の検査索引記録（Patient Directory Record）に絶対にリンクされない様、注意を払わねばなりません。検査索引記録（Patient Directory Record）は一意の検査（study）インスタンスを持つよう保証されるので、新しい検査（study）インスタンスUID合成の要求事項はより緩くなっています。可搬媒体生成役は、媒体に保存されたインスタンスにこれらの合成値を加える様に要求されてはいません。

4.47.4.1.2.3.1.1 DICOMインスタンス内容

媒体上のDICOMインスタンス内に含まれる属性に追加の要求事項は、ここでは有りません。

可搬媒体生成役が、予定業務流れのなかで、撮影装置あるいは他の実行役と一体化されている時には、属性は、DICOM規格の要求事項を超えた制限を強制されることがあります。たとえば、撮影装置業務一覧問合わせには、ある種の属性が含まれねばなりません。

しかし、このプロファイルではこの様な一体化は必要とされないので、可搬媒体生成役・画像表示役・レポート閲覧役・印刷構成役の様な、生成された媒体を受けとる実行役は、DICOMインスタンス属性がDICOM規格のIOD定義を超えた制限を強制されることを前提とできません。

可搬媒体生成役で作成された交換媒体上のインスタンスは、すべてDICOM複合IODでなければなりません。このため、可搬媒体は以下のSOPクラスのインスタンスを含んではなりません。

· Detached Patient Management SOP Class

· Detached Study Management SOP Class

· Detached Visit Management SOP Class

· Study Component Management SOP Class

· Modality Performed Procedure Step SOP Class

· Detached Result Management SOP Class

· Detached Interpretation Management SOP Class

· Stored Print Storage SOP Class
4.47.4.1.2.3.1.2 DICOMDIRディレクトリ内容

DICOM STD-GEN-CD仕様の要求事項を超える追加のDICOMDIRキーはありません。

標準索引記録（standard directory records）には、私的要素は含まれてはならず、私的索引記録（private directory records）が存在してはなりません。

以下の型のディレクトリは基本索引対象物（Basic Directory Object、DICOMDIRファイル）では使用されてはなりません。

· 来院（VISIT）

· 結果（RESULTS）

· 検査要素（STUDY COMPONENET）
· 保存済印刷物（STORED PRINT）

· トピック（TOPIC）

· 私的情報（PRIVATE）
患者、検査、シリーズ索引記録（PATIENT, STUDY , SERIES　Directory Records）は以下の規則に従わねばなりません。:

· 患者ID一個につき一個のみの索引記録（Directory Record）がDICOMDIRに存在せねばなりません。

· 検査（study）インスタンスUID一個につき一個のみの検査索引記録（STUDY Directory Record）がDICOMDIRに存在せねばなりません。

· シリーズインスタンスUID一個につき一個のみのシリーズ索引記録（SERIES Directory Record）がDICOMDIRに存在せねばなりません。これは、シリーズは一個の検査（study）に属すことを暗に示します。

· SOPインスタンスUID一個につき一個のみの複合インスタンスレベル索引記録（composite instance level Directory Record）が存在せねばなりません。これは、インスタンスは一個のみのシリーズに属すことを暗に示します。

· SOPインスタンスUID一個につき一個のみのHL7 SRUC DOC索引記録（HL7 SRUC DOC Directory Record）が存在せねばなりません。これは、インスタンスは一人の患者のみに属すことを暗に示します。

· SOPインスタンスUID一個につき一個のみのHANGING PROTOCOL索引記録（HANGING PROTOCOL Directory Record）が存在せねばなりません。

使用者は、媒体生成役と閲覧役の適合宣言のなかで、媒体対象物の相互運用性を確実にするために、使用可能な媒体保存SOPクラス（Media Storage SOP Class）を閲覧せねばなりません。
4.47.4.1.2.3.1.3 DICOMレポート内容

媒体に診断レポートを保存することを強く推奨します。

可搬媒体生成役は、もしレポート生成役と一体化されたときは、画像診断レポートを作成できるようにせねばなりません。SINR（Simple image and numeric report）プロファイルで規定された様に単純画像レポートパターン（Simple Image Report Pattern）の適切な部分集合に従って、基本テキストDICOM SR（Basic Text DICOM SR）が作成可能で、この種の診断レポートは可搬媒体取込み役で取り込みできます。

非DICOM形式（たとえば、HL7 CDA）の追加のオプションのレポートはこのトランザクションでは規定されておらず、DICOM SRを作成しなくとも媒体に記録できますが、これは、取り込み不可能データとなります。


注：　この要求事項は、診断や治療レポートに使用される、他のDICOM SR SOP Classに適合します。最も基本的な放
　　　射線レポートでは、テキストの一段落を含んだ、一個以上の節をもつ単純なパターンで、この要求事項を満たせま
　　 す。画像参照を含む必要はありませんが、望めば含むようにできます。

4.47.4.1.2.3.2 ウエッブ内容オプション

ウエッブ内容オプションを持つ可搬媒体生成役は、以下の要求事項を満たさねばなりません。

最終段階の使用者が、最低限、媒体の内容をウエッブ形式で見られねばなりません。保存されたXHTMLファイルを使用して最大の相互運用性を可能とするため、W3C XHTML 1.0推奨（W3C XHTML 1.0 Recommendation）の付録CにあるXTML基本およびW3C HTML適合性ガイドライン（XHTML　Basic and W3C HTML　Compatibility Guidlines）に従ってフォーマットされねばなりません。

ウエッブ内容オプションが可能な可搬媒体生成役で生成された、ウエッブ閲覧可能なデータは、以下が必須です。

· 媒体のDICOM情報の部分集合のウエッブ上の提示を、XHTMLファイル、JPEG参照画像、PNGおよび・またはGIFファイルのみを用いて行うものを含むこと。

· 基本システム（OS）を超えた相互運用性を振興するためXTML内に、小文字のみを含むハイパーリンクを含むこと。


· IHE_PDIディレクトリ内に置きます。一方、これを導出した元の対応するDICOMデータは、別の、ルートより下位のディレクトリ（4.47.4.1.2.2.1参照）に置くこと。

· INDEX.HTMファイル内で完全に参照されること。
媒体に含まれるウエッブ閲覧可能なデータは、患者の臨床状態を忠実に提示するように生成時に考慮された、セットまたはその一部でなければなりません。

可搬媒体生成役で表示条件の使用が可能であれば、ウエッブで閲覧可能な内容を含むときに、関係する画像に表示条件を適応できる能力を持たねばなりません。このアプリケーションの使用者は、この機能を使わない選択も可能です。

ISO 9660ファイルシステムにDICOMが課す規制は、ウエッブ閲覧可能な内容には適応されません。すなわち、3文字の拡張子が許されます。

相互運用性を確保するため、JEPGはJFIFヘッダーを持ち、順次Huffman DCT 8bit/Component処理（baseline）およびその進歩型亜形でコード化されたファイルを意味します。

相互運用性を確保するため、XHTMLの使用は静的および制限型動的内容に限られます。現時点では、ウエッブ閲覧ソフト（ブラウザ）の相互運用性を確保する標準は確立されていないため、DHTMLのような、動的内容（Dynamic Web Content）と多くのスクリプト言語は明示的に禁止されています。Javaスクリプトの使用は明示的に許可されていますが、ブラウザの違いによる問題があります。可搬媒体生成役は存在する全ての携帯ブラウザに適合する様に携帯構成物やJavaスクリプトを使用する様、最大限努力せねばなりません。さらにJavaスクリプトの失敗でウエッブページが使用不能にならないようにせねばなりません。

従来のHTMLでなく、XHTMLが要求されるため、埋め込み型か外部スタイルシートを使うかについての情報を提供する必要があります。これは、見かけを制御する従来の属性がXHTMLでは許可されていないからです。カスケードスタイルシート（Cascading Style Sheet, CSS）は許可されていますが、ブラウザの違いによる問題があります。さらにCSSの失敗でウエッブページが使用不能にならないようにせねばなりません。

DICOM対象物から導出されていないウエッブ閲覧可能な追加の内容は、媒体に保存できますが、IHE_PDIディレクトリには置きません。

4.47.4.1.3 予期される動作

受け取り側の閲覧実行役は、媒体から患者のデータを読み、以下に指定された様に動作します。受け取り側の閲覧実行役は、その適合性宣言のなかで、どのDICOM対象物が使用可能かを書面で示さねばなりません。媒体のSOPクラスが使用可能でないとき、DICOMDIRファイルから取得した、患者氏名、患者ID、検査ID、検査日、検査およびシリーズ記述、撮影装置を含む、作業できないデータの要約を使用者に提示せねばなりません。

アプリケーションの自動起動は、このプロファイル内での交換媒体には明示的に禁止されていませんが、推奨されません。

悪意あるソフトウェアの忌避を容易にするため、受け取り側の実行役（可搬媒体取込み役、画像表示役、レポート閲覧役、印刷構成役、表示役）は、媒体にあるアプリケーションを自動起動する必要は有りません。

4.47.4.1.3.2 画像表示役

画像表示役は、媒体からDICOM画像を読み、使用者に（使用可能な）すべての検査を閲覧する能力を与えます。GSPS（Grayscale Presentation Status、白黒画像表示条件）対象物とキー画像注釈は、画像表示一貫性とキー画像注釈のIHE統合プロファイルが使用可能であれば、媒体から読み出され、適用されます。画像表示役は、他のエビデンス書類を閲覧する他の実行役とオプションで一体化されることがあります。

4.47.4.1.3.3 レポート閲覧役

レポート閲覧役は、DICOM SRレポートを媒体から読み込み、（使用可能なSR対象物クラスに基づいて）処理できます。最低限、使用者にDICOM SR SCP要求事項に従い、全てのレポートを閲覧する能力を与えます。

4.47.4.1.3.4 可搬媒体取込み役

可搬媒体取込み役は、媒体からDICOMデータを読み込みます。一体化されている他の実行役（第一巻参照）とともに、キー属性整合を実行できねばなりません。整合は、全ての例に必要では有りません（たとえば、同じ取込み施設の間）。整合させるキー属性については、表4.47.4-2を参照してください。取込み整合保持業務流れ（IRWF）は、キー属性の整合性を保つ業務流れを提供します（IRWF.b試験実装版追補を参照してください）。参照検査順列（Referenced Study Sequence）と要求属順列（Requested Attributes Sequence）は、一貫性保持のためSWFとPIRの未予定例の振る舞いから、削除されていることに注意してください。

一括化された複数の実行役は、使用可能なDICOM対象物を、（画像、表示条件、キー画像注釈、エビデンス書類などの画像対象物については）画像管理役・画像保管庫（IM/IA）に、あるいは、（診断レポートについては）レポート保管庫に保存できます。

表4.47.4-2: 媒体インスタンス – 整合すべきキー属性
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注1: ADTの値を可搬媒体取込み役が受け取る方法は、このトランザクションの処理外です。

注2: コード化された情報の取り扱いは、このトランザクションの範囲外です。

4.47.4.1.3.5 印刷構成役
印刷構成役は、DICOM画像データを媒体から読み込んでそれを印刷する手段を提供します。

4.47.4.1.3.6 表示役

表示役（IHEのIT基盤にて定義）は、媒体のウェッブ閲覧可能な内容を読み込んで、表示します。ウェッブ閲覧可能な情報は、可搬媒体生成役がウェッブ内容オプションを可能とするときのみ、存在することに注意してください。
4.48 予約通知（Appointment Notification）
この節は、IHEテクニカルフレームワークのトランザクションRAD-48に該当します。RAD-48トランザクションは、オーダ発行役（OP）と部門システム予定役・オーダ実施役(DSS/OF）に使用されます。

4.48.1 範囲

予約通知トランザクションでは、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）から、オーダ発行役（OP）に、新しい予約や予約の変更を通知します。これには、予定検査段階（Scheduled Procedure Step）の日時と時間が含まれます。部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）はオーダ発行役（OP）に予約のキャンセルを通知することもできます。

4.48.2 使用例役割
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実行役：部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）

役割：予約通知を生成し、対応するオーダ発行役に送ります。

実行役：オーダ発行役（OP）

役割：予約通知通信文を受け、内部で処理します。

4.48.3 参照する標準

HL7 V2.4、第10章

4.48.4 相互作用図　
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4.48.4.1 予約通知　—　新規予約　（Appointment Notification — New Bookings）

4.48.4.1.1  きっかけ事象

SIU^S12 - 新しい予約の通知

部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）はオーダ発行役（OP）からオーダを受け取ります。部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）は、どのような検査段階（procedure step）の予約が必要かをきめます。予定の日を決めたら、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）はオーダ発行役（OP）に、予約通知　－　新規予約　（Appointment Notiffication — New Booking）通信文を送ります。それぞれの予約通知は、ゼロ個以上の予定検査段階（Scheduled Procedure Step）を持ちます。AISセグメントには、予約の日付と時間が記されます。

4.48.4.1.2 通信文の意味

通信文の意味は、SIU^12のHL7 V 2.4 第10章の規定に従います。通信文の一般的意味については、HL7規格を参照してください。セグメントのそれぞれの基数は角括弧（[ ]）の中に与えられます（許される最小と最大の繰り返し回数）
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ひとつの予約にひとつのグループ（RGSとAIS）があります。同一のオーダに数個の予約があるときは繰り返されます。これは予約のタイミング情報を含むので、少なくとも一個のAIS（それゆえRGSセグメントも）なければなりません。

それぞれの通信文は、SIU通信文の受信側から送信側へ、HL7 ACKメッセージで受信通知されねばなりません。HL7 ACKメッセージの定義と議論は、RAD TF-2:2.4.3 "受信通知モード"を見てください。」
48.4.1.2.1 MSHセグメント　

MSHセグメントは、RAD TF-2: 2.4.2.2 通信文制御（Message Control）に定められた様に、構成されねばなりません。

MSH-9 Message Typeのデータ野は、最低二つの成分を持たねばなりません。最初の成分は　SIU、第二の成分は　S12、でなければなりません。第三の成分はオプションですが、もし値を持つなら、SIU_S12でなければなりません。

4.48.1.2.2 SCHセグメント

以下の表にSCHセグメントの必須およびオプションの欄（field）を示します。
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SCH-1 Placer Appointment ID （オーダ発行側予約ID）欄（field）は、オーダ発行側アプリケーションの予約要求の永久識別子です。これは使用されません。

SCH-2 Filler Appointment ID （オーダ実施側予約ID）欄（field）は、オーダ実施側アプリケーションの予約要求の永久識別子です。これは送信が必須です。

SCH-4 Placer Group Number（オーダ発行側グループ番号）は、オーダ発行役とオーダ実施役の両方がオーダグループの構想を持つときのみ使用されます。それ以外では値があってはなりません。

SCH-6 Event ReasonはHL7 V2.4では必須ですが、このIHEトランザクションではオーダ発行役には使われません。HL7 V2.4との適合性のため、オーダ実施役は^APT値を送らねばなりません。

SCH-11 Appointment Quantity TimingはHL7 V2.4では必須ですが、このIHEトランザクションではオーダ発行役には使われません。日付と時間はAISセグメントで送られます。HL7 V2.4との適合性のため、1の値を入れて送らねばなりません。

SCH-16 Filler Contact Personは、要求された予約を入れた責任者です。多くの場合、この人は予定の管理や予約を検閲する責任者でもあります。これは、予約の変更や取消の場合に呼ばれる人です。

SCH-20 Entered by Personは、予約要求に予定を入れた責任者です。予約要求の責任者を追跡するために含まれています。

SCH-26 Placer Order Numberは、オーダ発行側のアプリケーションが、オーダ実施役の予定作成応答と連携する予約に割り付けた、オーダ番号です。IHE放射線の予定業務流れ（SWF）では、この欄（field）は送信されねばなりません。

SCH-27 Filler Order Numberは、オーダ実行側のアプリケーションが、オーダ実施役の予定作成応答と連携する予約に割り付けた、オーダ番号です。IHE放射線の予定業務流れ（SWF）では、この欄（field）は送信されねばなりません。

4.48.1.2.3 RGSセグメント

RGSセグメントは、予定された事例に特定される資源（日付、時間、場所、医療スタッフ）の関係を特定するのに使われます。関連する資源は資源群の中で規定されます。それぞれの群は、RGSセグメントで始まり、AISセグメント（日付と時間用）が続きます。他のセグメント（AIG, AIL, AIP）の使用はこの統合プロファイルの範囲外です。同じ予約の中で起こる様に予約された予定検査段階（Scheduled Procedure Step）セット一個について一個の群が必要です。

RGSセグメントはHL7 V2.4第10章「予定」の10.6.3節「RGS – Resource Group

Segment」に記載の様に構成されねばなりません。
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4.48.1.2.4 AISセグメント

AISセグメントは予定検査（Sheduled Prodedure）の日付と時間を含みます。資源一グループに一個のみAISセグメントが存在します。

AIS セグメントはHL7 V2.4 第10章「予定」の10.6.4節「AIS – Appointment Information Service Segment」に記載の様に構成されねばなりません。以下の表に、AISの必須とオプションの欄（field）を示します。
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AIS-2 Segment Action Code は、このセグメントの情報に追加、更新、変更するときに行われる動作を含んでいます。同じRGS群にあるすべてのAISセグメントは、同じ動作コードを持たねばなりません。このデータ野（filed）は必須で、A （Add/Insert）の値です。

AIS-3 Universal Service Identifier は、予定される予定検査段階（Schedled Procedure Step）の識別子と、関連する要求検査要素（Requested Procedure Components）を含んでいます。最初の三つの要素（識別子、文字列、コード化方式の名称）は、要求検査コード（Requested Procedure Code、コード値、意味とコード形式）を含んでいます。第五の要素（代替テキスト）は予定検査段階（Scheduled Procedure Step）の連鎖されたテキスト形式の記述を含み、オーダ発行役のレベルで理解されます。第四と第六要素は使用されません。

AIS-4 Start Date/Time は、予約日付と時間を含んでいます。日付と時間の両方が必須です。（UTCからの）時差をふくむことができます。時差が入っていないときは、送信者の現地時間として解釈されます。たとえば、米国中央時間で2004年10月22日午前9時は、200410220900-0600、または、米国中央時間圏内の送信者は、200410220900 となります。

4.48.1.2.5 NTEセグメント

検査に関連するあらゆる情報はNTEセグメントで送ることができます。たとえば患者への指示（空腹時、排尿しないで、排尿後）、前投薬（事前の注射、生物学的検査）、等です。
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NTE-2 Source of Comment は、コメントの起原を示します。この欄（field）は必須ですが、空欄でも良いです。有効な値は以下です。
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NTE-3 Comment は、コメントの文言を含みます。以前送信したコメントを削除するには、このデータ野（filed）は空白の引用符（""）を含まねばなりません。

NTE-4 Comment Type は、コメントの種類を示します。有効な値は以下です。
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4.48.4.1.3 期待される動作

オーダ発行役は予約をうけとらねばならず、HL7 ACK通信文を返さねばなりません。

4.48.4.2 予約通知　—　予約変更　（Appointment Notification - Reschedule Bookings）

4.48.4.2.1  きっかけ事象

SIU^S13 - 予約変更　（Appointment Notification - Reschedule Bookings）

時には、放射線部門で予約が変更されることがあります。この通信文は、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）により送られ、オーダ発行役（OP）に、既存の予約が変更されたことを通知します。AISセグメントには、既存の予約が移動してきた、あたらしい日付と時間が記されます。さらに、既存の予約の中の変更されない部分も記されます。

4.48.4.2.2 通信文の意味

通信文の意味は、SIU^13のHL7 V 2.4 第10章の規定に従います。通信文の一般的意味については、HL7規格を参照してください。
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ひとつの予約にひとつのグループ（RGSとAIS）があります。同一のオーダに数個の予約があるときは繰り返されます。これは予約のタイミング情報を含むので、少なくとも一組のRGSとAISがなければなりません。

それぞれの通信文は、SIU通信文の受信側から送信側へ、HL7 ACKメッセージで受信通知されねばなりません。HL7 ACKメッセージの定義と論議は、RAD TF-2:2.4.3 受信通知モーﾄﾞを見てください。
4.48.4.2.2.1 MSHセグメント

MSHセグメントは、RAD TF-2: 2.4.2.2 通信文制御（Message Control）に定められた様に、構成されねばなりません。

MSH-9 Message Typeの欄（field）は、最低二つの成分を持たねばなりません。最初の成分は　SIU、第二の成分は　S13、でなければなりません。第三の成分はオプションですが、もし値を持つなら、SIU_S13でなければなりません。

4.48.2.2.2 SCH, RGS, NTEセグメント

SCH, RGS, NTEセグメントは、4.48.4.1.2.4節に定められた様に、、構成されねばなりません。

4.48.4.2.2.2 AISセグメント（訳注：節番号は原本が誤っていますが、そのままとしています）
AIS セグメントは、AIS-2 Segment Action Code をU 値（Upadate）にする以外は、4.48.4.1.2 節に記載の様に構成されねばなりません。

4.48.4.2.3 予期される動作

オーダ発行役は予約情報をうけとらねばならず、HL7 ACK通信文を返さねばなりません。

4.48.4.3 予約通知　—　予約取消　（Appointment Notification - Cancel Bookings）

4.48.4.3.1  きっかけ事象

SIU^S15 - 予約取消　（Appointment Notification - Cancel Bookings）

この事象は既存の予約がオーダ実施役に取り消されたことをきっかけに生じます。

4.48.4.3.2 通信文の意味

通信文の意味は、SIU^15のHL7 V 2.4 第10章の規定に従います。通信文の一般的意味については、HL7規格を参照してください。
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ひとつの予約にひとつのグループ（RGSとAIS）があります。同一のオーダに数個の予約があるときは繰り返されます。これは予約のタイミング情報を含むので、少なくとも一組のRGSとAISがなければなりません。

それぞれの通信文は、SIU通信文の受信側から送信側へ、HL7 ACKメッセージで受信通知されねばなりません。HL7 ACK通信文の定義と議論については、RAD TF-2:2.4.3 受信通知モード（Acknowledgement Mode）を見てください。

4.48.4.3.2.1 MSHセグメント

MSHセグメントは、RAD TF-2: 2.4.2.2 通信文制御（Message Control）に定められた様に、構成されねばなりません。

MSH-9 Message Typeの欄（field）は、最低二つの成分を持たねばなりません。最初の成分は　SIU、第二の成分は　S15、でなければなりません。第三の成分はオプションですが、もし値を持つなら、SIU_S15でなければなりません。

4.48.2.2.2 SCH、RGS、NTEセグメント

SCH、RGS、NTEセグメントは、4.48.4.1.2節　「通信文の意味」に記された様に構成されねばなりません。

4.48.4.2.2.3 AISセグメント
AIS セグメントは、以下を除いて、4.48.4.1.2 節に記載の様に構成されねばなりません。


・AIS-2 Segment Action Code はD（Delete） 

4.48.4.3.3 期待される動作

オーダ発行役は取消のために予約情報をうけとらねばならず、HL7 ACK通信文を返さねばなりません。この通信文は、オーダ発行役、あるいは、オーダ実施役がオーダを取り消すときには使用してはなりません。予約は、オーダ発行役とオーダ実施役により自動的に取り消され、オーダ発行役も同じ動作をするものとされてます。

4.49 インスタンス可用性通知（Instance Availability Notification）　

この節は、IHE放射線テクニカルフレームワークのトランザクションRAD-49に該当します。画像管理役・画像保管庫（IM/IA）、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）、後処理管理役とレポート管理役（RM）
4.49.1 範囲

部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）は、関連する実行役に、新しく保存されたDICOM対象物の可用性についての情報を知らせる通信文を送付します。通知を受ける実行役は、予定業務流れの実行にこれらの対象物を必要とすることがわかっており、この通信文で参照された対象物を取得し、使用することができます。これにより、画像部門での様々な業務流れを使用可能にできます。

4.49.2 使用例役割
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実行役：　画像管理役・画像保管庫　（Image Manager/Image Archive, IM/IA）

役割：　インスタンス可用性通知の通信文を生成して、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）に、さらにオプションで他の業務流れ管理役（たとえば、後処理管理役、レポート管理役（RM））に、通信文を送付します。

実行役：部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）

役割：　インスタンス可用性通知の通信文を受け取り、内部で処理を行います。

実行役：　後処理管理役

役割：　インスタンス可用性通知の通信文を受け取り、内部で処理を行います。

実行役：　レポート管理役（RM）
役割：　インスタンス可用性通知の通信文を受け取り、内部で処理を行います。

4.49.3 参照する標準

DICOM 2011 PS3.4: Instance Availability Notification Service Class

4.49.4 相互作用図
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4.49.4.1  インスタンス可用性通知（Instance Availability Notification､　IAN）　

この通信文は、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）からのInstance Availability Notification Service Classを使用し、他の業務流れ管理役が検査段階を予定したり開始するのに必要とし、待っているDICOMインスタンスの可用性について、これら管理役に知らせます。

4.49.4.1.1　きっかけ事象

画像取得中に、MPPSが可能であるモダリティは一セットのインスタンスを生成し、画像管理役・画像保管庫　（IM/IA）に保存します。あるいは、エビデンス書類取り込みの一部として、MPPSが使用可能な画像取込役（Importer）が、インスタンスを読み込み、画像管理役・画像保管庫　（IM/IA）に保存します。MPPSで参照された一セットのインスタンスの最後のインスタンスを読み込んだ後で、画像管理役・画像保管庫　（IM/IA）は、インスタンス可用性通知を、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）に、送らねばなりません。このとき、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）は、関連するMPPSをすでに受け取っています。これは、業務流れに含まれる他のインスタンス管理役に、インスタンス可用性通知を送るかどうか決め、関連するMPPSで参照されたすべてのインスタンスが可用であることを通知します。

インスタンスへの参照を含む、おのおののMPPSに、一個のインスタンス可用性通知が送られねばなリません。これは、RAD-6 （Rad TF-2:4.6単純例、未予定例、群化例、追加例（通常の例と群化された例）、中止例）トランザクションと、RAD-7 （Rad TF-2:4.7: MPPS DISCONTINUED、誤った業務を業務一覧から選んだ場合（Rad TF-2:4.7.4.1.3.1）を除く）トランザクションとに、記載されたすべてのMPPS例に、適応されます。

同様に、RAD TF-3:4.59.4.1.2（未予定読込みと未予定読み込み例）とPPS読込み中止（RAD TF-3: 4.60.4.1.2.2）に記載された、PPS読み込み例にも適応されます。

4.49.4.1.2 通信文の意味

生成され、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）に保存予定のDICOMインスタンスを参照する、撮影装置からのMPPS通信文により、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）と画像管理役・画像保管庫（IM/IA）に、画像取得が終了したことが示されます。生成され、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）に保存予定のDICOMインスタンスを参照する、取込み役（Importer）からのImport MPPS通信文により、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）と画像管理役・画像保管庫（IM/IA）に、画像取込みが終了したことが示されます。

MPPSとインスタンス可用性通知は、ことなった事例について知らせることに注意してください。このため、保存される画像の全容量と現場施設のシステム環境により、MPPSがインスタンス可用性通知よりも、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）に、相当早く到着することがあります。MPPSが撮影装置や取り込み役(Imporeter)から、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）に時期をえた送信がおこなれない場合、MPPS完了トランザクションへのIANトランザクションの依存により、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）への可用性の通知が遅れることがあります。

画像管理役・画像保管庫（IM/IA）は、Instance Availability Notification SOP ClassのSCUとして動作し、Instance Availability Notification SOP Classを生成せねばなりません。IM/IAは、参照実行済検査段階順列（Referenced Performed Procedure Step Sequence）のReference SOP Instance UIDの値を埋めねばなりません。IM/IAは、該当するMPPSで参照されたすべてのインスタンスへの参照を含まねばなりません。SOP Classの他の属性は、DICOM 補遺 93に示された様に、使用されます。

画像管理役・画像保管庫（IM/IA）は、複数のインスタンス可用性通知を送信できねばなりません。画像管理役・画像保管庫（IM/IA）は、部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）に、インスタンス可用性通知を送らねばならず、さらに、このトランザクションに記された他の実行役にも送信できるように設定されます。

部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）、後処理管理役、レポート管理役（RM）は、この通知を受けたとｔきは、インスタンスの完全なセットが、Rtrieve AE Title属性で識別される、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）で使用可能であることを理解せねばなりません。

一過性のエラー状況により、実行役はインスタンス可用性通知を受け取ったインスタンスを取得できないことがあります。インスタンス可用性通知で参照されたインスタンスの可用性が実行役には不確かなときには、実行役は画像可用性問合せ（Images Availability Query [RAD-11]）を付加的方法として使用し、状態を確認できます。

さらに、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）は、インスタンス保存や内部供給を、現場施設の方針に従って扱えるとものされています。

4.49.4.1.3 予期される動作
部門システム予定役・オーダ実施役、後処理管理役、および、レポート管理役は、Instance Notification SOP Class SCP として動作せねばなりません。通知受け取りの結果、部門システム予定役・オーダ実施役（あるいは、他の実行役）は、業務流れの中で、更なる使用に参照されたインスタンスが使用可能であると知って、適切な行動をとらねばなりません。このような行動の例は、以下の様です。

· 部門システム予定役・オーダ実施役は内部的に検査状況を更新して、検査に該当する画像が保存されたことを示します。

· 後処理管理役は対応する業務一覧に項目を追加します。

· レポート管理役は対応する業務一覧に項目を追加します。
レポート管理役はレポート作成業務内での使用のため、関連する既往検査一覧に業務項目を追加します。

4.50 インスタンス保存 （Store Instances）

この節は、IHEテクニカルフレームワークのトランザクションRAD-50に該当します。送出選択役と送出管理役がトランザクションRAD-50を使用します、

4.50.1 範囲

インスタンス保存トランザクションでは、送出選択役が送出管理役に、選択した複合インスタンスを送信します。

4.50.2 使用例の役割
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実行役：　送出選択役（Export Selector）

役割：　インスタンスを送出管理役に送ります。

実行役：　送出管理役（Export Manager）

役割： 送出選択役からインスタンスを受け取り、識別情報削除や偽名化の待ち行列に入れます。

4.50.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: Storage Service Class

4.50.4 相互作用図
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4.50.4.1 　事例保存　（Store Instances）
4.50.4.1 .1きっかけ事象

送出選択役は送出管理役に、一個以上のDICOM連携のなかで、事例を順次転送することができます。

4.50.4.1.2　予期される動作

送出管理役は、受け取ったDICOM対象物を、処理の準備ができるまで、待たせておきます。

DICOM規格（2011）では、いくつかの複合保存クラス（composite storage SOP class）を定義しています。送出管理役は、画像（RAD TF-2; 表4.8-1を見てください）、エビデンス書類、構造化レポート、表示条件や放射線治療対象物の様な、少なくとも一つの複合保存クラスを使用可能とせねばなりません。

4.51 送出選択保存　（Store Export Selection）

この節は、IHE放射線テクニカルフレームワークRAD-51に該当します。送出選択役と送出管理役がRAD-51トランザクションを使用します。

4.51.1 範囲

送出選択保存トランザクションでは、選択された複合インスタンスの目録（manifest）として働く、キー対象物選択書類が、送出選択役から送出管理役におくられます。

4.51.2 使用例の役割
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実行役：　送出選択役

役割り：　送出管理役に目録（manifest）を送る。

実行役：送出管理役

役割り：　送出選択役から目録を受け取り、参照された複合インスタンス（instance）を、処理（識別情報削除、匿名化、送出）のため、順番待ちさせます。

4.51.3 参照する標準
DICOM 2011 PS 3.4: 保存サービスクラス（Storage Service Class）

DICOM 2011 PS 3.15: 基礎アプリケーション水準秘匿プロファイル（Basic Application Level Confidentiality Profile）

DICOM 2011 PS 3.3:  情報対象物定義（Information Object Definitions）

DICOM 2011 PS 3.16: 内容対応付け資源（Content Mapping Resource）

4.51.4 相互作用図
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4.51.4.1 送出選択保存　

4.51.4.1.1 きっかけ事象

送出選択役はDICOM連携をもつ送出管理役に目録を転送することができます。転送のタイミングはインスタンス保存（Store Instance）トランザクションのどれとも連結していません。インスタンス保存トランザクションと同時にも、異なったときにも転送が行われ、また、目録はそれに参照されたインスタンスの送信前にも、後にも受信できるからです。

4.51.4.1.2 通信文の意味

送出選択役はDICOM C-Store通信文を使用して目録を転送します。送出選択役はDICOM Storage SCUで、送出管理役はDICOM Storage SCPです。

目録（送出選択）はキー対象物選択SOPクラス（Key Object Selection SOP Class）のインスタンスで、表4.51.4-1の規定に従って構成されます。これは、DICOM 2011 PS 3.16に定められたTID 20010の特殊化物で、これ自身は拡張不能です。
表　4.51.4-1: 送出選択（目録）雛形　－　DICOM TID 2010 の特別形
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書類の表題は、（TCE001, IHERADTF, "For Teaching File Export"）か、（TCE002, IHERADTF, "For Research Collection Export"）、あるいは、（TCE008, IHERADTF, "For Publication Export"）のいずれかでなければなりません。
· Key Object DescriptionのTEXT内容項目は、存在するときは、選択の配置を記載せねばなりません。この値の仕様は、選択送出役と選択管理役の間の協働を必要としますが、これは本トランザクションの定義の域を超えます。

· ・ティーチングファイルの場合、この値は、編集用に症例データが送付されます。使用者の識別情報を含むことができますが、もっと一般的で、役割、部門、あるいは、種別の識別子とす
ることもできます。

· 治験の場合、この値は、治験のプロトコールの識別子を含むことができ、Remap　Identifierオプションの動作に影響することがあります。

· 研究用データ集積の場合、この値は、研究用データ収集の識別子を含むことができます。

一個の書類表題修飾子（Document Title Modifier）内容項目が存在する場合には、表4.51.4-2に示す値の一つを特定します。

表4.51.4-2　遅延理由値
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目録（manifest）には参照されたインスタンスの集合を記述する追加の情報はありません。ティーチングファイル編集システムに伝える、予め書式化された情報のような追加情報は、目録で参照された別のSR書類として伝送されねばなりません。4.52 追加ティーチングファイル情報を参照してください。

目録（manifest）は、追加ティーチングファイル情報のみを参照してはなりません。従って、追加ティーチングファイル情報を含むあらゆるSR書類は元の送出選択により参照されねばなりません。別の目録が追加されたり、送信されてはなりません。

DICOM TID1002 観察者状況（Observer Context）に含まれるDICOM TID 1003 実人間観察者識別属性（Person Observer Identifying Attribute）が目録に含まれないときは、誰が選択したかが分からなくなることに注意してください。その結果、送出管理役と以降の実行役は、キー対象物記載テキスト内容（Key Object Description TEXT content）で示された送り先以外の、データ選択者の下へ届けることができなくなります。

目録は一人の患者のインスタンスのみを参照することができ、多数の検査の複数のインスタンスが存在できます。

複数の検査を含む共通の使用例が、現検査と以前の検査の両方を選択すると起こります。選択に二個以上の検査を含むときは、DICOMではキー対象物選択書類（Key Object Selection Document）のインスタンスが複数生成され、このキー対象物選択書類（Key Object Selection Document）インスタンス一個に一個の検査インスタンスUID （Study Instance UID）が必須で、同一書類順列（Identical Documents Sequence, DICOM 2011 PS 3.3 C.17.6.2.1参照）で相互参照されねばなりません。従って、IHEでは複数の同じ目録がこのトランザクションで送られ、一個の検査に一個の目録が必要です。

4.51.4.1.3 予期される動作

送出管理役は、目録に参照された全てのDICOMインスタンスを受信し、処理の準備が出来るまで、目録を待ち行列に入れます。

目録には必要な処理の形式が記載されているので、目録を受信する前に処理を開始してはなりません。遅延理由オプションを使用すると、処理をもっと遅らせることができます。4.51.4.1.5節を参照してください。

複数検査を扱うために複数の目録を使用する場合には、どの目録でも同じ検査が参照されますので、送出管理役は全ての目録の到達を待たず、処理を開始できることに注意してください。この複数検査の例では、目録一個のみの受診をエラー状態とせず、通常の処理が行われなければなりません。送出管理役は、目録のそれぞれの同一書類順列（Identical Documents Sequence）を調べて複数例選択であることを確認し、同じ送出の繰り返しを防がねばなりません。

インスタンスが受信されても、目録が設定可能な時間内に受信されない場合は、送出は行われてはなりません。

目録に記された全てのインスタンスが設定可能な時間内に受信されない場合は、送出管理役は不完全なままで処理を行い、更新した目録を作成せねばなりません。無かったインスタンスが後に受信された場合は、送出しないようにするか、後から受信したインスタンスのみを含む別の目録とともに別の送出として行うか、のいずれかになります。

目録に参照されたインスタンスは、送出管理役が保存SOPクラスとして処理可能でないSOPクラスのこともあり、決して受信できないことがあります。目録にはSOPクラスUIDが含まれます。送出管理役は不完全なままで処理を行い、更新した目録を作成せねばなりません。

送出管理役と画像管理役・画像保管庫（IM/IA）が一括化されており、参照されたDICOMインスタンスをすべて保有している場合には、目録の受信と同時に処理を開始できます。

送出管理役は、目録に参照された全てのDICOMインスタンスに識別情報の削除と偽名化を、インスタンス送出[RAD-53]トランザクションを開始して送出を行う前に、4.51.4.1.4節に規定されている様に、行わねばなりません。

4.51.4.1.4 識別情報削除と偽名化　（De-identification and Pseudonymization）
4.51.4.1.4.1識別情報削除と偽名化の基礎的必須事項

適切な識別情報削除と偽名化の実現に、特定の目的に応じてどの属性を削除するかにはかなりの変動があります。付録I.1を参照してください。

このトランザクションは、したがって、全ての文字型属性や私的属性値の削除を要求するものではありません。

むしろ、削除したり値を変えたりする属性を、使用者が設定可能とするような機構を実装せねばなりません。このトランザクションの最小要求事項は、DICOM PS 3.5の基礎的アプリケーション秘匿性プロファイル（Basic Application level Confidentiality Profile）に記載された属性の全てを削除や値の置換ができるように設定可能でなければならないことです。さらに、一切識別情報削除をしない様にも設定できねばなりません。

識別情報削除が行われたら、送出管理役はDICOMインスタンスの個々のデータセットに患者識別子削除属性（0012, 0062）に”YES”を、識別子削除方法（00120, 0063）、または、識別子削除方法コード順列（00120, 0064）に値を追加せねばなりません。

ある種の想定業務手順では、ティーチングファイル受信役で全ての識別子削除を行うか、あるいは、全く行わない場合の様に、送出管理役では識別情報削除を行わない設定が望ましいことがあります。この様な場合には、患者識別情報削除属性（0012, 0062）がすでに存在している場合には、これを変更してはなりません。存在しない場合には、追加してはなりません。

ある種の識別情報削除想定業務手順では、UIDを置き換える必要があります。このトランザクションではUIDの置き換えは必須ではありませんが、UIDを置き換えたときは、送出するインスタンスのセット内のデータ一貫性を保持するのは必須です。この両者ができるように設定できる様に実装せねばなりません。これにより、以下の規則が遵守されます。

· データセット内の同じエンティティのすべての複合インスタンスに、同じ置換後のUIDが使用されます。すなわち、同じ元の検査に含まれる全てのインスタンスは同じ検査インスタンスUIDを持たねばなりません。

· 同じデータセット内の、他インスタンスやエンティティへのUIDによる参照は更新されます。すなわち、前書類、参照画像、元画像のSOPインスタンスUIDへの参照は更新されます。

· 同じデータセット内に無い、他インスタンスやエンティティへのUIDによる参照は、削除、または、一貫した、良好に生成された、ダミーのUIDに置き換えるられます。

もし同一のインスタンスが複数回にわたって別の時期に送出された場合には、このなかにある識別属性とUIDはそのたびに同じ値で置き換えられことも、別の値になる、こともあります。これは、このトランザクションでは識別属性とUIDの置換は、再対応識別子オプションの規定以外には、決定論的振る舞いを要求されるものではないということです。付録I.2を参照してください。

識別情報削除と偽名化の行動は、無効なIODを生成してはなりません。特に

· 必須および条件付き属性は削除せず、置き換えねばなりません。

· 一型の属性は、値が無くてはなりません

· 二型の属性は長さゼロでコード化できますが、患者氏名、患者ID、検査ID、アクセション番号の様な閲覧アプリケーションで使用されやすい属性には、値を入れることが推奨されます。

4.51.4.1.4.2 目録の強制　(Manifest Coercion)
送出選択役から受信した目録は、キー対象物選択書類（Key Object Selection Document）で、一人の患者の複数インスタンスを含みますが、複数の検査からの複数インスタンスのことがあります。複数の検査（study）が参照される場合には、キー対象物選択書類（Key Object Selection Document）の複数のコピーがあります。

目録は元の識別情報を含むので、参照するインスタンスに課すと同じ要求事項に従って、識別情報削除と偽名化を、送出の前に、受ける必要があります。

送出管理役は目録にある参照先の検査（study）、シリーズ、インスタンスのUIDを、もし参照されたインスタンスが変更された場合には、更新せねばなりません。

送出管理役が目録で参照されている全てのインスタンスを受領しておらず受領役に送出しないときは、送出しないインスタンスは、送信する目録から削除されねばなりません。

遅延理由（Delay for Reason）を特定する書類標題修飾子（Document Title Modifier）は削除されねばなりません。

送出管理役から受領役への送出には目録が常に含まれねばなりません。

複数検査の例では正しい個数の目録を受領役へ、送出選択役から受信した内容に関係なく、送出せねばなりません。

4.51.4.1.4.3 識別子再割付オプション (Remap Identifiers Option)
このオプションの目的と要求事項は１RAD TF-1: 17.2.2に記載されています。DICOM治験属性は付録I.3に詳述されています。

以下の表4.51.4-3は、識別子の再割付に使用すべき値と置き換えるべき値を選別するキーとして使用する属性の一覧を示します。
同じインスタンスが複数回送出されるときは、表4.51.4-3に示す属性は同じ値に再割付けされねばなりません。UIDを含む他の属性は、事例のそれぞれで同じ値に置き換えることも、置き換えないこともできます。このオプションでは、表4.51.4-3に示される属性のみに決定論的振る舞いが要求されます。
表　4.51.4-3は以下の凡例を使用します。

· M – 「一致」。「一致」は、該当する属性をキー値として、指定されたレベルで一致させるのに使用されることを意味します。したがって、他の属性を該当レベルで対応付ける新しい値を選択することに使用します。

· C – 「変更」。「変更」は該当する値を非ゼロ値で置き換えねばならないか、もしその属性が無い場合、一個の値をもつ属性を挿入せねばならないことを意味します。 

· D – 「削除」。「削除」は、三型属性は削除し、二型属性は長さゼロのデータで置き換え、一型はダミー値で置き換えることを意味します。

· L – 「放置」。「放置」は既にある属性値を変更しないことを意味します。
表 4.51.4-3: 識別子再対応付けオプション属性
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注1：　送出先である治験プロトコルは目録に指定された配置で伝達されるため、インスタンスの属性で定める治験プロト

コル水準の対応付けは、指定されません。


注2：削除オプションはこれらの属性にはありません。置換が必須です。これらの属性は従来のデータベースや閲覧アプ

リの適切な実行に重要で、空値（null）やダミー値は容認されません。たとえば、典型的には、治験対象IDは、

患者ID、患者氏名にも繰り返し使われます。同様に、治験施設IDに挿入されたと同じ値が、治験施設名にも

繰り返し使われます。


注3：検査日付と時刻をそのままにするか、置き換えるかは治験の要求事項により決まります：実装は両者が可能である

必要があります。


注4：二個以上のオプションが可能であることは、アプリケーションはどのオプションにも対応できる様に設定できねばなら
ないことを意味します。
4.51.4.1.4.4 埋め込み識別情報削除オプション (De-Identify Pixel Data Option)
単フレームあるいは多フレーム画像の画素に埋め込まれた識別情報（訳注：識別情報が画像の外部付帯データでは無く、画像データの一部になっている状態）の削除は簡単な業務ではありません。多種の撮影装置や多種の製造者の画像源では、どの画素が識別情報なのかあらかじめ知ることは困難です。従ってこの作業は自動化することは困難で、使用者インターフェースを介した人間による操作が必要となりますが、操作は基本的に画素データ編集アプリケーションです。

このオプションを可能と主張するアプリケーションは、画素データの識別情報除去の方法を提供せねばなりません。これを実現する方法は指定されていません。患者識別情報が読めないか、回復できなければ、識別情報削除が成功したと見なされます。

特定の画像に埋め込まれた識別情報を削除するか否かを決めるのは困難なことがあり、人間の介在が必要なことがあります。このオプションでは、送出管理役が危険性のある画像の種別を判定する機構を提供し、人間の操作者が識別情報の削除を確認できる必要があります。

もしインスタンスの埋め込み注釈（0028,0301）属性が、すでに、”NO”であれば、画素埋め込み識別情報削除は必要ありません。画素埋め込み識別情報が削除されたときには、送出管理役は個々のインスタンスのデータセットに埋め込み注釈（0028,0301）属性の値を”NO”として、追加せねばなりません。

このオプションは、SOPインスタンスの変更を要求も禁止もしません。実装では、両者が可能な様に設定できねばなりません。

4.51.4.1.4.5 非画像インスタンスの識別情報削除 (De-Identification of No-Image Instances )
非画像インスタンスの識別情報削除には特定の必要事項やオプションはありません。たとえば、単純テキストレポートを含むSR対象物、エビデンス書類、あるいは、被包化PDF書類は、関知し自動的に削除することが困難な識別情報を含むことがあり、操作者が必要になることがあります。この様な情報の削除機構を規定することはこのプロファイルの範囲外です。送出選択役がSCPとしてDICOM複合保存SOPインスタンスの部分集合を可能とし、この因子（識別情報削除）を考慮に入れるべきですと言えば十分です。

4.51.4.1.5 遅延理由

送出役が遅延理由オプションを可能とし、目録の書類標題修飾子が遅延理由のコード化値をもち、送出役がコード化された理由を使用可能なら、遅延理由が充足されるまで、あるいは、設定可能な時間内に遅延理由が満たされないときまで、処理をはじめてはなりません。
4.52 ティーチングファイル追加情報保存（Store Additional Teaching File Information）

この節は、IHEテクニカルフレームワークのRAD-52トランザクションに該当します。送出選択役と送出管理役がRAD-52を使用します。

4.52.1 範囲

ティーチングファイル追加情報保存トランザクションでは、送出選択役は追加のティーチングファイル情報を含んだSR書類を送出管理役に送信します。

4.52.2 使用例の役割
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実行役：　送出選択役

役割：　送出管理役に情報を伝える。

実行約：　送出管理役

役割：送出選択役から情報を受け取り、識別情報削除と偽名化および送出の順番待ちに入れます。

4.52.3 参照する標準

DICOM 211 PS 3-4: 保存サービスクラス　（Storage Service Class）

4.52.4 相互作用図
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4.52.4.1 ティーチングファイルへの追加情報の保存　（Store Additional Teaching File Information）

4.52.4.1.1 きっかけ事象
送出選択役は、送出管理役に一個以上のDICOM連携の中で、情報を送出管理役に逐次送ることができます。

伝送のタイミングは、インスタンス保存（Store Instance）、送出選択保存（Store Export Selection）トランザクションとは連結しておらず、同じあるいは異なるDICOM連携のなかで起こり得ます。目録は、目録に記されたインスタンスの前でも、途中でも、後でも受信できます。

4.52.4.1.2 通信文の意味

送出選択役は、一個以上の強化SR SOP クラスインスタンス（Enhanced SR SOP　Class Instance）としてコード化された追加情報を伝送するために、DICOM C-Store通信文を使用します。送出選択はDICOM 保存SCUで、送出管理役がDICOM保存SCPです。

この情報には、参照されたインスタンスの集合を要約した目録（Manifest）とは異なった情報が含まれています。

一個以上のインスタンスが存在することがあります。

このトランザクションのインスタンスが、送出選択保存トランザクション内の目録で参照されていなければ、送出物には含まれません。

書類の表題は、（TCE006, IHERADTF, "Additional Teaching File Information"）でなければなりません。

典型的な放射線ティーチングファイル集合を記述します。雛形は付録Hに記載されています。
4.52.4.13 予期される動作
送出管理役は、処理をはじめるまで、受信したDICOM対象物を順番待ちに入れます。

4.53 インスタンス送出　（Export Instances）

この節は、IHEテクニカルフレームワークのRAD-53トランザクションに該当します。送出選択役と受信役送出管がRAD-53を使用します。

4.53.1 範囲

インスタンス送出トランザクションでは、送出選択役は識別情報削除・偽名化された複合インスタンス群と、集合の目録として使用されるキー対象物選択書類（Key Object Selection documents）とを、受信役に送ります。目録の目的は、参照されたインスタンス群が送出される集合を構成するものであることを保持することです。

4.53.2 使用例役割
[image: image110.png]



実行役：送出役

役割：　識別情報削除・偽名化されたインスタンス群と目録を受信役に伝送します。

実行役：受信役

役割：送出管理役からインスタンスを受け取ります。

4.53.3 参照される標準

DICOM 2011 PS3.4: 保存サービスクラス　（Storage Service Class）

4.53.4 相互作用図
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4.53.4.1 インスタンスの送出　（Export Instances）

4.53.4.1.1 きっかけ事象
送出選択と追加ティーチングファイル情報と目録とで参照された全てのインスタンスの識別情報削除と偽名化が済むと、送出管理役はこのトランザクションを開始できます。

4.53.4.1.2 通信文の意味

送出選択役は、DICOM C-STORE通信文を使用して、インスタンスと目録を転送します。送出管理役はDICOM 保存SCUで、受信役がDICOM 保存SCPです。

送出管理役は一個以上のDICOM連携で、受信役に一個以上のインスタンスと目録を転送できます。

目録と目録が参照するインスタンスの転送タイミングは規定されておらず、同一ないしは異なった連携の中で起こり、目録もこれが参照するインスタンスの前、最中、後のどのタイミングでも起こります。

目録は、キー対象物選択SOPクラス （Key Object Selection SOP Class） の一インスタンスです。

4.53.4.1.3 予期される行動

受信役はキー対象物選択SOPクラス （Key Object Selection SOP Class）をSCPとして使用を可能にｓｗねばなりません。

受信役は、画像、エビデンス書類、構造化レポート、表示条件、および放射線治療対象物を含む、複合保存SOPクラスのいずれでも使用可能とします。

受信役が、送出されるインスタンスの全てのSOPクラスを使用可能としない限り、転送は部分的あるいは全面的に失敗します。

追加ティーチングファイル情報の使用が可能とする受信役は、強化SR SOPクラスインスタンス　（Enhanced SR SOP Class instances）を使用可能とせねばなりません。追加ティーチングファイル情報の受領には特定の意味は定められていません。

他の実行役と一体化されていない場合、インスタンスと目録を受け取った時の、受信役の振る舞いは、トランザクション定義の範囲を超えています。典型的には、

· ティーチングファイルの場合には、使用者による編集のために順番待ちするより前に、目録が来るのを待つ間、この種の装置は受け取ったインスタンスを保存することがあります

· 治験の場合には、治験業務の流れに乗るために順番待ちするより前に、目録が来るのを待つ間、この種の装置は受け取ったインスタンスを保存することがあります。

画像管理役・画像保管庫（IM/IA）と一体化された受信役の場合、受信したインスタンスは、他のプロファイルで規定された様に、通常とおり使用できるようにせねばなりません。画像管理役・画像保管庫（IM/IA）でキー画像注釈が使用可能とする場合には、目録がキー画像注釈として使用できねばなりません。

可搬媒体生成役と一体化された受信役は、媒体に参照されたインスタンスと目録を記録する前に、目録が来るまでの間、受信したインスタンスを保存できねばなりません。

4.54 画像書類セットの提供と登録（Provide and Register Imaging Document Set－廃止

このトランザクションは廃止され、施設間画像書類共有（XDS-I.b）プロファイルの一部とされ、画像書類セット提供と登録– MTOM/XOP (RAD TF-3: 4.68) にとって代わられました。

4.55　WADO取得（WADO Retrieve）　 

この節はIHEのテクニカルフレームワークのトランザクションRAD-55に相当します。RAD-55は、画像書類消費役および画像管理役・画像保管庫（IM/IA）実行役によって使用されます。

4.55.1 範囲Scope

WADO取得トランザクションは、画像書類消費役がHTTP/HTTPSプロトコルを介してウェブ・ベースのサービスにより、DICOM SOPインスタンスを利用することを可能にします。

4.55.2 使用例の役割Use Case Roles
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実行役: 画像書類消費役（Imaging Document Consumer）

役割: DICOMインスタンスを利用するためHTTP Get Requestを発行します。

実行役: 画像書類源（Imaging Document Source）　 

役割: DICOMインスタンスを入手するHTTP Get Requestを受け取り、適切な内容を持ったHTTP応答を生成します。

4.55.3 参照する標準
DICOM 2011 PS 3.18: Web Access to DICOM Persistent Objects (WADO)

4.55.4 相互作用図Interaction Diagram
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4.55.4.1 WADO 取得 (WADO Retrieve)
画像書類消費役は、画像書類源から特定のDICOMインスタンスを要求する「HTTP Get」を発行します。画像書類源は要求を受け取り、適切な内容を持った応答を生成し、画像書類消費役へHTTP Responseを送ります。

4.55.4.1.1 きっかけ事象Trigger Events

画像書類消費役は、DICOM目録内で参照されているDICOMインスタンスの取得を望みます。

4.55.4.1.2 通信文意味Message Semantics

通信文の意味は、DICOM永続対象物へのアクセス(DICOM Web Access to DICOM Persistent Objects, WADO)、PS 3.18によって定義されています。

WADO取得トランザクションは、画像書類消費役が画像書類源のウェブサーバにHTTP Request-URIを送ることで実行されます。画像書類消費役は、DICOMインスタンスを取得するためにHTTP Request-URIを生成します。DICOMインスタンスは、HTT Request-URIの中で、検査（Study）インスタンスUID、シリーズインスタンスUIDおよびSOPインスタンスUIDで指定されねばなりません。画像書類消費役は、このトランザクションを行なうためにウェブサーバのホスト情報（例えばウェブサーバ位置、またスクリプト言語）を得なければなりません。画像書類消費役はSOPインスタンスのRetrieve AEタイトルを、現場施設の設定に基づいたウェブサーバのホスト情報に、対応付けることができます(付録Gを参照)。

さらに、画像書類消費役は、HTTP要求で次のフィールドを使用可能にせなばなりません:

表 4.55-1: WADO HTTP Requestデータ野（field）
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画像書類源は、このソースが使用可能なすべての媒体のタイプを、HTTP要求のAcceptフィールド内で一覧にあげ、WADO HTTPパラメーターのcontentTypeを使用して、HTTPレスポンスで取得される対象物に、希望する媒体のタイプを要求せねばなりません（表4.55-2を参照）。

次の表に述べられているように、画像書類源および画像書類消費役はWADO HTTP Request-URIの中で多くのパラメーターを使用可能とするように要求されています。

表 4.55-2: WADO HTTP Requestパラメータ
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IHE-1:　　画像書類消費役は、DICOMパート10ファイル形式でのDICOM SOPインスタンスを取

得するために値「application/dicom」を使用せねばなりません。これにより、画像書類利


用役は、十分なデータ操作のため本来のDICOMフォーマットでSOPインスタンスを受け

取れる様になります。



画像書類消費役は、JPEG Baselineフォーマットでコード化された画像が、単フレー


DICOM画像対象物、あるいは、多フレームDICOM画像対象物の中でコード化


された単フレーム画像である場合に、この画像を取得するために値「application/jpeg」を使

用することができます。



画像書類消費役は、テキスト形式かhtmlフォーマットで表わされたDICOM SRオ


ブジェクトを取得するために、値「application/text」あるいは「application/html」を使用するこ

とができます。



画像書類消費役は、画像書類源で使用可能な場合、このパラメーターに



DICOM 2011 PS 3.18に指定されている他の値を、使用することができます。



このパラメーターはDICOM PS 3.18ではオプションです。このパラメーターに値がない状

態でHTTP Get応答で取得されるDICOM永続対象物の既定フォーマットは、取得さ


れた対象物のSOPクラスに依存して変わるため、相互運用性を改善するため、このト


ランザクションでは、このパラメーターが使用可能でなければなりません。


IHE-2: 　このパラメーターは、HTT Request-URIの「Accept」フィールドに画像書類消費役が　　　

置いた値と、互換性がなければなりません。


IHE-3: このパラメータは、DICOM SOPインスタンスが画像対象物である場合にのみ当て　　


はまります。

4.55.4.1.2.1 WADO リクエスト-URIの例

下記は、WADOを使用して、DICOM永続対象物を取得するためのHTTP Request-URIの例です:


http://www.hospital/radiology/wado.php?requestType=WADO&studyUID=1.2.250.1.59.40211.1234
5678.678910&seriesUID=1.2.250.1.59.40211.789001276.14556172.67789&objectUID=1.2.250.1.5
9.40211.2678810.87991027.899772.2&contentType=application2420 %2Fdicom

この例は、本来のDICOMパート10ファイル形式で返されるDICOM SOPインスタンスを要求するために、応答MIME形式にapplication/dicomを使用しています。

4.55.4.1.3 予期される動作

WADO HTTP Requestの受け取りに際して、画像書類源はリクエストを解析するものとし、エラーがない場合、要求されたDICOMインスタンス内容でHTTP Get Responseを構築し、HTTP応答コード200（OK）と共に、DICOM WADO規格によって規定される応答を返さねばなりません。

画像書類源がパラメーターcontentType、および・または、「Accept」フィールドに、要求された返答MIME形式を提供できない場合、画像書類源はHTTP応答コード406（Not Aceptable (受容可能でない)）を返さねばなりません。

要求されたDICOM SOPインスタンスを見つけることができないか、受信されたHTT Request-URIの中で指定されたUID値を認識することができない場合、画像書類源はHTTP応答コード404（Not Found (見つからなかった)）を返さねばなりません。

要求されたHTTPフィールド、あるいはWADO HTTPパラメーターが、受信したHTTP Request-URIに見つからない場合、あるいはHTT Request-URIに他の構文エラーが検出された場合（例えば、contentTypeパラメーターのメディアタイプが、「Accept」フィールドのメディアタイプと矛盾する場合）、画像書類源はHTTP応答コード400（Bad request (悪いリクエスト)）を返さねばなりません。
画像対象物変更管理統合プロファイルでの画像書類源は、書類標題に(113001, DCM, “Rejected for Quality Reasons”)、(113037, DCM, “Rejected for Patient Safety Reasons”)、 (113038, DCM, “Incorrect Modality Worklist Entry)、あるいは、 (113039, DCM, “Data Retention Policy Expired”）の値をもつ、特定のKOSインスタンスに参照された、拒否されたDICOM SOPインスタンスを返してはなりません。そのKOSインスタンスで参照された、このような拒否されたDICOM SOPインスタンスの要求が行われたら、画像書類源は、HTTP応答コード404（Not Found）を返さねばなりません。
4.55.4.1.4 監査用のきっかけ事象
IHEは、IHE監査追跡（Audit Tral、ITI TF-2a: 3.20）によって報告可能でなければナらない、多くの事例を定義します。IHE放射線監査証跡オプション（Radiology Audit Tral Option）は、さらにこれらの事例の部分集合を定義します。それは放射線トランザクションに特に適用可能です。

表4.55-3に、トランザクションRAD-55に適用される放射線監査証跡のきっかけ事象をすべて、挙げます。最後の列は、トランザクションの送り手や受け手側のどちらが、事例を監査するように要求されるかを示します。

表4.55-3: 監査記録きっかけ事象Audit Record Trigger Events
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4.59 取込み検査段階進行（Import Procedure Step In Progress）
この節はIHEテクニカルフレームワークのRAD-59トランザクションに対応します。RAD-59は部門システム予定役・オーダ実施役（DSS/OF）、画像管理役（IM）、実行済検査
段階管理役（PPSM）、レポート管理役（RM）、取込み役（Importer）実行役によって使われます。 
4.59.1 範囲
このトランザクションは取込み役（Importer）から実行済監査段階管理役（PPSM）への通信文を含み、次々に部門システム・オーダ実施役（DSS/OF）、画像管理役（IM）、レポート管理役（RM）へ実行済検査ｄ何回（PPS）が進行中であるという通信文を出します。

受信するPPSMは、IMあるいはDSS/OFと一体化され、一体化されている実行役を除いた二つの送信先に向けて通信文を転送せねばなりません。取込み役から対応する通信文を受けた後すぐに、設定された送信先に通信文を発行し始めなければなりません。

正しく統合するには、次のことが考慮されなければなりません：

PPSMはPPS対象物を維持し、対応するN-CREATEやN-SET通信文が、一体化されている実行役と二つの他の実行役に伝送されるまで、それらを保存せねばなりません。もし送信先への伝送が失敗したら、PPSMは成功するまで周期的に伝送を繰り返さなければなりません。PPSMは、ひとつかそれ以上の伝送の失敗を、取込み役からの最初の伝送を拒否する理由として用いてはなりません；

IMとDSS/OFの両方はPPSMの機能を組み入れるため、実行済検査段階（PPS）通信文の無限の再分配が可能です。PPSM機能を提供するIMとDSS/OFはこの機能を止めるように構成できねばなりません。

受信するPPSMが統合されるシステムへの情報伝送は、IHEテクニカルフレームワークの範囲外です（すなわち、実装の中です）。
4.59.2 使用例役割　
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実行役：　部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）

役割: PPSMが転送したPPS情報を受け取る。 

実行役: 画像管理役（IM）

役割: PPSMが転送したPPS情報を受け取る。

実行役: レポート管理役（RM）
役割: PPSMが転送したPPS情報を受け取る。

実行役: 取込み役

役割:　 PPSMに、ある特定のPPSが開始されたことを伝える。

実行役: PPSM　

役割: 取込み役から、実行済検査段階の情報を受け取り、DSS/OF、IM、PPSM、RMへ転送する。
4.59.3 参照される標準

DICOM 2011 PS 3.4: Modality Performed Procedure Step SOP Class.
4.59.4 相互相互作用図
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4.59.4.1 検査段階進行中の通信文 (Pocedure Step in Progress Message)
4.59.4.1.1 きっかけ事象
使用者は、取込み役からの取込み処理段階を始めます。
4.59.4.1.2 通信文の意味

施設にエビデンス対象物を読み込む取込み役は、PPSMに特定の検査段階（Procedure Step）が開始され進行中であることを伝えるため、MPPS SOPクラス（N-CREATEサービス）を用います。次に、PPSMは情報をDSS/OF、IM、RMに転送するため、N-CREATEサービスを用います。この間、PPSMは同じPPS SOPインスタンスUIDを使わねばなりません。このステップを実装する際には、次の問題を考慮せねばなりません。
4.59.4.1.2.1 患者・検査・予定検査段階情報　Patient/Procedure/Scheduled Procedure Step Information

取込み役は　重要な患者情報は有効で正しいこと（RAD TF- 2: Appendix A.5参照）を確保せねばなりません。加えて、検査段階の取込みが予定されたとき、検査情報を確認することも必要です。読み込まれるエビデンス対象物あるいはハードコピーが、施設にもともとなかったという事実により、読み込まれたデータに正しい患者が関連付けられているか確認する（使用者の）作業は、極めて重要です。
4.59.4.1.2.2 要求される属性

読み込まれたSOPインスタンスに含まれる情報、PPS属性、患者の基本情報、SPS情報に含まれる属性のうち適応可能な属性の間での一貫性を確保するため、取込み役によって強制的に変更されねばならない多数の属性を、RAD TF–2: Appendix A.5に列挙しています。
4.59.4.1.2.3 予定検査段階、実行済検査段階と読み込んだDICOM複合対象物の関係　

DICOM複合対象物を読み込む（例：CDから）際には、DICOMヘッダー情報は　検査の完全性を確保するために保存されるか、ローカル施設に適合するように強制的に変更されねばなりません。RAD TF-2: Appendix A.5に、特定の強制変更要求事項を定めます。スタディインスタンスUIDは、保持されねばならないデータ要素の一例です。

読み込まれる元の検査の予定と実施は、読み込む施設の外にて行われます。そのため、読み込まれる検査からのエビデンス対象物との関連付けは、簡単に表現できない関係を有することがあります。

ハードコピーをデジタル化して新たなDICOM 複合対象物を作る時、元の患者や検査の詳細の一部は手入力やOCR、設定などから得られることも、得られないこともあります。RAD TF-2: 付録 A.5は特定の要求事項を定義しています。

取込みにおける、予定検査段階と実施済検査段階の情報の間の関係は，次の二つのケースに示されます。　その他の属性（Procedure ID, Accession Number, など）を埋める詳細については、それぞれのケースでRAD TF-2: Appendix A.5を参照してください。実施済検査取込みが進行中であることをシステムに知らせるために、それぞれのケースでMPPS N-Create 通信文が送られます。
4.59.4.1.2.3.1 予定された取込み (Scheduled Import)
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予定取込みオプション（SCHEDULED IMPORT option）では、SPS情報は装置業務一覧（Modality Worklist, MWL）で提供されます。SPSとPPSは一対一の関係です。SPSの情報と要求検査はSPS対象物からPPSモジュールへコピーされます（RAD TF-2: Appendix A.5）。

例：PSは予定どおり実施された。または、PSは、予定どおりには実施しなかったが、再スケジュールはしなかった。例えば一人の患者検査に複数の可搬型媒体が存在する場合。
4.59.4.1.2.3.2 予定外の取込み (Unscheduled Import)
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予定外取込みオプション（UNSCHEDULED IMPORT　option）の場合、取込み役は予定情報を受信しません。SPSとPPSは、ゼロ対一の関係です。患者情報は患者基本情報問合せ（Patient Demographics Query）を通して行い、SPSや要求検査情報は利用できません。
4.59.4.1.2.3.3 取込み実行済プロトコル順列　(Performed Protocol Sequence for Import)

実行済プロトコルコード順列（Performed Protocol Code Sequence (0040,0260)）は取込み装置実行済検査段階に存在せねばなりません。取込みが如何に処理されるべきかの情報を提供するのに使われます（例：エビデンス対象物の解釈、関連するメディアの破壊）。

実行済プロトコルコード順列は (IRWF001, IHETFRAD, “Import”) の値をもつ、一項目を常に含めねばなりません。

加えて、予定済プロトコルコード順列 (0040,0008) が存在するとき、操作者に変更されない限り、これは実行済プロトコルコード順列(0040,0260) にコピーされねばなりません。予定、あるいは予定外取込みの両方は取込み指示を追加・変更する能力を持つことが出来ます（RAD TF-2:4.5-4参照）。
4.59.4.1.3 予期される動作

部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）、レポート管理役（RM）、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）はPPSMから情報を受信し、予定されている場合には、これを要求検査とSPSにリンクします。

如何にPPSM、部門システム予定・オーダ実施役（DSS/OF）、レポート管理役（RM）、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）が、実行済プロトコルコード順列の中に含まれる情報を用いるかは現在定義されていません。

4.60　取込み検査段階完了・中止（Import Procedure Step Completed/Discontinued）
この節は、IHEテクニカルフレームワークRAD-60トランザクションに対応します。RAD-60トランザクションは部門システム予約・オーダ実施役（DSS/OF）、画像管理役、実行済検査段階管理役、レポート管理役（RM）と取込み役に使われます。

4.60.1 範囲

このトランザクションは取込み役から実行済検査段階管理役（PPSM）への通信文を含んでおり、これを部門システム予約役・オーダ実施役(DSS/OF）、レポート管理役（RM）、画像管理役（IM）に転送し、データの取込みとPPSが完了したことを伝えます。画像管理役は同じ検査のエビデンス書類の所在を明らかにするための情報を必要とすることがあります。撮影装置検査段階完了通信文はエビデンス書類が完成したこと、あるいは取得可能であることを必ずしも意味しません。
4.60.2 　使用例の役割
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実行役: 部門システム予約・オーダ実施役（DSS/OF）
役割: PPSMが転送したPPS情報を受けます。 

実行役: 画像管理役（Image Manager、IM）

役割: PPSMが転送したPPS情報を受けます。

実行役: レポート管理役（Report Manager, RM）

役割: PPSMが転送したPPS情報を受けます。

実行役: 取込み役（Importer）

役割: PPSMに、特定のPPSとデータ取込みが完了したことを、PPSMに知らせます。

実行役: 実行済検査段階管理役（Performed Procedure Step Manager, PPSM)

役割: PPS情報を可搬媒体取込み役あるいはエビデンス生成役（EC）から受け、部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）、画像管理役（IM）、レポート管理役（RM）へ伝えます。

4.60.3 参照される標準

DICOM 2011 PS 3.4: Modality Performed Procedure Step SOP Class. 

DICOM 2011 PS 3.16: DCMR Context Groups (Normative)
4.60.4 相互相互作用図
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注：上図はMPPS SOPクラスの通信文の順列を示します。取込み役はStorageとStorage Commitmentクラスも実装します。
PPS通信文とStorage とStorage Commitment通信文の時間的な関係については特定されていません。即ち、PPS通信文
は保存の要求が出る前や後に行われます。
4.60.4.1 検査段階完了／中断　Procedure Step Completed/Discontinued

4.60.4.1.1 きっかけ事象
ユーザは取込み役での検査段階を完了します。
4.60.4.1.2 通信文の意味

取込み役は、PPSMに特定のPPSが終了したか中断したかを伝えるMPPS SOP クラス（N-SET service）を送らなければなりません。

最終のN-SETは完了"COMPLETED"か中断"DICONTUNUED"かのMPPS状態をもちます。PPSMはN-SETを部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）、画像管理役（IM）やレポート管理役（RM）に転送します。

"DISCONTINUED"ステータスでN-SETが発行されるとき、エビデンス対象物が生成され送られたなら、一つかそれ以上のインスタンスのシリーズが参照されます。


注：属性のN-SETによる設定が許可されるとき、以前のN-CREATEかN-SETによって送られたどんな値も、最終（最新）の
N-SETによって提供された値で書き換えることを、DICOMは規定しています。

4.60.4.1.2.1AE タイトルの取得

DICOM標準に従って、取込み役はPerformed Series Sequence (0040,0340) にRetrieve AE Title 属性(0008,0054) を含むことができます。シリーズに対して参照されたSOPインスタンスが取得できる部所のAEタイトルです。このRetrieve AE Titleは以下の状況で、ゼロ長か短期間のみ有効になります。

· もし、取込み役がSCPの役割としてRetrieve SOPクラスが実行可能なら、取込み役のRetrieve AE Titleは含まれます；しかしながら、取込み役は長期間の利用については保証しません。

· 画像管理役（IM）のRetrieve AE Titleは取込み役で設定できます。さもなくばこのフィールドではゼロ長を送らなければなりません。取込み役の実装者は、Storage SCP あるいはStorage Commitment SCPで使われる相手先のAEタイトルと、画像取得で使われるものとが、同じであると仮定してはなりません。

· 取込み役は保存委託（Storage Commitment ）通信文 (N- EVENT REPORT)でRetrieve AE Title
を受信するかもしれません。しかし、この情報はMPPS N- SET （Complete）が実施されたかなり後に、取得されます。
4.60.4.1.2.2　PPS取込み例外管理　Import PPS Exception Management 

MPSが"DICSONTINUED"のステータスで送られたとき、検査中断理由コード順列（Procedure Step Discontinuation Reason Code Sequence (0040,0281)） は、DICOM 2011 PS 3.16 Annex B Context ID 9300 あるいは 表 4.60-1 (DICOMで追加されたプロセスの中での追加コード)で定義された値で送られなければなりません。
表 4.60-1　状況ID 9300 - 検査中断理由抜粋　もっとも限定的な利用：定義 
Context ID 9300 – Procedure Discintinuation Reasins Excxerpt Most Restrictive Use: Defined
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部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）と画像管理役・画像保管庫（IM/IA）と情報をやりとりするとき、理由コードはオーダのキャンセルも暗示しています。これは、より正確な会計を行うのに役立ちます。

"Incorrecet Worklist Entiry Selected"（業務一覧内項目の誤選択）という理由コードは、誤った患者基本情報、あるいは・または、SPSが選ばれた（同じ患者に、正しくない患者か要求検査（またはオーダ）が選ばれた）ことを伝えるのに、取込み役が使います。この場合、誤って読み込まれたエビデンス対象物（例えば誤った患者に割り付けられたデータ）は、一部あるいは全部が、すでに画像管理役（IM）に保存されてしまっているかもしれません（4.60.4.1.3.1節を見てください）。

誤選択結果のエビデンス対象物をどう修正するかの決定が、取込み役の実装者の自由にまかされています。取込み役はMPPSのなかに、Import Storedトランザクションに含まれているか将来含まれる取込み対象物のリストを含まねばりません。

注：PPS DISCONTINUEDが"incorrect worklist entry selected"という理由コードで送られるとき、PPS DISCONTINUEDで
参照されるエビデンス対象物は、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）にすでに送られたエビデンス対象物であるかもしれま
せん。IHEテクニカルフレームワークは、これらのインスタンスに対して取込み実行役がStorage Commitmentを実行するか
どうかは規定しません。
中断理由コード“Equipment Failure”、 “Objects incorrectly formatted”、“Object Types not Supported”、 “Object Set incomplete” および “Media Failure”は、期待されるエビデンス対象物が読み込まれたことを示すのに使われることになります。
4.60.4.1.2.3　会計と物品管理オプション（Billing and Material Management Option）

通信文の意味は、DICOM MPPS SOPクラスのDICOMサービスクラスの節に定義されています。患者と検査の情報が部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）に送られることを確認するのは取込み役の責任です。

表4.60-2に定義された属性は、会計処理役（Charge Processor） へ通知する会計の計算に用いる物品管理コードを、取込み役からDSS/OFへ伝える手段になります。

会計と物品管理オプション（BILLING AND MATERIAL MANAGEMENT）を使用可能とする取込み役は、会計処理段階順列（Billing Procedure Step Sequence）と物品機器会計順列（Billing Supplies and Devices　Sequence）内に、内容を提供できなければなりません。会計処理段階（Billing Procedure Step）が利用されている場合、取込み役に取込み会計コード表（Import Billing Code Table）が設定されねばなりません。このテーブルは、部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）に同期せねばなりません。取込み役によって提供されるコードは、会計処理役（Charge Processor） に通知するときに部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）が使うように要求されているコードとは、同じではないかもしれません。

会計項目順列（Billing Item Sequence）は読み込まれた媒体の数を追跡する仕組みを提供します。CDや放射線のフィルムをデジタル化するなどの取込みの対象に関連する会計があるとき、会計項目順列で指定されるコード値のリストは表 4.60.3を参照してください。複数のコードが存在します。
表4.60-2: 会計と物品管理コードモジュール抜粋
[image: image126.png]Table 4.60-2: Bi

g and Material Management Code Module Attributes Excerpt

Attribute name Tag Attribute Description
Billing Proedurc Stcp Sequence ©0400320) | Contains billing codes forthe Procedure Type performed
within the Procedure Stcp. The sequence may have zero or
‘more iems. It may be zcro-length i the Billing Supplies
and Devices Sequence is populted.
Code Value (0008 0100)

Coding Scheme Designator

(0008.0102)





[image: image127.png]Attribute name Tag Attribute Description
Code Meaning 0008 0104)

Billing Supplics and Devices Sequence | (0040.0324) | Containsbilling codes for chemicals, supplics and devices
forbilling used inthe Performed Procodure Step. The.
scquence may have one or more licms

Billing liem Sequerce (©040.0296) | Codes values of chemicals, supplics or devices required for
billing. The sequence may have z€ro or one ltems
Code Value (0008 0100)
Coding Scheme Designator 0008 0102)
Code Meaning (0008 0104)
Quantity Sequence (©0400293) | Sequence contining the quaniit of used chemicals or
deviess. The sequence may have 7cro or one liems.
Quantity ©040029) | Numerical quantity value. Specifies e number of media

imporied or digitized.





表 4.60-3: 状況ID -  装置媒体取込み
Context ID - Import Device Media
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4.60.4.1.3 予期される動作

画像管理役（IM）、レポート管理役（RM）と部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）はPPSが完了か中断されようとしているかの情報を受信します。画像管理役（IM）、レポート管理役（RM）と部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）はMPPSステータスが"IN PRORESS"状態の中間N-SET通信文に反応する必要はありません。

予定取込みの場合、全てのSPSに関連するPPSが完了するか正しく中断したとき、要求検査は、完了したとみなされます。
4.60.4.1.3.1 取込みPPS例外管理　Import PPS Exception Management

取込みの例外が起きた時、部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）か画像管理役・画像保管庫（IM/IA）は、"DISCONTINUED"のステータスで送信される最終的なN-SETに、理由コードを使用せねばなりません。
MPPSが"DISCONTINUED"のステータスで受信されたとき、受信者はPPS Discontinuation Reason Code Sequence (0040,0281)）の値を、DICOMで規定されている様に（4.60.1.1.2.2参照）、解釈せねばなりません。部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）と画像管理役・画像保管庫（IM/IA）が受信したとき、中断理由コードはオーダの変更やキャンセルの必要を示すことがあります。中断コード“Incorrect Worklist Entry Selected”では、取込み実行役は、誤ったSPSか患者かが選択されてしまったこと（例えば、同じ患者に対して、違う患者、あるいは間違った要求検査）を伝えます。この場合、画像管理役（IM）と部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）は、既に受信した間違ったインスタンス（例えば、中断PPSに参照されている SOPインスタンス）が使われないよう確認する適切な動作をせねばなりません。もし、画像、表示状態、あるいはキー画像注釈が実際に削除されないのであれば、画像管理役（IM）は以下のことを実施せねばなりません。： 

· 問合せ応答に、画像に対するSOPインスタンスUIDを返さない

· 患者、検査、シリーズの画像やインスタンスレベルの取得に応答しない

部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）と画像管理役（IM）上では、オーダ・要求検査ステータスは中断されたPPS（誤ったワークリスト項目が選ばれた場合）は有効ではないことがわかるように修正されなければなりません。それゆえ、部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）は、画像可用性通知（Image Availability Notification ）トランザクション [RAD-49]で、これらのインスタンスを問い合わせてはなりません。

MPPSが"DISCONTINUED"ステータスで受信されたとき、リスト（表 4.60-1参照）から選ばれた中断理由コードを含まなくてはなりません。中断コードはエビデンス対象物の全体が取込まれなかったことを示します。典型的にはいくつかのDICOM複合対象物が取込み側施設で使用可能でないからこのようになります。取込み施設がいかにこの状況に対応するかは現場施設の方針次第であり、このテクニカルフレームワークの範囲外です。
4.60.4.1.3.2　会計と物品管理オプション

部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）でBILLING AND MATERIAL MANAGEMENTオプションが使用可能なとき、部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）は、会計処理役（Charge Processor）に通知される会計計算のための最終のN-SETで提供される、会計コードと（または）物品使用情報を使用せねばなりません。提供された会計コードと、同じN-SETで提供された要求プロシージャコードやPPSプロトコルコードとの、整合性を部門システム予定・オーダ実施役(DSS/OF）が確認することが推奨されます。
4.61 取込み対象物保存済　（Imported Objects Stored）

この節は、IHEテクニカルフレームワークのトランザクションRAD-61に対応しています。トランザクションRAD-61は画像保管庫（IA）と取込み役実行役によって使われます。
4.61.1　範囲

取込み対象物保存済（Imported Objects Stored）トランザクションでは、取込み役はエビデンス対象物を画像保管庫（IA）に送ります。撮影装置業務一覧（Modality Worklist）トランザクション（RAD TF-2: 4.5参照）、または、患者基本情報問合せ（Patient Demographics Query, ITI TF-2a:4.21参照）からの整合された情報は、生成された画像のヘッダーに含まれねばなりません。
4.61.2 使用例の役割
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実行役: 画像保管庫（Image Archive, IA）
役割: 可搬媒体取込み役（Portable Media importor）から複合DICOM対象物を受け、保存します
実行役: 取込み役（Importer）
役割: 読み込まれたDICOM対象物を画像保管庫（IA）に伝送する。

4.61.3 参照される標準

DICOM 2011 PS 3.4: Storage Service Class, Section B.4.1 Conformance as an SCP 

DICOM 2011 PS 3.3 SOP Information Objects, Common Module Attribute
4.61.4 相互作用図
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4.61.4.1 エビデンス対象物保存済　（Evidence Objects Stored） 

4.61.4.1.1 きっかけ事象
エビデンス対象物が使用可能に、あるいは、まとまって利用できるようになるので、取込み役はエビデンス対象物を画像保管庫（IA）に、一つかそれ以上のDICOM連携の中で、連続的に伝送することができます。
4.61.4.1.1.1 UID

有効なDICOM UIDは、世界的に一意で、現場施設のUIDとぶつかるリスクがあってはなりません。DICOM UIDの有効なセットが存在するとき、取込み役はこのセットを用い、変えてはなりません。もし取込み役が正しくないUID、あるいは整合しないUIDのセットを検出したら、取込み役は修正するかUIDを再度生成してもかまいません。UIDは対象物間での参照に使われますが、もしそれらが変えられたら、取込み役は参照の完全性を維持せねばなりません。取込み役があらたな検査・シリーズ・画像インスタンスの生成をいつ引き起こすのが適当かについての追加の詳細は　RAD TF-2: 4.8.4.1.1.1 “Study UIDs and Series UIDs”に記述されています。
4.61.4.1.2通信文の意味

取込み役はDICOM 複合対象物を転送するためにDICOM C-STORE通信文を用います。取込み役がDICOM Storage SCUで、IAはDICOM Storage SCPとなります。

取込みが予定されていたとき、使用者は患者の利用できる情報とSPS・要求検査を確認し、患者・オーダ情報に必要とされる変更を強制します（RAD TF-2: 付録 A.5を参照してください）。

もし、取込みが予定されていなかったら、使用者は、患者の利用できる情報を確認し、患者情報に必要とされる変更を強制します (RAD TF-2: Appendix A.5を参照してください) 。
ある種の情報は画像ヘッダーに記録されることが要求事項です。DICOMインスタンスの対応付けの詳細についてはRAD TF-2: Appendix A.5に規定されています。

DICOM規格により、取込み役は生成された画像に対して新たなシリーズ（例えば、フィルムのデジタイズ）を作成せねばなりません、また元画像を含むシリーズを拡張してはなりません。
4.61.4.1.2.1 オリジナル属性順列　（Original Attributes Sequence）
元のエビデンス対象物から強制的に変更する（例えば、属性を差し替えるか削除する）ときには、取込み役はオリジナル属性順列（Original Attributes Sequence, 表 4.61.4.1.2-1を参照）を、最上位に生成するか追加し、DICOM要素の元の値をその下に、RAD TF-2: 付録 A.5.に定義されたように、保存せねばなりません。

取込み役は元のデジタイズされていないデータ（例えば、元の施設、取込み時間、元の施設からの特定の属性）についての情報を保持するためオリジナル属性順列（Original Attributes Sequence）を用いねばなりません。保持される仕組みと値は本テクニカルフレームワークの範囲外です。
表4.61.4.1.2-1: オリジナル属性順列（Original Attributes Sequence）
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注 1：　DICOM対象物が読み込まれるたびに、新しいオリジナル属性順列が追加されます。


注 2：　デジタイズされたハードコピーでは、「古い値」は操作者が用手入力した情報でしょう。この場合には一個の順列

のみがあると予期されます。
4.61.4.1.2 関与装置順列　（Contributing Equipment Sequence）
これらのエビデンス対象物が施設に読み込まれた事実を保存するため、関与装置順列（Contributing Equipment Sequence (Table 4.61.4.1.2-2)）を使わねばなりません。現場施設が、エビデンス対象物セットを読み込んだとの事実に基づいて様々な決定ができる様にします（即ち、取込みに基づいた再読影の予定、一定時間経過後の取込みエビデンス対象物の削除など）。読み込んだエビデンス対象物が如何に利用され、維持されるかについての振る舞いは、このテクニカルフレームワークの範囲外です。
表4.61.4.1.2-2: 関与装置順列（Contributing Equipment Sequence）
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Attribute Name Tag Type Attribute Description

‘Contributing Equipment Sequence @018 A001) R Ses Notes 12

Purposc of Reference Code Sequence | (O40A170) K See Table 4614123

Include Code Sequence Macro” Table 5.1 Defined Contest 1D 7005

Manufacturer (0008 0070) R

Tnstitution Name (0008 0080) B

‘Station Name (O0081010) B

Contribution DaeTime OIS A0D) B






注1:　取り込まれた対象物では、DICM対象物が取り込まれるたびに、関与装置順列に新しい項目が追加されね
ばなりません。関与装置順列のなかにある項目のそれぞれに、取込装置の一個一個を特定します。装置モ
ジュール（Equipment Module）属性はインスタンスの元の生成役を示します。


注2：　デジタイズされたhardcopyでは、関与装置順列は元の撮影装置を記述する単一の項目を含まねばなりま
せん。デジタイザは元のDICOMインスタンスを生成する装置なので、装置モジュール（Equipment Module）属
性はhardcopyのデジタイザを記載します。
次のテーブルは取込みを行った機器を記述するために使う情報です。この情報は後で施設に読み込まれたデータに特異な処理をするときに利用されることがあります。
表　4.61.4.1.2-3: 状況ID 7005 – 関与機器　もっとも制限された使用：定義
Context ID 7005 - Corntributing Equipment Most Restiricetd Use: Defined
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4.61.4.1.3 予期される動作

画像保管庫（IA）は受信したDICOM 対象物を保存します。

DICOM画像、エビデンス書類と診断レポートは、後にDICOM Level 2 Storage SCP （DICOM PS 3.4 B.4.1を参照）に対して定義された規格に適合する形で取得できるように、保存されなければなりません。(RAD TF- 2:4.16, RAD TF-2:4.17, RAD TF-2:4.27 と RAD TF-2:4.3 を参照)　
4.61.4.1.3.1 DICOM保存SOPクラス　（DICOM Storage SOP Classes）

4.61.4.1.3.1 DICOM保存SOPクラス　

DICOM規格は、DICOM SRや包含化されたPDFなどの他のDICOM SOPクラスと同様に、画像に特定したstorage SOPクラスを規定しています。全ての標準的な属性と私的なデータ要素は保存されなければなりません。

製品のDICOM適合性宣言は、製品がどのDICOM Storage SOPクラスが使用可能かを宣言します。C−Storeの連携では、使用可能でないSOPクラスは画像管理役・画像保管庫（IM/IA）によって拒否されねばなりません。取込み役からのDICOM対象物が保存できない状況を施設でどのように扱うかはテクニカルフレームワークの範囲外です。

4.62  線量情報保存　（Store Dose Information）

この節は、IHEテクニカルフレームワークのRAD-62に対応します。RAD-62は撮影装置、画像管理役・画像保管庫（IM/IA）、線量情報利用役、線量情報消費役で使われます。

4.62.1 範囲

この節では照射の詳細を示す線量対象物を含むDICOM 構造化レポート対象物（SR対象物）の、DICOM保存要求を記述します。撮影装置は線量対象物を画像管理役・画像保管庫（IM/IA）に送り、患者被曝の監視や解析に利用します。

4.62.2 使用例役割
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実行役：撮影装置

役割：　撮影装置による照射事例を記述します。線量対象物を生成し、ひとつ以上の受信役に保存します。

実行役：画像管理役・画像保管庫（IM/IA）

役割：　線量対象物を撮影装置から受け取り保存します。

実行役：　線量情報利用役

役割：　線量対象物を撮影装置から受け取り処理します。

実行役：　線量情報報告役

役割：　線量対象物を撮影装置から受けとります。

4.62.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.3: A.35.8 X-Ray Radiation Dose SR IOD

DICOM 2011 PS 3.4: Storage Service Class

DICOM 2011 PS 3.4: Structured Reporting Storage SOP Classes

DICOM 2011 PS 3.16: X-Ray Radiation Dose SR IOD Templates

2855 DICOM 2011 PS 3.16: CT Radiation Dose SR IOD Templates

DICOM 2011 PS 3.17: Annex AA: Radiation Dose Reporting Use Cases

4.62.4 相互作用図
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注：　上図では、線量情報消費役と線量情報レポート役はC-STORE通信文も受けます。

4.62.4.1 線量情報保存 (Store Dose Information)
撮影装置はX線照射線量SR保存SOPクラスのSCUとして実装せねばなりません。画像管理役・画像保管庫（IM/IA）、線量情報報告役、線量情報利用役は線量保存SOPクラスのSCPとして実装せねばなりません。
表4.62-1　線量保存SOPクラス
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4.62.4.1.1 きっかけ事象
被曝事象は1回の連続した放射線の照射です。パルス照射、線量変調、2重線源などを含む、被曝の詳細な定義はDICOM 2011 PS 3.16を参照してください。

撮影装置は被曝イベントのそれぞれの重要な詳細を記録せねばなりません。この詳細は、以下のように線量対象物に含まれます。

被曝イベントが生じた検査段階の完了や中断に際して、撮影装置はすべての被曝イベントを含む適切な線量対象物を構成し、設定された先に送信します。


注：　線量対象物はDICOMインスタンスで、検査段階の状況に従い生成され、対応するMPPSでインスタンスの一
覧に載ることが期待されます。

検査段階の完了や中断に際して線量対象物を生成することに加え、被曝イベントの完了に際して、撮影装置は線量対象物を生成し送信することができます。このような振る舞いが可能な場合には、この実行役は、これを無効とする設定方法も提供せねばなりません。このような対象物は、検査中にワークステーションにより、線量分布図作成の様なアプリケーションの使用を可能にできます。被曝イベントは検査段階の線量対象物で二重に報告されますが、両方の線量対象物が同じ被曝イベントUDを持つため、受信システムで容易に検出できます。

検査段階の完了や中断に際して線量対象物を生成することに加え、撮影装置は検査全体やシリーズをまとめた線量対象物を構成し、送信することができます。このような対象物は数個の検査のまとめを必要とするシステムに好まれます。このような振る舞いが可能な場合には、この実行役は、これを無効とする設定方法も提供せねばなりません。被曝イベントは検査段階の線量対象物で二重に報告されますが、両方の線量対象物が同じ被曝イベントUDを持つため、受信システムで容易に検出できます。撮影装置がこのような対象物を作製するときは、先のレポートにPredecessor Documents Sequence(0040, A360)を記録するのが適切です。

撮影装置は、DICOM適合宣言の中で、被曝イベントの群をまとめて線量対象物にする能力を明らかせねばなりません。

4.62.4.1.1.1 デジタル化 (Digitazatuin)
自施設現場施設で生成され線量対象物が生成されないフィルムをデジタル化するシステムの場合は、デジタル画像とともに、線量対象物を生成し保存するのは適切です。デジタル化システムは手動入力でレポートを作製することもあります。隣接システムは、生成された画像や、フィルムを使う撮影装置のMPPSの情報を使って線量レポートを生成することもあります。

外部施設の過去画像のデジタル化は別に処理されねばなりません。オリジナル画像の作製施設が、オリジナルの線量記録の責任を持ちます。デジタル化システムは、施設外画像をデジタル化しても、線量対象物を生成しないように制御、あるいは、設定可能でなければなりません。

4.62.4.1.2 通信文の意味

撮影装置はDICOM C-STOREでDICOM SR対象物を送信せねばなりません。これはその装置で照射した記録です。

撮影装置は線量対象物を複数の宛先に送れねばなりません。基本の送信先は画像管理役・画像保管庫（IM/IA）ですが、線量情報報告役や線量情報利用役も送付先とできます。これにより画像管理役・画像保管庫（IM/IA）への頻回のポーリングを避けられます。

撮影装置は（モバイルやネットワーク障害、送信先のダウンなど）間欠的な接続であっても線量対象物を配信する責任があります。

X線の線量SR対象物の内容は通常、TID 10001 "Projection X-ray Radiation Dose"かTID 10011 "CT Radiation Dose"の雛型に基づきますが、これらは拡張可能で、追加の雛型の使用は禁止されていません。


注：　DICOMは雛形の最初の導入以来、数回拡張しており、将来のさらなる増強の可能性もあります。このような変化を

監視し、実装を常に最新にしておくのは、実装者の責任であることを想起してください。

CT型撮影装置の被曝イベントを報告する撮影装置は、TID 10011に従う線量SR対象物を生成できねばなりません。

XR, XA, RF, MG, CR, DX型撮影装置の被曝イベントを報告する撮影装置は、TID 10001に従う線量SR対象物を生成できねばなりません。

受信システムは、雛形の被曝イベントUIDで重複を検知できる様になります。たとえば、おなじ被曝イベントが、手技のSR要約と全体検査の要約の両方に現れます。

以下の属性はタイプ2か3です。必須でなくても、撮影装置が属性に値を入れないと、線量対象物の処理と解析が困難になります。線量対象物に値がある場合には、属性値は表4.62-2の記述のように書き込まねばなりません。
表4.62-2: 線量状況属性　Dose Context Attributes
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群化検査症例の撮影（RAD TF-2: 4.6.4.1.2.3を参照）では一個の撮影装置実行済検査段階にあわせて、一個の線量対象物が生成され、画像セットから属性値を取得せねばなりません。検査タイプは、撮影の組合せに対応します。線量の部分セットに擬似的な副次検査を割り当てる必要はありません。撮影装置がグループ症例の各撮影の線量対象物を繰り返すなら適切な一意の書類順序を定めるべきです。いずれにせよ、DIRは被曝イベントUIDによって重複を認識できます。

もし、線量対象物が実際に照射した装置で作製されたなら、レポートを生成する装置は、関与装置順列（Contributing Equipment Sequence (0018,A001)）内に、自身を参照すべきで、強化汎用装置モジュール（Enhanced General Equipment Module, DICOM 2011 PS 3.3: C.7.5.3)内の4つのタイプ1の属性に照射装置を参照せねばなりません。

撮影装置は患者とファントム・校正スキャンの線量対象物の両方を作製できねばなりません。

4.62.4.1.2.1 線量対象物と画像対象物の相互参照 Cross-referencing Dose Objects and Image Objects
RAD TF-2: 4.8.4.1.2.4では、撮影装置が関連する画像インスタンスにIrradiation Event UID (0008,3010) を記録するのは必須としています。

Projection X-Ray Dose Template雛形（TID 10003）は、被曝イベントで作製された画像インスタンスのAcquired Images構成成分にUID参照を記録するのが必須です。CT Dose Templateは画像への参照を含みません。画像管理役（IM）に送られたインスタンスは、被曝のしばらく後に作製されるためです。

線量対象物に画像対象物がない場合があることに注意してください。たとえば、不良画像は保存されませんし、透視では画像は取得されないことがあります。

4.62.4.1.3 予期される動作

画像管理役・画像保管庫（IM/IA）はレベル2（完全）の保存を可能とせねばなりません。これにより、DICOMのタイプ1, 2, 3の（公的、私的）属性が保存されます。線量対象物を受け、保存し、検索・取得を可能にできねばなりません。

線量情報報告役と線量情報利用役は線量対象物を受け取らねばなりません。線量対象物は機能や設定、線量情報報告役と線量情報利用役の生成物の運営方針に応じて処理されねばなりません。可能性として、表示、処理、解析、印刷、取出しなどが考えられます。最低でも線量情報報告役は線量データの表示と集計ができなければなりません。

線量情報報告役はTID 10001とTID 10011の処理ができなければなりません。

複数の線量対象物を受け取ったとき、同じ被曝イベント（被曝イベントUID　(Irradiation Event UID)で認識）が、複数の線量レポートに参照されることがあります。処理や報告書の作成時にこのような重複被曝イベントを認識するのは受信側の責任です。

4.63 線量情報提出　（Submit Dose Information）

この章はIHEのRAD-63の通信と対応します。RAD-63は線量情報報告役と線量登録所で使われます。

4.63.1 範囲

この章は、詳細な被曝イベントのDICOM 構造化レポート対象物（DICOM SR object）のsecure FTP通信を記述します。線量情報報告役は線量対象物を線量登録所に、個人や集団の放射線被曝と臨床の編集、監視、分析のために、被曝情報を送ります。線量対象物は集団への適応例では、送信前に、しばしば匿名化されます。

4.63.2 使用例
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実行役：　線量情報報告役

役割：　撮影装置が実行した被曝の線量対象物を（匿名化して）送る

実行役：　線量登録所

役割：　線量情報報告役からの線量対象物を受け保存します。

4.63.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.3: A.35.8 X-Ray Radiation Dose SR IOD 

DICOM 2011 PS 3.10: Media Storage and File Format 

DICOM 2011 PS 3.16: X-Ray Radiation Dose SR IOD Templates 

DICOM 2011 PS 3.16: CT Radiation Dose SR IOD Templates 

IETF RFC-4217 Securing FTP with TLS

4.63.4 相互作用図
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4.63.4.1　線量情報送信 Submit Dose Information
4.63.4.1.1 きっかけ事象
線量情報報告役は、前回の送信以降に蓄積された線量対象物を、周期的に送信できねばなりません。

線量情報報告役は、設定可能な間隔で自動で、手動で、もしくは両方で送信できねばなりません。

定期的な送信を行うか、頻度はどうするか、最初に匿名化するか、どの線量対象物（たとえば、無作為抽出のサンプル、あるいは、特定の種別の検査のみを送る、など）を送信するか、は現場施設の方針と好みできまります。

4.63.4.1.2 通信文の意味

匿名化を除き、線量情報報告役が送信する線量対象物は、通常、線量情報保存あるいは線量情報取得トランザクションにより受信したレポートの複製です。

線量情報報告役は表 4.62-2 の線量状況属性（Dose Context Attributes）にあるRAD-62に記述された属性が書き込まれている（すなわち、空白でなく、ゼロでなく、その他のダミー値でない）のを確認します。QCのための操作者による手入力が必要であっても、行います。

画像処理や手作業にて計測することがあるので、体の大きさの評価のため位置決め画像も登録するのを奨励します。それぞれの線量登録所はこれを必須とするかもしれないので、情報報告役は、CT画像とImage Type (0008,0008) value 3 of LOCALIZERを受け取りレポートに含める機能を持つこともあります。

線量情報報告役は、IETF RFC-4217 “Securing FTP with TLS”に規定されたクライアントとしてsecure FTP sessionを開始せねばなりません。

FTP sessionを開始したら、線量情報報告役は、

1. ファイアウォールに害のない接続法を使用せねばなりません


2.　他のFTPコマンドに先だって、まずTLSで接続折衝（negotiation）せねば



なりません。


3. "Private"の秘匿レベルを要求せねばなりません（すなわち、Privateのレベルで


接続折衝できないなら、接続は失敗にせねばなりません）。


4. AESを可能とせねばなりませんが、TLSの一部として他の代替の暗号化が動的


接続折衝することは容認できます。


5. 証明書による認証を使用可能とし受け入れねばならず、ユーザ認証は不要にせね


ばなりません。


6. X.509に基づく証明書を使用可能とせねばなりません。


7. TLSが失敗したら切断せねばなりません。


注：　線量情報報告役と線量登録所による証明書管理はREMプロファイルの範囲外です。線量登録所は公共

証明書を自身のウエッブサーバ上で使用可能にすると便利です。線量情報報告役を持つ病院は、線量登録プロジェクト
に参加するとき、線量登録所の管理者に送付可能なeメール内で公共証明書のファイルが手に入る様にすることができ
ます。証明書管理の詳細は、NEMA Security and Privacy Committeeが開発した、"Management of Machine 
Authentication Certificates"白書を参照してください。これは、NEMAのウエッブページ、www.medicalimaging.crg/wp-
content/uploads/2011/02/CertificateManagement-2007-05-Published.pdfで手に入ります。

線量登録所はsecure FTPセッションを、上記の様に、受け入れ可能でなければなりません。

線量登録所は、USERログイン（パスワードなし）で、あるいは、匿名USERログインのPASSで記述的文字列を提供して、線量情報報告役が自身を特定することを（監査の目的で）要求することがあります。線量情報報告役はこのような詳細を設定可能でなければなりません。

線量情報報告役はFTPを使って、Explicit VR Little Endianの転送構文で、DICOM Part10メディアファイルとしてフォーマットされ、DICOM SRにコード化した線量対象物を送らねばなりません。

線量対象物は以下のいずれかで送信されます。

· 個別ファイル

· DICOM 2011 PS 3.12 Annex Vに記述されたZIPファイルメディア

DICOM Zip File Mediaは有効なDICOMDIRが必要です。

線量情報報告役は複数の設定された送り先に線量対象物を送れねばなりません。

線量情報報告役は間欠的な接続（ネットワーク障害、送付先システムの不調など）であっても線量対象物を配信する責任があります。

4.63.4.1.2.1 識別情報削除　De-identification

線量情報報告役は線量対象物を送信する前に識別情報を削除できねばなりません。

どの属性を消すかは目的により様々です。RAD TF-3: 付録 I とDICOM 2011 PS 3.15 Annex Eを参照してください。

したがって、このトランザクションは、文字情報の全てや私的属性値の全てを削除することを求めていません。

線量情報報告役は、削除あるいは置き換える属性を設定する方法を提供してもよいです。最低でも線量情報報告役はDICOM 2011 PS 3.15の基本アプリケーションレベル秘匿性プロファイル（Basic Application Level Confidentiality Profile） に列挙された全ての属性の消去や変更の設定を保証せねばなりません。以下の使用を設定できねばなりません。

· 生涯記録保持オプション

· 患者特性保持オプション

· 装置情報保持オプション

· UID保持オプション

これらが設定可能であることは重要です。患者の性や近似的な年齢と体重、撮影された解剖学的部位、検査のタイプは、典型的には集団線量解析の一部で、これらの情報を送信するデータから削除しないで手つかずで置く能力無しでは、解析は成し得ません。患者誕生日（Patient Birth Date (0010,0030)）が除かれたら、適切な患者年齢（Patient Age (0010,1010)）が含まれねばなりません。

識別情報削除後、線量情報報告役はDICOMデータセットのそれぞれのインスタンスに、YESをいれた患者識別情報削除済（Patient Identity Removed (0012,0062)）属性を加えます。さらに、識別情報削除法（De-identification Method (0012,0063)） か、識別情報削除法コード順列（De-identification Method　Code Sequence (0012,0064)）か、に値を追加せねばなりません。

線量情報報告役は識別情報削除しない設定も可能であらねばなりません。

ある想定業務手順では、（必要な同意やプライバシー協定が必要ですが）特定患者の生涯記録研究など、識別情報を削除しないほうが好ましい場合もありえます。このような場合、もし患者識別削除済（Patient Identity Removed (0012,0062)）属性があれば、データ送信前に変更してはなりません。もしなければ、NOの値を入れて加えるべきです。

線量情報報告役は、送り先のそれぞれに異なった患者識別削除の設定を行えねばなりません。

識別情報削除の場合によっては、UIDを変更せねばなりません。このトランザクションでは線量情報報告役はUIDを変更する機能は不要ですが、もしUIDが変更されたら、送信するデータセット内、および、経過中の複数送信の間での、内部整合が保持されねばなりません。以下のルールで整合性を取らねばらなりません。

· 集合内では同じエンティティの全ての複合インスタンスは同じUIDを使う。もし、Study Instance UIDが変更されたら、同じ検査に属する全ての線量対象物の値は全て同じにします。

· 集合内の別のインスタンスやエンティティへのUIDによる参照は、更新します。たとえば、以前の書類、参照画像と元画像のSOPインスタンス
UIDへの参照です。

· 集合内にない他のインスタンスやエンティティへのUIDによる参照は削除するか、一貫性のある、良くできた、ダミー参照に変更せねばなりません。

もし、同じインスタンスが種々の機会に複数回取り出されるなら、識別情報やUIDはそれぞれの機会毎に同じ値に置き換えねばなりません。つまりこのトランザクションには、識別情報やUIDの決定論的な置換が必要です。これにより、受けとる線量登録所が重複した線量を合算せずに済みます。もっとも安全な方法はUIDを置換しないことですが、施設方針が許さないかもしれません。

識別情報削除を行う線量情報報告役は不適切なIODを生成してはなりません。特に、

· 必須や条件付の属性は削除せず、置換せねばなりません。

· タイプ1属性には値を入れねばなりません。

· タイプ2属性は0長にコード化できますが、特に、患者名、患者ID、検査ID、アクセッション番号のような、ブラウザでよく使われる、属性には値を入れることを推奨します。

· UIDは有効な根元値（root value）を持ち、世界で一意でなくてはなりません。

線量情報報告役は線量対象物の偽名化機能を持つ必要はありません。偽名化についてはRAD TF-3: 4.51.4.1.4を参照してください。

4.63.4.1.3 予期される動作

線量登録所は受付けた線量対象物を受け入れねばなりません。線量対象物をどう扱うかは機能や設定、製品の動作方針によります。線量登録プロジェクトについてはRAD TF-1: 付録 I – Deployment of Dose Registriesに記載があります。

線量情報報告役は、重複や欠損を避けるため、どの線量対象物が送信されたかを把握しているかもしれませんが、線量登録所は全ての線量対象物が送信されたと頼りにできませんし、二重登録をチエックする用意をせねばなりません（被曝イベントUIDを確認しますが、今回のあるいは以前の登録時の識別情報削除に影響されます。特に、同じ情報が異なる報告役から複数回送られて来るような場合には影響されます）。
4.64 線量情報問合せ　（Query Dose Information）

この章はIHE Technical FrameworkのRAD-64に対応します。RAD-64は線量情報報告役、線量情報利用役、画像管理役（IM）で使われます。

4.64.1 範囲

線量情報報告役や線量情報利用役は画像管理役（IM）から特定のフィルターで絞り込まれたメタデータを要求し、受け取ります。

4.64.2 使用例役割
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実行役：線量情報報告役

役割：線量対象物のリストを（通常はこれを受け取るために）検索します。

実行役：線量情報利用役

役割：線量対象物のリストを（通常はこれを受け取るために）検索します。

実行役：画像管理役（IM）

役割：線量情報報告役や線量情報利用役からの特定のフィルターで絞りこんだ検索に応ずる

4.64.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: Query/Retrieve Service Class

DICOM 2011 PS 3.4: Structured Reporting Storage SOP Classes

DICOM 2011 PS 3.3: A.35.8 X-Ray Radiation Dose SR IOD

4.64.4 相互作用図
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注：　上図で、線量情報消費役はC-FIND通信文も受信し、応答せねばなりません。

4.64.4.1　線量情報問合せ Query Dose Information
検索SOPクラスに対応します。詳細はDICOM 2011 PS 3.4参照してください。

4.64.4.1.1 きっかけ事象
線量情報報告役は線量対象物の情報を受け取る必要があります。

このきっかけは、線量情報報告役が線量対象物を表示しり、処理したり、登録するときに起こります。たとえば、あるタイプの検査の診断参照値を越える検査の日報を作成する、昨年中にある患者に与えられた線量のサマリーを作成する、先週行われた全ての検査を国の線量登録所に登録するレポートを作る、などです。

線量情報消費役が線量対象物の情報を取得する必要があります。

このきっかけは、線量情報消費役が線量対象物を表示しり、一個以上の線量対象物にさらに処理したり、登録するときに起こります。たとえば、線量図を作るために画像と線量対象物を一緒に処理する、です。詳細は、RAD TF-1: 22.3 Radiation Exposure Monitoring Process Flowの使用例を参照してください。

4.64.4.1.2 通信文の意味

通信文の意味はDICOM Query/Retrieve SOP Classesで定義されます。
線量情報報告役および線量情報利用役はQuery/Retrieve SOP ClassesをSCUの役割として実装せねばなりません。画像管理役・画像保管庫（IM/IA）はQuery/Retrieve SOP ClassesをSCPの役割として実装せねばなりません。

DICOM Study Root Query/Retrieve Infomation Model - FIND SCP Class、あるいは、DICOM Patient Root Query/Retrieve Infomation Model - FIND SOP Classからの、C-FIND要求は線量情報報告役、または、線量情報利用役から画像管理役（IM）に送られねばなりません。

線量情報報告役および線量情報利用役は一つ以上の検索キーを検索条件として使い、画像管理役（IM）から選択したレベル（患者、検査・シリーズ・画像・インスタンス）で該当する項目のリストを受け取ります。

DICOMに定義された必須の一意キーに加えてDose Report QueryのSCUとSCPは、検査レベルとシリーズレベルの検索用の合致キーや返答キーが、RAD TF-2: 4.14.4.1.2 と表 4.14-1に定義された様に、使用可能でなければなりません。

線量情報報告役(SCU)、線量情報利用役(SCU)、画像管理役・画像保管庫（SCP）は表4.64-1に定義された線量情報に特定のキーにも対応せねばなりません。

表 4.64-1　線量報告書インスタンス限定の検索合致キーと返答キー
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上表のキー使用の必須の凡例はRAD TF-2:2.2に定められています。

4.64.4.1.2.1 絞り込み方法　Filtering Strategies
使用可能な合致キー、返答キー、対象物内容に基づく絞り込み検索の方法はあきらかですが、いくつかの示唆を記します。

絞り込みは三点で起こり得ます。合致キーはサーバ側での絞り込みを可能にします；絞り込みに適合するメタデータを持つインスタンスのみ回答されます。返答キーはクライアント側で絞り込みを可能にします；返答キーに合致するメタデータをもつインスタンスのみが取得されます。最後に、対象物の属性や内容構成成分は、さらなるクライアント側での絞り込みを可能にします。；絞り込みに合致するインスタンスのみが処理されます。

クライアント側で対象物属性と内容による絞り込みが最も柔軟ですが、不要な多量の対象物の取り出しを避けるために合致キーと返答キーの使用がたいへん有用です。

線量対象物を絞り込むには：

· 合致キー　—　SOP Class UID (0008,0016)で、X-ray Radiation Dose SR Storage SOP 

Classの選択ができます。

ある日付の範囲で絞り込むには：

· 合致キー　—　Study Date (0008,0020) やPerformed Procedure Step Start Date(0040,0244)を使います。

特定の撮影装置で絞り込むには、
· 合致キー　—　Modalities in Study (0008,0061)を使う。（CT, XA, DR, DX, CR, MX）



注：ある種の検査は複数の撮影装置をもつことがあり、線量レポートで装置を確認する必要が残りま


す。シリーズレベルの撮影装置属性は常に線量報告ではSRであることも注意してください。

· 返答キー　—　Template ID (0040,DB00)を使い、CTか投影X線の線量レポートかを区別します。
将来の線量レポートも新しいTemplate ID値で同定可能で、画像保管庫（IA）が合致キーとして使用可能にできる貴重な属性になり得ます。

· 対象物内容樹　—　 Procedure Reported を使用して、マンモグラフィーを他のX線撮影と区別します。

特別な手技を絞り込むには、

· 対象物属性　—　実行済検査コード順列（Performed Procedure Code Seq. (0040,A372)）はタイプ2ですが、線量対象物で占められた場合、実行された撮影手技を含むので、検査の同定が可能となります。これは施設内のコードで変化しがちなので、種々の検査コート・部位コードをより小さな集合に対応させ、分析を実行し報告するための参照表を使用する必要があるでしょう。

· 対象物内容樹　—　 撮影プロトコル（Acquisition Protocol）があれば、手技のタイプを特定する助けになります。


注：シリーズ記述(0008,103E)はタイプ3属性です。存在すれば、線量対象物は"Radiation Dose Information”の値を
持ちます。

撮影部位で絞り込むには、

· 対象物内容樹　—　目的部位（Target Region）が役立ちます。
 注：実装によってはきわめて詳細な部位が提供されるが絞り込みはより広い範囲の部位にしたいことがあります；他の実装  では簡略されすぎた部位のため絞り込みができないこともあります。
· 対象物内容樹　—　解剖学的構造（Anatomical Structure）があれば、投影X線の線量報告で体部位が同定可能です。

患者の年齢範疇で絞り込むには、

· 返答キー　—　患者生年月日（Patient’s Birth Date (0010,0030)）で患者の年齢層の特定ができます。

· 返答キー　—　患者年齢（Patient’s Age (0010,1010)）はタイプ3属性でオプションの返答キーですが、一部の患者の年齢層の特定ができます。

患者体重で絞り込むには

· 返答キー　—　患者体重（Patient’s Weight (0010,1030)） はタイプ3属性で、オプションの返答キーですが、一部の患者の体重範囲の特定ができます。

患者の性別で絞り込む

· 返答キー　—　患者性別（Patient’s Sex (0010,1040)）は、患者の性の特定が（例えば、妊娠可能年齢の女性についての監視方針に従い）できます。

4.64.4.1.3 予期される動作

画像管理役・画像保管庫（IM/IA）は、C-FIND要求を受け、与えられたキーにより検索し、合致する記録のリストを、C-FIND応答を介して、線量情報報告役、あるいは、線量情報消費役に、返します。

線量情報報告役や線量情報利用役は返答キーの値を使って特定の線量対象物を取得します。詳細は4.64.4.1.2.1節を参照してください。一部の詳細は初回の取得でのみ得て、ついで、線量対象物を解析します。

4.65 線量情報取得　（Retrieve Dose Information）

この章はIHE Technical FrameworkのRAD-65に対応します。RAD-65は線量情報報告役、線量情報利用役、画像管理役（IM）で使われます。
4.65.1 範囲

線量情報報告役や線量情報利用役は画像管理役（IM）から線量対象物を取得します。

4.65.2 使用例役割
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実行役：線量情報報告役

役割：線量対象物を要求し取得します。

実行役：線量情報利用役

役割：線量対象物を要求し取得します。

実行役：画像管理役（IM）

役割：線量情報報告役や線量情報利用役から要求された線量対象物を提供します。

4.65.3 参照する標準

DICOM 2011 PS 3.4: Query/Retrieve Service Class

DICOM 2011 PS 3.4: Structured Reporting Storage SOP Classes

DICOM 2011 PS 3.3: A.35.8 X-Ray Radiation Dose SR IOD

4.65.4 相互作用図
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注：　上図では、線量情報消費役と線量情報レポート役はC-MOVE要求を出しC-STORE通信文も受けることがありま
    す。

4.65.4.1　線量情報取得 Retrieve Dose Information
取得（Study Root – MOVEとオプションで、Patient Root – MOVE）SOPクラスが使用可能でなければなりません。これは、シリーズレベルでC-MOVEも使用可能でなければならないことになります。詳細な記述的意味はDICOM 2011 PS 3.4 Annex C参照してください。

画像管理役・保管庫（IM/IA）、線量情報報告役、線量情報利用役は下記の表4.65-1に示すSOPクラスが使用可能でなければばなりません。

表4.65-1：　線量保存SOPクラス
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4.65.4.1.1 きっかけ事象
線量情報報告役及び線量情報消費役が特定の線量対象物を必要とすると決めます。

4.65.4.1.2 通信文の意味

通信文の意味はDICOM 2011 PS 3.4: Query/Retrieve Service ClassのDICOM Query/Retrieve SOP Classesの章で定義されます。線量情報報告役または線量情報消費役はDICOM C-MoveのSCUとDICOM Storage SCPのSCPで、画像管理役（IM）はDICOM C-MoveのSCPとDICOM StorageのSCUです。

投影X線放射線量SR対象物は通常、TID 10001 "Projection X-ray Radiation Dose"かTID 10011 "CT Radiation Dose"の基礎雛型に基づくが、これらの雛型は拡張可能で、追加の雛型の使用も禁止はされないことに注意せねばなりません。

画像管理役・画像保管庫（IM/IA）から線量対象物を取り出すときに、患者や手技の情報が最新であることを保証するのは画像管理役・画像管理庫（IM/IA）の責任です。

画像管理役・画像保管庫（IM/IA）はC-MOVE要求を受け、線量情報報告役または線量情報消費役とDICOM連携を確立し、接続し、DICOM C-STOREコマンドで要求された線量対象物を転送します。

4.65.4.1.3 予期される動作

線量情報報告役と線量情報利用役は線量対象物を受け取らねばなりません。線量情報報告役や線量情報利用役の機能や設定、運用論理によって線量対象物を処理されねばなりません。可能性として、表示、処理、解析、印刷、取り出しなどがあります。

線量情報報告役はTID 10001とTID 10011の両方の処理ができねばなりません。

線量情報報告役または線量情報消費役は画像保管庫（IA）に対して、使用されている雛形や取得した書類の内容を認識できないことを理由に、エラーを返してはなりません。結果は単に破棄せねばなりません。

同一の被曝イベント（被曝イベントUIDで識別可能）は、複数の線量対象物で参照されることがあります。たとえば、手技ごとに集計したSRと検査全体を集計したSRとに、同じイベントが現れることがありえます。

線量情報報告役や線量情報利用役は、線量対象物内の被曝イベントUIDによって重複を認識せねばなりません。

線量情報報告役は、取得した線量情報に基づいてユーザに何らかの報告を提示出来ねばなりません。この様なレポートの形式や内容、解析法はREMプロファイルでは定義しません。このような詳細は製品設計の一部として作成されます。
4.66 　拒否ノート保存（Rejection Note Stored）
この章はIHE Technical FrameworkのRAD-66に対応します。RAD-66は、撮影装置、エビデンス生成役、画像管理役・画像保管庫、および、依頼変更役に使われます。
4.66.1 範囲
このトランザクションでは、撮影装置、依頼変更役、あるいは、エビデンス生成役が、特定のDICOMキー対象物選択（拒否ノート、Rejection Note）を、参照した画像を「拒否」と印つけるために、画像管理役・画像保管庫に送ります。使用者は事前に以下を行います：

· 画質を理由に拒否する特定の画像を、拒否の理由を付して、選びます。あるいは

· ある画像を訂正して、元の不正な画像が患者の安全のため拒否される様にします。あるいは、
· ある画像を正しい撮影装置業務一覧のエントリに関連付けて、元の画像が撮影装置業務一覧不正選択を理由に拒否される様にします。
代わりに、画像管理役・画像保管庫の使用者は、削除の理由を付して、特定のインスタンスをデータ保持基本方針期限切れのため、削除する様に選択します。
4.66.2 使用例役割
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図4.66.2-1: 使用例図
実行役：撮影装置
役割：取得された使用可能な、不正あるいは画質のため拒否する画像に、拒否ノートを生成して、旗印をつけ、画像管理役・画像保管庫に送ります。
実行役：エビデンス生成役
役割：不正あるいは画質のため拒否する画像に、拒否ノートを生成して、旗印をつけ、画像管理役・画像保管庫に送ります。
実行役：画像管理役・画像保管庫
役割：画像保管庫は、撮影装置あるいはエビデンス生成役から拒否ノートを受け取り、処理して保存します。画像管理役・画像保管庫は拒否ノートで参照された画像に定められた論理を適用します。
実行役：依頼変更役（Change Requester）
役割：使用可能な、(1)不正な撮影装置業務一覧エントリに関連する、(2)データ保持方針の期限切れに当たる、あるいは、(3)画質あるいは患者安全を理由に拒否された、インスタンスを、拒否ノートを生成して、旗印をつけ、画像管理役・画像保管庫に送ります。
4.66.3 参照する標準
DICOM 2011 PS 3.4: Key Object Selection Document Storage SOP Class

DICOM 2011 PS 3.4: Storage SOP Class

DICOM 2011 PS 3.4: Query/Retrieve SOP Class DICOM 2011 PS 3.16: TID 2010, CID 7011

4.66.4 相互作用図
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図4.66.4-1: 相互作用図：IOCMに保存された拒否ノート

このトランザクションは”DICOM　C-STORE”事象と、撮影装置、エビデンス生成役、依頼変更役、画像管理役・画像保管庫を、上記の相互作用図のごとく、関連つけます。撮影装置、エビデンス生成役、あるいは、依頼変更役がDICOM Storage SCUで、画像管理役・画像保管庫がDICOM Storage SCPです。
以下の表に、異なるプロファイルでのキー対象物選択書類標題（Key Object Selection Document Titles）の使用法を要約します。
表4.66.4-1: キー対象物選択標題を使用可能とするプロファイル
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4.66.4.1　拒否ノート保存（品質管理用） Rejection Note Stored (for Quality Reasons)

4.66.4.1.1 きっかけ事象
撮影装置、エビデンス生成役、あるいは、依頼変更役の操作者が取得されたばかりのある画像の品質がたりないことに気づきます。操作者はこの実行役を実装するシステムが提供する機能を使用してこの画像に印をつけます。撮影装置、エビデンス生成役、画像管理役・画像保管庫、あるいは、依頼変更役が画像管理役・画像保管庫に送る拒否ノートをこのようにして操作者が生成します。
4.66.4.1.2 通信文意味
撮影装置、エビデンス生成役、画像管理役・画像保管庫、あるいは、依頼変更役は新しいキー対象物選択（Key Object Selection）インスタンスを、拒否された画像のスタディの新しいシリーズに、生成せねばなりません。情報統合に不可欠の値は、エビデンス書類属性対応付（RAD TF-2: A.2）に定められた様に、入れねばなりません。このインスタンスはDICOM PS 3.3と3.4に定める様に構成され、DICOM TD2010雛形に以下の値を持たねばなりません：,

· キー対象物選択書類標題コード（Key Object Selection Document Title code）（113001, DCM, "Rejected for Quality Reasons"）
· DICOM Context Group 7011から選んだ少なくとも一つの書類標題修飾子コード（Document Title Modifier code）
· 全ての拒否された画像への参照
4.66.4.1.3 予期される動作
画像管理役・画像保管庫は、書類標題に(113001, DCM, "Rejected for Quality Reasons")をもつキー対象物選択（Key Object Selection）を受け取り、これを保存せねばなりません。画像管理役・画像保管庫は以下の二つを振る舞いを可能とせねばなりません。選択された振る舞いは設定可能でなければなりません。
· 通常使用：キー対象物選択インスタンスとそれに参照されたすべてのインスタンスについて、画像管理役・画像保管庫は、応答のなかでSOPインスタンスUIDを、および、患者、スタディ、シリーズ、あるいは、インスタンスレベルの取得の中でインスタンスを、返さねばなりません。

· 拒否されたインスタンスの隠蔽：キー対象物選択のなかで参照された拒否されたインスタンスについて、画像管理役・画像保管庫は、応答のなかでSOPインスタンスUIDも、患者、スタディ、シリーズ、あるいは、インスタンスレベルの取得の中でインスタンスも、ともに返しません。
上記の様に定められた振る舞いに従って完全なシリーズが拒否されたなら、画像管理役・画像保管庫は、シリーズレベルのC-FIND要求を受けた時には、空のシリーズをC-FIND応答で返しても返さなくても構いません。
4.66.4.1.3.1 拒否されたインスタンスの利用 Access to Rejected Instances
この節の内容は、画像対象物変更管理（Imaging Object Change Management）プロファイルでは、画像管理役・画像保管庫に、必須です。
画像管理役・画像保管庫は、C-FINDサービスとC-MOVEサービスのそれぞれについて、二つのApplication Entitiesを提供せねばなりません：通常使用に関連する一個のAE、および、拒否インスタンス秘匿に関連する一個のAE、です（4.66.4.1.3を見てください）。

画像管理役・画像保管庫は、「通常使用」アプリケーションエンティティの利用を呼び出しAEタイトルの限定されたセットに制限する様に設定できねばなりません。
4.66.4.2拒否ノート保存（患者安全用） Rejection Note Stored (for Patient Safety Reasons)
4.66.4.2.1 きっかけ事象

撮影装置、エビデンス生成役、あるいは、依頼変更役の操作者が取得されたばかりのある画像や生成されたエビデンス書類が不正であることに気づきます。操作者はこの実行役を実装するシステムが提供する機能を使用してこの画像やエビデンス書類を訂正します。撮影装置、エビデンス生成役、画像管理役・画像保管庫、あるいは、依頼変更役が画像管理役・画像保管庫に送る拒否ノートをこのようにして操作者が生成します。
4.66.4.2.2 通信文の意味
撮影装置、エビデンス生成役、あるいは、依頼変更役は、表示された画像の一個以上の属性、あるいは、適用されたエビデンス書類を、使用者に訂正させねばなりません。


· 使用者は訂正された新しい画像あるいはエビデンス書類を、AD TF-2:4.8.4.1.2.4に定めるように画像撮影装置で、あるいは、RAD TF-2:4.18.4.1.2.5に定めるようにエビデンス書類生成役で、保存できねばなりません。
撮影装置、エビデンス生成役、あるいは、依頼変更役は新しいキー対象物選択インスタンスを不正なインスタンスのスタディの新シリーズとして生成せねばなりません。情報統合に不可欠の値は、エビデンス書類属性対応（RAD TF-2: A.2）に定める様に、入れられねばなりません、インスタンスは、DICOM PS 3.3 と3.4に定める様に構成されねばなりません。さらに以下でなければなりません：
· キー対象物選択書類標題（Key Object Selection Document Title）値は（113037, DCM, "Rejected for Patient Safety Reasons"）でなければなりません。

· 全ての不正のインスタンスと導かれたインスタンスへの参照（例えば、FOR PRESENTATIONやFOR PROCESSING）。
このキー対象物選択インスタンスは、画像管理役・画像保管庫に保存されねばなりません。これは、参照された不正なインスタンスを通常は使われないようにするきっかけになります。
4.66.4.2.3 予期される動作
画像管理役・画像保管庫は、不正なインスタンスと訂正されたインスタンスに加え、書類標題（Document Title）値に（113037, DCM, "Rejected for Patient Safety Reasons"）を持つキー対象物選択（KOS）も、受け取らねばなりません。画像管理役・画像保管庫は、この特定のキー対象物選択によりきっかけをえて、不正なインスタンスを隠蔽せねばなりません。さらに、以下ができねばなりません：

· KOSに参照された不正なインスタンスを、画像問合せ・取得トランザクション（RAD-14, RAD-16）、あるいは、表示条件問合せ・取得トランザクション（RAD-15, RAD-17）に応答して、提供しない様にせねばなりません。
上記の特定された振る舞いに従って完全なシリーズが拒否された場合には、シリーズレベルのC-FIND要求を受け取った場合には、画像管理役・画像保管庫はC-FIND応答の中で、空のシリーズを返すことも返さないこともできます。

注：この不正インスタンスの隠蔽は特定の標題を持つKOSでのみ（キー画像注釈に定められたKOS一般的使用と異なります。RAD TF-1: 8を見てください）きっかけを得て発動されます。

4.66.4.2.3.1 IOCMでの画像管理役・画像保管庫追加要求事項 Additional Reuirements for IMage Manager/Archive in ICOM
画像管理役・画像保管庫は、4.66.4.2.3節に定める様に、この特定のキー対象物選択によりきっかけをえて、不正なインスタンスを隠蔽せねばなりません。さらに以下ができねばなりません：

· 隠蔽されたインスタンスの以降の起生を受け付けない

4.66.4.3 拒否ノート保存済　（不正な業務一覧用） Rejection Note Stored (for Incorrect Madalityu Worklist)
4.66.4.3.1 きっかけ事象
変更依頼役（撮影装置、あるいは、画像管理役・画像保管庫と群化されています）の操作者が、生成されたばかり、あるいは、伝送されたばかりの、ある画像が撮影装置業務一覧の誤ったエンティティと関連つけられていることを感知します。操作者はこれらの実行役を実装するシステムの機能を使用して、画像を正しい撮影装置業務一覧エンティティに訂正します。この様にして、操作者は拒否ノートを生成し、画像管理役・保管庫に送ります。
4.66.4.3.2 通信文の意味
変更依頼役は、使用者がスタディ内の一個以上の対象物を正しい撮影装置業務一覧に関連つけるようにできねばなりません。変更依頼役は、不正な撮影装置業務一覧と関連つけられたインスタンスを参照するスタディの新しいシリーズ内に新しいキー対象物選択インスタンスを生成せねばなりません。エビデンス書類属性対応つけ（RAD TF-2: A.2）に定められたように、情報統合に不可欠の値を入れねばなりません。インスタンスはDICOM PS 3.3 と3.4に定められたように構成されねばならず、DICOM 雛形TID 2010に以下の値を持たねばなりません：

· キー対象物選択書類標題コード（ Key Object Selection Document Title code）に (113038, DCM, “Incorrect Modality Worklist Entry”)

· 不正な撮影装置業務一覧に関連つけられたすべてのインスタンスへの参照 
4.66.4.3.3 予期される動作
画像管理役・画像保管庫は、不正なインスタンスと訂正されたインスタンスに加え、書類標題（Document Title）値に（113038, DCM, “Incorrect Modality Worklist Entry”）を持つキー対象物選択（KOS）も、受け取らねばなりません。画像管理役・画像保管庫は、この特定のキー対象物選択によりきっかけをえて、不正なインスタンスを隠蔽せねばなりません。さらに、以下ができねばなりません：

· KOSに参照された不正なインスタンスを、画像問合せ・取得トランザクション（RAD-14, RAD-16）、あるいは、表示条件問合せ・取得トランザクション（RAD-15, RAD-17）に応答して、提供しない様にせねばなりません。

· 隠蔽されたインスタンスの以降の起生を受けつけない

上記の特定された振る舞いに従って完全なシリーズが拒否された場合には、シリーズレベルのC-FIND要求を受け取った場合には、画像管理役・画像保管庫はC-FIND応答の中で、空のシリーズを返すことも返さないこともできます。

4.66.4.4 拒否ノート保存（データ保持期間切れ用） Rejection Note Stored (for Data Retention Expiry)

4.66.4.4.1 きっかけ事象
変更依頼役（画像管理役・画像保管庫と群化されています）は、あるインスタンスがデータ保持期間を超えたと、用手的あるいは自動で、決定し、自動的に現場でこれを削除します。設定に基づいて、変更依頼役は外部の画像管理役・画像保管庫（例えば、中央化画像保管庫）にインスタンスの保持期間切れを通信します。このようにして、拒否ノートを生成し、外部の画像管理役・画像保管庫に送ります。
4.66.4.4.2通信文意味
変更依頼役は、期限切れインスタンスをもつスタディのそれぞれに、新しいシリーズの中で新しいキー対象物選択インスタンスを生成せねばなりません。エビデンス書類属性対応つけ（Evidence Document Attribute Mapping）(RAD TF-2: A.2) に定める様に、情報統合に不可欠な値を入れねばなりません。DICOM PS 3.3 と 3.4に定める様に構成されねばならず、インスタンスはDICOM雛形 TID 2010に以下の値を持たねばなりません。
· キー対象物選択書類標題コード（Key Object Selection Document Title code）に (113039, DCM, “Data Retention Policy Expired”).
· 要求されるデータ保持期間を超えたスタディ内のすべてのインスタンスへの参照
4.66.4.4.3 予期される動作
画像管理役・画像保管庫は、書類標題（Document Title）に（113039, DCM, “Data Retention Policy Expired”）の値をもつ、キー対象物選択（Key Object Selection (KOS)）インスタンスを受け取ります。画像管理役・画像保管庫は、この特異的キー対象物選択インスタンスを期限切れインスタンスを削除するきっかけとせねばなりません。

上記の特定された振る舞いに従って完全なシリーズ内容が削除された場合には、画像管理役・画像保管庫はシリーズ自身を削除することも、しないこともできます。
画像管理役・画像保管庫は、データ保持期間切れのためすでに削除されたと同じ、期限切れのインスタンスを後に受け取った場合には、対応するインスタンス保存済トランザクション（RAD-8, RAD-9, RAD-18, RAD-19, RAD-29, RAD-43, RAD-61）の一つに定められたように、インスタンスを受け取らねばなりません。
4.68　画像書類セット提供と登録– MTOM/XOP
　 Provide and Register Imaging Document Set – MTOM/XOP
この節はIHEテクニカルフレームワークのトランザクションRAD-68に対応します。画像書類セット提供と登録－MTOM/XOP（Provide and Register Imaging Document Set – MTOM/XOP）は画像書類源に使われ、XDS画像書類セットを書類登録所（Document Registry）に提供し、保管庫にこれを保存し書類登録所（Document Registry）に登録する要求を行うため、画像書類源に使われます。保管庫（repositry）はこれらの書類を保存し、書類登録所に登録します。このトランザクションはITIテクニカルフレームワークのITI-41から導かれたものです。このトランザクションは、新たな書類コンテンツのタイプを追加し、同様に、ITI-41に定義されたメタデータにも付加的意味および制約を追加します。
4.68.1 範囲

画像書類セット提供と登録－MTOM/XOPトランザクションは，画像書類源から書類保管庫に保管庫提出要求（Repositiry Submission Request）を渡します。
画像書類セット提供と登録－MTOM/XOPトランザクションは以下の項目を伝えます：
· ゼロ個以上の新しい書類を記述したメタデータ（例：ゼロ書類を記述したメタデータは、すでに提出された書類への参照を含むフォルダーを記述するのに使われる）

· メタデータ内では、書類一つに対して一つのXDSDocumentEntry対象物
· 提出セットと定義と、新しい書類へのリンクと既存書類への参照
· ゼロ個以上のXDSフォルダー定義と新規および既存の書類へのリンク

· ゼロ個以上の書類
4.68.2 使用例役割
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実行役: 画像書類源（Imaging Document Source）

役割: 書類保管庫（Document Repository）へ、書類とこれに関連するメタデータを提出します。

実行役: 書類保管庫（Document Repository）

役割: 　書類とこれに関連するメタデータの受信と：

書類の保存


後から書類の取得ができるように、提出されたメタデータを保管庫情報で補強する。


補強されたメタデータを書類登録所に転送する
4.68.3 参照する標準
ITI-41 Provide and Register Document Set-b　から引き継がれた標準の一覧については、ITI TF-2b: 3.41.3を参照してください。

加えて、放射線領域に特異な内容を定めるため、次の標準が用いられています。

DICOM 2011 PS 3.3: Key Object Selection Document (KOS) 

DICOM 2011 PS 3.16: Content Mapping Resource

DICOM 2011 PS 3.18: Web Access to DICOM Persistent Objects (WADO)

PDF/A ISO 19005-1. Document management - Electronic document file format for long-term preservation - Part 1: Use of PDF (PDF/A)
HL7 CDA Release 2.0 （以下の本文では、HL7 CDA R2、あるいは、単にCDAと記します）
HL7 Implementation Guide for CDA® Release 2: Imaging Integration; Basic Imaging Reports in

CDA and DICOM; Diagnostic Imaging Reports (DIR) – Universal Realm, Release 1, March

2009.
4.68.4 相互作用図
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4.68.4.1　画像書類セット提供と登録－MTOM/XOP要求通信文 Provide and Register Imaging Document Set – MTOM/XOP Request Message
画像書類源は書類と関連したメタデータを書類保管庫に送ります。この通信文はITI TF-2b: 3.41.で定義されたProvide and Register Document Set-b トランザクションの拡張です。

4.68.4.1.1 きっかけ事象
このトランザクションに対するきっかけは以下です：

· 画像書類源が１つまたはそれ以上の新たな画像書類を共有のために提出するように指示される、または、

· 画像書類源による更新の提出が必要となるような、すでに提出された書類、または、すでに提出された目録の内容が、変更される。
4.68.4.1.2 通信文の意味

このトランザクションは、次のタイプの書類を共有するために、追加の書類内容タイプを定義しITI-41 Provide and Register Document Set-bの通信文の意味を拡張しています。


1. DICOM SOPインスタンスのセット


2. 画像診断レポート

これらの内容タイプとその使用を可能とするため、追加の要求とXDS書類メタデータ上の制約が決められています。

画像書類セット提供と登録－MTOM/XOP要求通信文の意味は次の亜節で定義されています。


1. 　目録（Manifest）書類を介した永続的DICOMインスタンスの共有


2. 　PDFか、CDA構造化あるいはCDA包含テキスト形式の放射線診断レポートの共有


3. 　XDS-I.b 書類メタデータ仕様

4. 　放射線画像情報の共有におけるXDS登録セットの概念の適用
画像書類源によって送られるこの提供と登録（Provide-and-Register）トランザクションに対するWSDL定義は、ITI-41のXDS.b書類源によって送られる提供と登録（Provide-and-Register）トランザクションと変わりはありません。提供と登録（Provide-and-Register）トランザクションのWSDL定義は以下のIHE FTPサーバで見ることができます。

ftp://ftp.ihe.net/TF_Implementation_Material/ITI/wsdl/XDS.b_DocumentRepository.wsdl
4.68.4.1.2.1 DICOM インスタンスのセットの共有 Sharing Set of DICOM Instances
画像書類源は、共有を意図するDICOM SOPインスタンスへの参照を記述してまとめた目録を、作成します。目録、即ちKey Object Selection (KOS) 書類インスタンスは、書類登録所に登録され、書類保管庫に提供された書類そのものです。

IHE ITI XDS.b統合プロファイルに定義されたように、書類源と書類保管庫の間の通信文の構造はMTOM/ XOPに書式化された通信文です。このトランザクションにおいて、ソース実行役は画像書類源ですが、上述の要求を適用します。KOS書類インスタンスは、MIMEタイプ“application/dicom”をもつDICOM Part10 ファイル形式として、通信文のなかで符号化されます。

画像書類源は、目録の中から参照されるDICOM SOP インスタンスが、取得可能であることを確実にせねばなりません。画像書類源は、公開された目録で参照されている１つ以上のSOPインスタンスを利用できない場合、新たな目録を提出し、すでに公開され書類保管庫と書類登録所に存在する目録を置き換えねばなりません(IHE ITI TF-3:4.2.2.2 "Document Relationship")。新しい目録は、公開された目録にあっても利用できないDICOM SOPインスタンスを削除した、更新されたリストを持たねばなりません。もし画像書類源が、公開された目録にあるインスタンスのすべてが利用できなくした場合は、その目録を削除せねばなりません（IHE ITI XDS Metadata Update Supplement）。
4.68.4.1.2.1.1目録KOS書類 Menifest KOS Document
DICOM SOP インスタンスの参照は目録KOS書類のCurrent Requested Procedure Evidence Sequence (0040,A375)属性に含まれなければなりません。

画像書類源はCurrent Requested Procedure Evidence Sequence (0040,A375)にあるいくつかの属性を使用可能とせねばなりません。Current Requested Procedure Evidence Sequence (0040,A375)は階層的なSOPインスタンス参照マクロのなかで表現されており、以下の表のとおりです。
表 4.68.4.1.2.1-1: KOS目録文書における階層的SOPインスタンス参照マクロの属性
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これらの要求事項の一部はDICOMのタイプ2 または3（R+で示されます）の属性で形成されています。画像書類源は、特に、自己の識別情報として、Retrieve AE Title (0008,0054) とRetrieve Location UID (80040,E011)属性を含まねばなりません。これらの属性により、KOS目録で参照されたDICOM対象物が後に取得可能となります。
4.68.4.1.2.2レポートの共有 Sharing of Report
テキスト形式レポートはPDFレポートの弱点の多くを処理しますが、逆の場合もあるので、画像書類源は、共有されるレポートに、以下の三つのうちの少なくとも一つの形式が使用可能でなければなりません。

· 構造化見出しを持つCDA画像レポート

· CDA包含テキスト形式レポート
· PDF形式

選択されたフォーマットの相互運用性を最大にするため：
· PDFレポートに対しては:　

· 特別なPDF バージョンを要求するのではないが、PDF/A(ISO 19005-1)を推奨します。

· 構造化見出しを持つCDA画像レポート（CDA Imaging Report with Structured Headings）に対しては：　

· CDA R2見出し（Header）と本体（Body）はHL7 Clinical Document Architecture Release 2.0.に適合せねばなりません。レポート内容はStructuredBody 要素の中に符号化されねばならず、一つのコードで識別されるSection要素を使用せねばなりません。非XMLBody要素があってはなりません。CDA R2　Body は"HL7 Standard for CDA® Release 2: Imaging Integration; Basic Imaging Reports in CDA and DICOM, Release 1"にも適合せねばなりません。 
· CDA包含テキストレポートに対しては：
· CDA R2ヘッダーはHL7 Clinical Document Architecture Release 2.0.に適合せねばなりません。CDA BodyはUTF-8 UNICODE書式で符号化されねばなりません。　CDAラッパーの制限については4.68.4.1.2.3.5を参照してください。

レポートは（どのようなフォーマットが選択されていても）画像参照付き、あるいは、無しで共有可能です。
もし共有レポートが画像参照を含む場合、選択した書類をPDF形式で埋め込むか、あるいは選択画像を指し示す完全なハイパーリンクを含めるか、ができます；ハイパーリンクは相互作用的にクリック可能（例、PDF形式）、あるいは処理できるかコピー可能（例、テキスト形式）です。

共有レポートを提供し登録する画像書類源は、関係する画像を参照するハイパーリンクのフォーマットに責任を持ちます。共有された画像レポートにある参照画像は特別な（DICOM）表示アプリケーションを用いずに利用できねばなりません。

選択された画像を参照するハイパーリンクはDICOM WADO URIとして書式化されねばなりません。共有環境は本質的に施設間なので、ハイパーリンクを書式化するときは、HTTPの安全性の高いバージョン（すなわち、HTTPs）を用いねばなりません。

画像書類源には、画像参照が有効なリンクであることの確保が求められています。

特別な画像もDICOMでない書式（PDFレポートに埋め込まれた画像、PDFやテキストレポートのハイパーリンク）で共有可能ですが、DICOM 画像の大きなセットの共有は、目録書類を提供し登録して行われるDICOM SOPインスタンスのセットの共有によって実現されねばなりません。これは、XDS書類登録所の中に、多数の個別書類を登録することを避けるためです。

4.68.4.1.2.3 メタデータ

画像書類セット提供と登録－MTOM/XOP 要求要求通信文は、XDS書類保管庫からXDS書類登録所へ登録所書類セット-bトランザクション[ITI-42]を使用して、送られるメタデータ属性を含まねばなりません。
画像書類源はXDS DocumentEntryの必要なすべての登録所属性を供給します。

4.68.4.1.2.3.1 メタデータ属性: 記載者情報と書類生成時刻　Meta Data Attribute: Author Information and Document Creation Time
XDSでは、登録書類は共有する意義のある臨床情報を直接含んでいます。そのため、登録用メタデータは書類内容から直接に値を入れる必要があります。例えば退院状は書類保管庫に出されるので、記載者と作成情報はXDS書類メタデータに入れられます。

XDS-I.bでは、書類保管庫に提出される目録書類は、通常、共有用の重要な臨床情報を直接構成するわけではありません。むしろそのような臨床情報を参照する情報のセットです。したがって、目録書類のメタデータは、共有情報の臨床的性質を反映するため、参照された元の内容物か、その作成プロセスかに、関連付けられねばなりません。このことは、authorSpecialty, authorInstitution, authorPerson, authorRole, creationTime, titleなど（これらに限るわけではないが）のメタデータ属性に影響を与えます。

もし，目録が複数の記載者からの源データを参照している場合、一人の主たる記載者や源データの作成時間と書類タイトルが選ばれねばなりません。データを見つけ出す際に使用者の登録所への問合せを最大限支えるため、このメタデータは、共有の主内容をもっとも良く代表する源データの一部から加えられねばなりません。たとえば、今回のレポート、今回の検査、同様に、以前のレポートと検査とを参照する目録は、今回のレポート（これが共有に重要な臨床的内容です）から値をもらったメタデータを登録すると思われます

共有すべきデータが、保管庫に送られる前に、元のフォーマット（例えば、DICOM）から別のフォーマット（例えば、PDF）に変換される場合、新たに生成された共有情報のメタデータは元のソースデータ（例えばDICOM データ）から加えられねばなりません。

まとめると、XDS-I.b　メタデータは常に共有書類の主な臨床コンテンツを反映します。それらは書類に直接書かれるか、書類内で参照されるソースデータに記述されるか、変換された書類の起原であるデータに記述されるか、します。

4.68.4.1.2.3.2 XDSDocumentEntry メタデータ　
表 4.68.4.1.2.3-1に、XDS-I.bで追加の制限がある、あるいは、画像書類源がメタデータに加える方法にXDS-I.b 特有の指示がある、XDSメタデータ要素を挙げています。別に指定されない限り、以下の表に列挙された属性がオプションかどうかは、XDSがソース実行役に要求するものと同じです。
XDS書類に関わる全てのメタデータの記述は、ITI TF-3: 4.2.3.2節の、表 4.2.3.2-1 1-5“DocumentEntry Metadata Attribute Definition”を参照してください。
表4.68.4.1.2.3-1: XDS-I.b特異的メタデータ要求事項
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(0008, 0050)and the nformatio to consirct the € 4 comporent vlue may be foundin
the DICOM attibute Tsuer of Accession Number Sequernce (0008.0051)inthe top evel





[image: image156.png]XDSDocumentEntry
Attribute

XDS-Lb-specific Requirements

'DICOM Data Set when the instances have a single Acccssion ldenifie, otherwise they may
be nested within items of the Reguest Attributes Sequence (0040,0275). Sce Section
468.4.123.3.7 for CXi Transformation of DICOM VR fo XDS Data Types.

An example encoding two Acecssion Numbers in the referenceldListis as follows:
sim:Slot name~"umiheit:xds:201 3referenceldList ™
sim:ValueList
sim:Value:
642356235123 4.5.6&1S0 umibeiti-xds 2013 accession
i Value
sim:Value:
STN-238432° 123 4RISO" umihe:it:xds:201 iaceession
i Value
i Valuelist
rimSlot

ServiceStartTime

“This atributc shall be populated by the Imaging Document Source for adate and time that
indicates the imaging servies sarttime.

As an example. the Imaging Document Source could take the value of Study Date
(0008,0020) and Study Time (0008.0030) from the associated DICOM study

SourecPatientinfo

“This atribute allows multple values fordifTerent picces of palient demographics. sce
‘metadata specification of e THE [T XDS Integration Profle (Table 42,3 2-1 in T TF-
34232)

As an example. this information can be transformed from DICOM Pafient’s Name
(0010,0010), Patient’s Birth Date (00 10.0030), and Paticnt’s Sex. (0010,0040).

typeCode

“This atributc shall be populatcd by the souree actor from a coding system of the Requested
Procedure Code of the Requested Procedure, o which the document is associated. In certain
‘special cases previously defined in other IHE Profles some sort of use intervention will be
necessary o slect he single Procedure Code used to populate thisattribute. For example.
handling the “Group Case"as defined in Scheduled Workflow wil require the user to slect
asingle. pre-coordinated procedure code that represents the multiple Requestcd Procedures.
that were acquired as a single study

“The coding sysiem of the Radiology Imaging Requested Procedure Code il be designated
by the XDS Affnity Domain and shared by all Imaging Document Sources in the XDS
Afinity Domain.

typeCodeDisplayName

“This atribute shall be filled by the source actor wsing the code meaning fext of the
corresponding Requested Procedure Code valued in typeCode.

uniqueld

“This atributc shall contain the Document unique 1D generated by the source actor. It shall
beanISOOID.

Fora DICOM Manifest documen, this atiributc value shall be the same as the SOP Instance
UID of the corresponding DICOM KOS object.In the cvent that any information inthe
‘manifest changes and it needs lo be resubmiticd from the Imaging Dosument Source o the
‘Document Repositry. the Imaging Document Source shall generate a new SOP Instance
UID for the DICOM KOS objet to cnsure that its submission to the Repository will
succeed

Fora CDA Iaging Report with Structured Headings or a CDA Wrapped Text Report,this
value shall be formulated from the HL7 CDA R2 header s follows:

ClinieslDocumentid ool ClinicalDocument id @ extension





4.68.4.1.2.3.3 DICOM VRからXDS書類メタデータ型への変換 Transformation of DICOM VR to XDS Document Meta Data Types
多くのXDS書類メタデータ属性は、値の表現にHL7データ型を使用します。メタデータ属性の一部は、該当するDICOM SOPインスタンスのデータ要素から変換されることがあります。この節では、DICOM VR (Value Representation)から、XDS書類メタデータで使用されるHL7データ型への変換を記載します。

下記の変換でのHL7データ型とは、IHE ITITF-3: 4.2.3.7 "Metadata Attribute Data Types"に定める様な、XDS書類メターデータでの特定の使用法のことです。
4.68.4.1.2.3.3.1 CX －　拡張複合ID  CX - Extended Composite ID
表 4.68.4.1.2.3-2に、IHE ITI TF-3:4.2.3.1.7 “Metadata Attribute Data Types”に定められた様に、IHE XDS に定義されたDICOM VRのデータ要素からCXデータタイプへの変換を示します。
表 4.68.4.1.2.3-2：　CXデータ型対応付け
[image: image157.png]Table 4.68.4.1.2.3-2: CX Data type mapping

CX Data
Component

Component Name

DICOM VR

Comment

D Number

o

“This atribute represent the value of Paticnt
ID issucd by an Assigning Authority as
indicated in component 3. In DICOM. tis
data clement (00100020 when used with
sourcePatienld.

a2

Assigning Authrity
Universal ID

uT

“This atribute represcats the universal or
‘unique identificr for the Patient 1D
Assigning Authority. In DICOM it s data
clement of the Isuer of Patient ID.
Qualifies Sequence (0010.0024)
Universal Entity ID (0040.0032) when
used with sourcePatientld.
Ifthis atribute s not present or the
Assigning Authority - Universal ID Type
s not SO, then he Imaging Document
Source shall use s local configuration o
populate this subcomponent. o indicate the
Patient ID Domain, from which the Paticnt
ID value in component 1 has becn issucd.
‘This component shall be an 1O OID.

a3

Assigning Authority
Universal ID Type

“This component represents the standard
defining the format of the Universal Enity
ID. In DICOM it data clement of the
Issuer of Patient ID Qualificrs Sequence
(0010.0024) -Universal Entity ID Type
(0040.0033)

Ifthis atribute s not present or the
Assigning Authority - Universal ID Type
s not IO, then the I maging Document
Source shall useitslocal configuration o
populate this subcomponent. o indicate the
Patient ID Domain, from which the Paticnt
ID value in component 1 has becn issucd.

“This component shall be ‘10"





表に示されていないHL7 CXデータ成分（componenent）は、XDS書類メタデータでは使用されず、空白のままとされねばなりません。

4.68.4.1.2.3.2  DTM — Date/Time 
HL7 DTMデータ型は、以下の正規表現で表されます：


YYYY[MM[DD[HH[MM[SS]]]]]

これは、DICOM要素のVR DA （書式：YYYYMMDD）とTM（書式：　HHMMSS.fraction）から変換できま

4.68.4.1.2.3.3.3  XCN — 拡張複合患者ID番号と患者氏名 XCN - Extended Composite ID Number and Name for Person
表 4.68.4.1.2.3-3に、IHE XDS 統合プロファイルに定義されたDICOM VRからXCNデータタイプへの変換を示します。
表 4.68.4.1.2.3-3: XCNデータ型対応付け
[image: image158.png]Table 4.68.4.1.2.3-3: XCN Data type mapping

XCN Data Component Name DICOM Data Comment
Component Element
1 ID Number The Imaging Document Source shall use its
local configuration or personnel directory
service to populate this component.
2 Family Name Ist Component of PN An example of transcoding a data element
3 Given Name 2nd Component of of VR PI:I into XQN, is when (0008,1070)
PN Operator’s Name is used for authorPerson
(0010,0010) for Patient Name
4 Second or Further Given 3rd Component of
Names or Initials thereof PN
5 Suffix 5th Component of
PN
6 Prefix 4th Component of
PN
7 Degree This attribute component is not included in

DICOM.





表に示されていないHL7 XCNデータ成分（componenent）は、XDS書類メタデータでは使用されず、空白のままとされねばなりません。
4.68.4.1.2.3.3.4 XON – 拡張複合組織名と組織ID番号 XON - Extended Composite Name and Identification Number for Organization
表 4.68.4.1.2.3-4に、IHE XDS 統合プロファイルに定義されたDICOM VRからXONデータタイプへの変換を示します。
表 4.68.4.1.2.3-4: XONデータ型対応付け
[image: image159.png]Table 4.68.4.1.2.3-4: XON Data type mapping

XON Data
Component

Component Name

DICOM Data
Element

Comment

Organization Name

LO

Institution Name (0008,0080) or Institution
Code Sequence (0008,0082) >Code





[image: image160.png]Meaning (0008,0104)

If not populated, the Imaging Document
Source may use its local configuration to
populate this component.

6.2 Assigning Authority SH Institution Code Sequence (0008,0082)
Universal Id >Coding Scheme Designator (0008,0102)
This component shall be an ISO OID.
If not populated, the Imaging Document
Source may use its local configuration to
populate this component.
6.3 Assigning Authority Shall have the value “ISO” if XON.6.2 has
Universal Id Type a value
10 Organization Identifier SH Institution Code Sequence (0008,0082)

>Code Value (0008,0104)

The Imaging Document Source may use its
local configuration to populate this
component.





表に示されていないHL7 XONデータ成分（component）は、XDS書類メタデータでは使用されず、空白のままとされねばなりません。
4.68.4.1.2.3.3.5 CXi－アクセッション番号用の参照物の拡張複合ID  CXi - Extended Composite ID of a Reference Object for Accession Number
IHE ITI TF-3: 表4.2.3.1.7-2 「データ型」で定められた、DICOM VRデータ要素からCXiデータ型への変換を表 4.68.4.1.2.3-5に示します。

表 4.68.4.1.2.3-5: CXデータ型の対応付け
[image: image161.png]Table 4.68.4.1.2.3-5: CX Data type mapping

CXi Data
Component

Component Name

DICOM VR

Comment

D Number

o

‘Accession Number (0008.0050).
For a grouped acquisition study, this icld
will be cmpty in the top level DataSet. but
‘may be obtaincd from within Request
Attributes Sequence (0040.0275

For an unscheduld acquisition study. this
field may be cmpty in the top level DataSet
and Request Atributes Sequence
(0040,0275) may be cmpty or abscnt. The
Imaging Document Source will not
populate this ficld if o Accession Number
hasbecn issucd.

For an acquisition study with an Accession
Number which no Assigring Authority
Universal ID in subcomponent 4.2, this slot
willnot be flled in

“The Imaging Document Source will not
populate his slotif a qualified Accession
Number has not been issucd.

22

Assigning Authority

‘Isuer of Accemion Number Sequence





[image: image162.png]CXi Data
Component

Component Name

DICOM VR

Comment

Tniversal D

“O008.005T) >Universal Entity ID
00400037,

I this attribute i not present or the
Assigning Authority — UniversalID Type
s 0ot 150, then the Tmaging Document
‘Source shall usc s local configuration o
populate this subcomponent. to indicate the
Assigning Authority. from which the
‘Accession Number value in component |
hasben issucd.

This component shall be an 1SO OID,

Assigning Authority
Universal ID Type

Isuer of Accession Number Sequence
(0080051 >Universal Entity ID Type
00400033,

I this attribute i not present or the
Assigning Authority — UniversalID Type
5 0t ISO. then the Imaging Document
‘Source must use it local configuration to
populate this subcomponent. to indicate
the Assigning Authority. from which the
Accession Number value in component 1
has been issued

This companent shall be “1S0”

Not present in DICOM.
May be omitied.or the Imaging Document
Source may s its local configuration to
populate this component





HL7 CXデータ成分は表に挙げられておらず、XDS書類メタデータに使用されいませんので、空白のままでなければなりません。
4.68.4.4.2.3.4 HL7 v2.5 データ型として表されたXDS/XDS-I.bメタデータ値　XDS/XDS-i.b Metadata Values represented as HL7 v2.5 Data Types
HL7 v2.5データ型として表されたXDS/XDS-I.bメタデータは、その対応するHL7 CDA R2ヘッダー成分からの変換を要します。以下の表（4.68.4.1.2.3-6）に手引きを示し、間接的にこのトランザクションを使用可能とする実装の設定、および・または、実装と使用者との相互作用に要求事項を課します。さらに、この表はHL7 CR R2仕様を制限します。CDAヘッダーのID（II型）と対応する、メタデータ内のIDは、ルート属性および拡張属性の両方を持たねばなりません。
表468.4.1.2.3.5-6: HL7 v2.5とCDAデータ型の対応付け

[image: image163.png]Table 4.68.4.1.2.3-6: HL7 v2.5 and CDA Data type mapping

XDS/ XDS-l.b Metadata HL7 CDA Header
HL7 Subcomponent Subcomponent HL7 CDA HL7 CDA R2 Sub-element or
v2.5 index name R2 Data attribute
Data element
Type
CX 11
(SEE

NOTE 1)





[image: image164.png]XDS/ XDS-l.b Metadata HL7 CDA Header
HL7 Subcomponent Subcomponent HL7 CDA HL7 CDA R2 Sub-element or
v2.5 index name R2 Data attribute
Data element
Type
1 Id number 11 (@extension
4.2 AssigningAuthority. 11 (@root
uid
CXi I
(SEE
NOTE 1)
1 Id number 11 (@extension
4.2 AssigningAuthority. 11 (@root
uid
DTM 1 (only) Date/Time TS or (@value
IVL_TS (NOTE: format is compatible with DTM)
XCN Il and PN
1 Id number 11 (@extension
2.1 FamilyName.surnNa PN Family
me
3 Given Name PN Given
4 Second (middle) PN Given
Name
Suffix PN Suffix
Prefix PN Prefix
9.2 AssigningAuthority. 11 (@root
uid
XON Il and ON
1 Organization Name
3 Id number 11 (@extension
5.1 AssigningAuthority. I (@assigning AuthorityName
namespace
52 AssigningAuthority. 11 (@root

uid





注1: XDSではCXとCXiデータ型の書式化を制限しています。ITI TF-3: 表4.2.3.1.7-2を見てください

4.68.4.1.2.3.5 CDAラッパー　–CDA包含テキストレポートオプション　CDA Wrapper - CDA Wrapped Text Report Option
この節はテキスト内容物用のHL7 CDA R2ラッパーの内容を概観します。以下に規定された要求は、表現を拡張し書類の共有を促進するために、ラッパーデータの最小限の存在を確保するためであることに注意してください。"nullFlavor"値はCDAの欠損値を表すことに注意してください。例えば、そのような情報がDICOM 対象物から引き出せないのであれば、それで適切です。

CDA包含テキスト形式レポート（CDA Wrapped Text Report）プロファイルオプションの実装は、より豊富な文脈を提供するために、CDAヘッダー内の追加のアノテーションを利用可能で、かつ、利用せねばなりません。次に続く節に有る例は、定義された最小のラッパーデータを含んでおり、多くの例でより豊富な文脈のため、追加のCDAヘッダー要素を利用しています。

レポートテキストにおけるCDAラッパーの仕様は、ITI XDS Scanned Documents（XDS-SD）統合プロファイル（ITI TF-3: 5.2.2と5.2.3）で定義されたCDAメタデータと、可能な限り整合するようにつくられ、読者の利便のためにここで繰り返されています。

CDA R2仕様で許されている場面では、電子的に伝送された放射線レポートを共有する使用例は別として、XDS-SDの使用例に適合するような要素と属性は除外されています。「テキスト形式の放射線レポートを共有する」（sharing a text-bases radiology report）使用例と整合する要素と属性を如何に加えるか、に対する記述は含まれています。
4.68.4.1.2.3.5.1 ラッパーフォーマット – HL7 CDA R2　Wrapped Format - HL7 CDA R2
単純なテキスト形式レポートに対するCDAメタデータラッパーは、以下に記載された例外と次の亜節に挙げた例外を除き、ITI XDS-SDプイロファイル（ITI TF-3: 5.2.3のメタデータ定義テーブルを参照のこと）に定義されたものと同様です。

· ClinicalDocument/dataEnterer要素は、XDS-SDに定義されたように、レポート共有使用例に適用せず、省略できます。
4.68.4.1.2.3.5.1.1 ClinicalDocument 子無（Child-less）要素 ClinicalDocument Child-less Elements
CDA包含された単純テキスト形式レポートに対するClinicalDocument のChild-less要素への要求事項は、ITI XDS-SD プロファイル（ITI TF-3: 5.2.3.1）の定義と同様で、次の例外または説明が必要となります。

· ClinicalDocument/templateId要素は1.3.6.1.4.1.19376.1.2.21 でなければなりません
· ClinicalDocument/codeは次の属性値に従ってセットされねばなりません
· code=“11528-7” 
· codeSystem=“2.16.840.1.113883.6.1”

· codeSystemName=“LOINC”

· displayName=“Radiology Report”/>

· ClinicalDocument/effectiveTimeはCDAテキスト書類が記録された時刻を示さねばなりません。最小限、時刻は日まで正確であり、GMTからの時差値を含まねばなりません。
例：
[image: image165.png]l<ClinicalDocument xmlns="“urn:hl7-org:v3”>
<typeId extension="POCD_HD000040" root="2.16.840.1.113883.1.3"/>
<templateId root="1.3.6.1.4.1.19376.1.2.21">
<id root="1.3.6.4.1.4.1.2835.2.7777"/>
<code code="11528-7” codeSystem="2.16.840.1.113883.6.1"

codeSystemName="LOINC” displayName="Radiology Report”/>

<title>Chest X-Ray</title>
<effectiveTime value="20050329224411+0500"/>
<confidentialityCode code= codeSystem="2.16.840.1.113883.5.25"
<languageCode code="en-US"/>





4.68.4.1.2.3.5.1.2 ClinicalDocument/recordTarget

CDA包含された単純テキスト形式レポートに対するClinicalDocument/recordTarget要素への要求事項と例は、ITI XDS-SDプイロファイル（ITI TF-3: 5.2.3.2を参照のこと）に定義されたものと同様です。
4.68.4.1.2.3.5.1.3 ClinicalDocument/author (original)

CDA包含された単純テキスト形式レポートに対するClinicalDocument/author要素（レポートの作成者）への要求事項と例は、ITI XDS-SDプイロファイル（ITI TF-3: 5.2.3.3を参照のこと）に定義されたものと同様です。
4.68.4.1.2.3.5.1.4 ClinicalDocument/author (Reproting System)

CDA包含された単純テキスト形式レポートに対するClinicalDocument/author要素（レポート内容を作成するのに使われたレポーティングシステムとソフトウェアを表す）への要求は ITI XDS-SD プロファイル（ITI TF-3: 5.2.3.4）の定義と同様で、次の例外または説明が必要となります。

· XDS-SDの仕様を読む時、スキャンされた、スキャン中、スキャンされた内容、などの言葉は、この文脈では、レポート作成、レポート内容、などのことを言います。

· ClinicalDocument/author/assignedAuthor/assignedAuthoringDevice/code要素に関するXDS-SDの仕様を読むとき、CDA包含されたPDFへの参照は、放射線レポート共有の使用例に適用しないので無視してよいです。

例：
[image: image166.png]<author>
<time value="20050329224411+0500"/>
<assignedAuthor>
<templateId root="1.3.6.1.4.1.19376.1.2.20.2"/>
<id root="1.3.6.4.1.4.1.2835.2.1234"/>
<assignedauthoringDevice>
<code code="WSD” displayName="Workstation” codeSystem="
1.2.840.10008.2.16.4" />
<manufacturerModelName>SOME REPORTING NAME AND MODEL
</manufacturerModelNane>
<softwareName> REPORTING SOFTWARE NAME v0.0</softwareName>
</assignedAuthoringDevice>
<representedOrganization>
<id root="1.3.6.4.1.4.1.2835.2"/>
<name>SOME REPORTING Facility</name>
<addr>
<streetAddressLine>21 North Ave</streetAddressLine>
<city>Burlington</city>
<state>MA</state>
<postalCode>01803</postalCode>
<country>USA</country>
</addr>
</representedOrganization>
</assignedAuthor>
</author>





4.68.4.1.2.3.5.1.5 ClinicalDocument/custodian

CDA包含された単純テキスト形式レポートに対するClinicalDocument/custodian要素への要求事項と例は、ITI XDS-SD プロファイル（ITI TF-3: 5.2.3.6）の定めと同様です。そのコンテキストは、現場施設の方針に従って定義され、レポート内容に責任をもつ実体を反映するよう定めることが、レポート作業を行う施設にまかされています。多くの場合、これはレポート作業をした施設です。

4.68.4.1.2.3.5.1.6 ClinicalDocument/legalAuthenticator

CDA包含された単純テキスト形式レポートに対するClinicalDocument/ legalAuthenticator要素への要求事項と例は、ITI XDS-SD プロファイル（ITI TF-3: 5.2.3.7）の定義と同様です。その状況は、現場施設の方針に従って定義されるよう、レポートする施設にまかされています。
4.68.4.1.2.3.5.1.7 ClinicalDocument/documentationOf

CDA包含された単純テキスト形式レポートに対するClinicalDocument/ documentationOf 要素への要求事項と例は、ITI XDS-SD プロファイル （ITI TF-3: 5.2.3.8）の定義と同様です。

4.68.4.1.2.3.5.1.8 ClinicalDocument/component/nonXMLBody

CDA包含された単純テキスト形式レポートに対するClinicalDocument/ component/nonXMLBody要素は存在せねばならず、テキスト内容を包含するのに使用されます。nonXMLBodyへの要求事項は ITI XDS-SD プロファイル（ITI TF-3: 5.2.3.9）と同様で、次の例外または明確化が必要となります。
· XDS-SD仕様を読む時、スキャンされた、スキャン中の、スキャンされた内容、などは、この文脈では、レポート作成、レポート内容などのことを言います。

· ClinicalDocument/component/nonXMLBody要素に関するXDS-SD仕様を読む時、CDA包含
化PDFへの参照は、放射線レポート共有使用例に適用されないので、無視して良いです。
· XDS-SD仕様はClinicalDocument/component/nonXMLBody/text要素の値には、符号化されないテキストがXML内で正しく符号化できる文字から構成されていても、Base 64符号化を必須としています（すなわち、ClinicalDocument/component/nonXMLBody/text@representationが"TXT"でなく"B64"でなければならない）；現状ではこのXDS-SD要求事項は覆されいませんが、構造化見出し付の画像レポートに符号化されないテキストを使用することとは逆です。ここでは、むしろ非XMLBody要素の中でなく、種々の構造化要素の中で出現します（たとえば、component/TextObservation/text）。
例（レポートテキスト内容はラッパーと同じ言語となる）
[image: image167.png]<component>
<nonXMLBody>
<text mediaType="text/plain” representation="B64">
UmFkaW9sb2d51FJ1cGOydCBmb31gSmFuzSBEL2UKQ29uY 2x1c21vbj ogTn9ybWEsLgo=
</text>
</nonXMLBody>
</component>
</Clinicalbe

ment>





4.68.4.1.2.4 　XDS提出セットの利用 Use of XDS Submission Set
4.68.4.1.2.4.1 DICOMインスタンスセットへのレポートのリンク 
図 4.68.4.1.2.4-1に、以下の三つのSubmission Set（提出セット）の例を示します。

· 提出セット1は書類保管庫に保存されたレポートと目録を含みます。目録は画像管理役・画像保管庫（IM/IA）に保存されたDICOMインスタンスを参照します。目録とレポートのreferenceIdListは、既往検査の元の要求検査と関連する完全に適格な、同じアクセッション番号を含みます。
· 提出セット2はひとつの目録を含みます。目録のreferenceIdListは、今回検査の元の要求検査と関連する完全に適格な、同じアクセッション番号を含みます。
· 提出セット3はレポートを含み提出セット2メタデータからの目録を参照します。レポートのreferenceIdListは、提出セット2メタデータによって参照された画像の読影によって生成されたため、今回検査の元の要求検査と関連する完全に適格な、同じアクセッション番号を含みます。提出セット3は、目録によって参照されたレポートと画像が読影に使われたため、レポートと提出セット1からの目録も参照します。
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図 4.68.4.1.2.4-1: 画像情報共有提出セット

提出されたレポートと画像目録が同じ要求検査に対する物だった場合、レポートと画像目録のメタデータは、referenceIdListにある、完全に適格な同じアクセッション番号を含むことがあります。これにより、レポートと要求検査に関連するDICOMインスタンスとの関連を曖昧にしない様にできます。

4.68.4.1.2.4.2 レポートを以前の登録レポートにリンクする

以前の画像が読影するときにつかわれているならば、レポート提出セットは、発行された以前の画像セットについて目録を参照できます。同様にレポート提出セットは以前に提出したレポートを参照できます。既往画像とレポートのアクセッション番号は今回の画像とレポートのアクセッション番号とは異なります。
4.68.4.1.3 予期される動作

書類保管庫実行役はこの通信文を受信し、ITI TF-2b: 3.41.4.1.3.で定義された要求に従って処理します。
4.68.4.2　画像書類セット提供と登録– MTOM/XOP応答通信文　Provide and Register Imaging Document Set – MTOM/XOP Request message
書類保管庫は、画像書類セット提供と登録– MTOM/XOP要求通信文の処理が完了すると、画像書類セット提供と登録– MTOM/XOP応答通信文（Provide and Register Imaging Document Set – MTOM/XOP Respsonse message）を送ります。きっかけ事象や通信文意味、予期される動作の仕様は、ITI TF-2b: 3.41.4.2節で定義されたものと同様です。

失敗となる条件と可能なエラー通信文はebRS標準にあります。画像書類源は、ITI TF-3: 表4.22.4.2-1  [ITI-42 ] “Provide and Register Document Set-b 応答”にあるProvide and Registerトランザクションに詳細が記述された全てのエラー通信文を処理せねばなりません。

4.69 画像書類セット取得（Retrieve Imaging Document Set）
この節はIHEテクニカルフレームワークのトランザクションRAD-69に対応します。「画像書類セットの取得」は以下に使用されます：

· XDS-I.b画像書類消費役実行役が画像書類源から取得するとき
· XCA-I画像書類消費役が発動側画像門番役から取得するとき
· XCA-I応答側画像門番役が画像書類源から取得するとき
取得される対象物は、RAD TF-3: 4.68に記載されたように、XDS-I.b目録書類内で参照されたものです。このトランザクションは書類セット取得（Retrieve Dcument Set）トランザクション[ITI-43]から導かれましたが、これとほとんど同じです。このトランザクションは、ITI-43に定められた要求事項に、意味や制約を少し追加しています。
4.69.1 範囲

このトランザクションは画像書類源、あるいは、発動側門番役からDICOM対象物のセットを取得するのに、画像書類消費役が使います。このトランザクションは、自身の共同体にある画像書類源からDICOM対象物のセットを取得するため、応答側門番役も使います。
画像書類消費役は、Retrieve Document Setトランザクションを介して、グループ化された書類消費役が書類保管庫から以前に取得した目録対象物（KOS）を利用します。画像書類消費役は、取得要求を作成するために、目録（KOS）対象物から画像書類源に関連するXDSDocumentEntry.uniqueIdとRepositoryUniqueIdを抽出します。
4.69.2 使用例の役割
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実行役: 画像書類消費役　（Imaging Document Consumer） 
役割: DICOMインスタンスのセットを、画像書類源から、あるいは、発動側門番役を介して遠隔の共同体から、取得するためインターネットサービス（web servicee）要求を発行します。

実行役: 応答側画像門番役

役割:  DICOMインスタンスのセットを、画像書類源から取得するためインターネットサービス（web servicee）要求を発行します。

実行役: 画像書類源
役割: 画像書類源から、あるいは、応答側画像門番役から、DICOMインスタンスのセットを取得するインターネットサービス（web service）要求を受け、適切な内容物を添えてインターネットサービス（web service）応答をだします。
実行役: 発動側画像門番役

役割:  画像消費役からDICOMインスタンスのセットを取得するインターネットサービス（web service）要求を受け、適切な内容物を添えてインターネットサービス（web service）応答をだします。
4.69.3　参照する標準

参照する標準の一覧は、ITI-43 Retrieve Document Set（ITI TF-2b: 3.43.3を参照）から引き継ぎます。
4.69.4 相互作用図
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4.69.4.1画像書類セット取得要求通信文　Retrieve Imaging Document Set Request Message

この通信文はITI TF-2b: 3.43で定義されたRetrieve Document Set トランザクションの拡張です。
· XDS-I.bでは、画像書類消費役は画像書類源に要求を送り、目録対象物内で参照された画像のセットを取得します。
· XCA-Iでは、画像書類消費役は発動側画像門番役に要求を送り、目録対象物内で参照された画像のセットを取得します。

· XCA-Iでは、応答側画像門番役は応答した共同体の画像書類源に要求を送り、目録対象物内で参照された画像のセットを取得します。
4.69.4.1.1 きっかけ事象
画像書類消費役は、DICOM目録内で参照されたDICOMインスタンスのセットを取得しようとします。画像書類消費役は、書類のuniqueIds （すなわち、DICOM目録で参照されたSOPインスタンス UID）を、関連するStudy Instance UIDとSeries Instans UIDとともに、取得します。画像書類消費役は、repositoryUniqueIdを、DICOM目録にあるRetrieve AE Title属性から計算するか、DICOM目録にあるRetrieve Location UID属性を用いてrepositoryUniqueIdを加えるか、します。画像書類消費役は、repositoryUniqueIdを、通信文のターゲットであるWebサービスのエンドポイントに、対応付けます。

画像書類消費役は登録所保存済問合せ応答から画像書類源のhomeCommunityIDを取得します。

書類のhomeCommunityID、uniqueIdとrepositoryUniqueIdが得られたら、画像書類消費役は画像書類セット取得要求（Retrieve Imaging Document Set Request）を画像書類源に送ります。
門番役間画像書類セット取得[RAD-75]に応答して、応答側画像門番役は応答した共同体内の画像書類源に、画像書類セット取得（Retrieve Imaging Document Set）要求を開始します。
4.69.4.1.2 通信文意味

画像書類セット取得要求（Retrieve Imaging Document Set　Request）は次の情報を運ばなければなりません：

· DICOMインスタンスを取得すべき画像書類源を特定するに必須のrepositoryUniqueId。この値はDICOM目録にあるRetrieve AE Title (0008, 0054) 属性をもとに「計算する」か、あるいはDICOM目録に存在するRetrieve Location UID (0040,E011)属性から追加するかせねばなりません。この「計算」が如何に行われるかはIHE RAD TF-3: Appendix G.3.を参照してください。

· 画像書類源のなかで書類を特定する一つ以上のdocumentUniqueIdの必須のリスト。これらの値は、DICOM目録に参照されたSOPインスタンスUIDに対応します。

· 画像書類消費役が処理できる一つ以上のDICOM転送構文UID（transfer syntax UID）のリスト

· 取得すべきDICOM画像・対象物を含む検査（Study）を特定する必須のStudy Instance UIDの値

· 取得するDICOM画像・対象物を含むシリーズを特定する必須のSeries Instance UIDの値。 Series Instance UIDはKOS目録から取り出されます

· homeCommunityIdは以下の場合必須です：

· 画像書類セット取得（Retrieve Imaging Document Set）要求が発動側門番役に向けたものであるとき

画像書類セット取得要求は、応答側門番役から画像書類源へ送られます。

通信文は4.69.5節プロトコル要求に示されたように構造化されていなければなりません。
4.69.4.1.3 予期される動作

画像書類セット取得要求（Retrieve Imaging Document Set Rquest）を受信するとき、画像書類源、あるいは、発動側画像門番役は、画像書類セット取得応答（Retrieve Imaging Document Set Response）を生成せねばなりません。
XCA-Iでは、発動側画像門番役は門番役間画像書類取得要求を、すべてのこの要求を満たす応答側画像門番役に送り、画像書類セット取得応答（Retrieve Imaging Document Set Response）を構成するため、応答する共同体から情報を得ます。

4.69.4.2 画像書類セット取得応答（Retrieve Imaging Document Set Response）通信文

4.69.4.2.1 きっかけ事象
この通信文は画像書類セット取得要求（Retrieve Imaging Document Set　Request）の受信によって生起します。
4.69.4.2.2 通信文意味

画像書類セット取得応答（Retrieve Imaging Document Set Response）通信文の意味はITI-43トランザクションから継承されたものと同じで、ITI TF-2b: 3.43.4.2.2.に定義されています。
4.69.4.2.3 予期される動作

画像書類源、あるいは、発動側画像門番役は、要求で指示された書類を提供せねばなりません。画像書類源書類、あるいは、発動側画像門番役は、書類を返すか、書類を返せないときはエラーコードを返すか、せねばなりません。画素データは画像書類セット取得（Retrieve Imaging Document Set）要求通信文の中に含まれるDICOM転送構文（transfer syntax）のひとつを用いて符号化されねばなりません。画像書類源が提供されたどの転送構文を用いても画素値を符号化できない場合、エラー状態が返されねばなりません。

画像書類消費役、あるいは、発動側画像門番役が、1.2.840.10008.1.2.4.94 (DICOM JPIP Referenced Transfer Syntax)、または、 1.2.840.10008.1.2.4.95 (DICOM JPIP Referenced Deflate Transfer Syntax)を転送構文データ欄（transfer syntax field）に特定するとき、次の振舞いが予期されます： 

· もし、DICOM画像対象物が要求された転送構文（transfer syntax）と同じものを持っていたら、画像書類セット取得応答は、変更されていないDICOM画像対象物を含みます。
· もし、DICOM画像対象物が要求とは異なる転送構文（transfer syntax）を持っていたら、画像書類セット取得応答は、要求された転送構文（transfer syntax）に変えたDICOM画像を含まなければなりません。加えて、画素値属性(7Fe0,0010 tag) は削除されPixel Data Provider URL (0028,7FE0 tag) に置き換えられます。URLはJPIP要求を表し、特定のターゲット情報を含みます。
· Retrieve Imaging Document Set 応答の受信により、画像書類消費役は、提供されたURLを用いて画素データ供給者から画素データを要求してもよいです。画素データ提供者を利用するときには、アプリケーションに必要な追加のパラメータはURLに付けられてもよいです。
· 例えば、画像全体を200X200画素へ変換するJPIP要求はPixel Data Provider URLによって次のように構築されます。

· Pixel Data Provider URL (0028,7FE0) = 







https://server.xxx/jpipserver.cgi?target=imgxyz.jp2, 

· URL Generated by the application = 








https://server.xxx/jpipserver.cgi?target=imgxyz.jp2&fsiz=200,200 
失敗の条件と可能なエラー通信文はebRS標準で与えられ、ITI TF-3:表4.2.4.2-4　「[ITI-43] 書類セット取得と[ITI-39]門番役間取得応答」に詳細が記述されています。
XCA-Iでは、発動側画像門番役はJPIP代理として動作し、画像書類消費役からのJPIP要求をうけとることができ、該当する要求を画像書類源におくることが出来ます。書類消費役から画像書類源への直接の経路が使用可能であれば、画像書類消費役は、安全の考慮があると想定して、画像書類源へ直接にJPIP要求を出すことが許されます。　　

4.69.4.3　非同期ウェッブサービス交換方法　Asynchronous Web Services Exchange Method
非同期ウェッブサービスオプションを使用可能とする画像書類消費役は、発動側画像門番役も非同期ウェッブサービスオプションを使用可能とするなら、非同期ウェッブサービス交換方法を使用せねばなりません。

非同期ウェッブサービスオプションを使用可能とする発動側画像門番役は、　非同期ウェッブサービス交換方法を使用して画像書類消費役に応答せねばなりません。
応答側画像門番役は、画像書類源が非同期ウェッブサービスオプションを使用可能とするなら、非同期ウェッブサービス交換方法を使用せねばなりません。

応答側画像門番役は、画像書類源が非同期ウェッブサービスオプションを使用可能とするなら、非同期ウェッブサービス交換方法を使用せねばなりません。

非同期ウェッブサービスオプションを使用可能とする画像書類源は、非同期ウェッブサービス交換方法を使用して画像書類消費役に応答せねばなりません。

この方法を使用可能とする画像書類消費役、あるいは、応答側画像門番役は、WS-Adressing replyToヘッダーで非匿名応答（non-anonymous response）EPRを使用せねばなりません。

発動側画像門番役、応答側画像門番役、画像書類源、および、画像書類消費役は、ITI TF-2x: Appendix V.5 : 「IHEトランザクションのウェッブサービス」節にある、非同期ウェッブサービス方法を使用可能とせねばなりません。このAppendixには実装への追加の考慮も書かれています。
4.69.5 プロトコル要求事項
このトランザクションの実装はITI TF-2x: Appendix V: Web Services for IHE Transactionsに記述されている全ての要求事項を満たさなければなりません。

Retrieve Imaging Document SetトランザクションはSOAP12とXOP符号化されたMTOM（MTOM/XOPとこの仕様では表記）を用いなければなりません。ITI TF-2x: Appendix Vを参照してください。
画像書類源、あるいは、発動側画像門番役は以下ができねばなりません：

· MTOM/XOP形式でRetrieve Document Set要求通信文を受け入れます。
· MTOM/XOP形式でRetrieve Document Set応答通信文を生成します。

画像書類消費役は以下ができねばなりません：

· Retrieve Document Set要求通信文をMTOM/XOPフォーマットで生成します。
· MTOM/XOPフォーマットのRetrieve Document Set 応答通信文を受け入れます。
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これらは、WSDL定義に現れる順番で提示する、Retrieve Imaging Document Setトランザクションへの要求事項です。

· 次のタイプは/definitions/types セクションに取込れ(xsd:import)ねばなりません：

· namespace="urn:ihe:rad:xdsi-b:2009", schema=" 
　　　XDSI.b_ImagingDocumentSource.xsd" 

· The baseline XDS.b schema (namespace="urn:ihe:iti:xds-b:2007", schema=” 

XDS.b_DocumentRepository.xsd”)  
· Retrieve Imaging Document Set要求通信文の/definitions/message/part/@element属性は

“iherad:RetrieveImagingDocumentSetRequest”と定義されねばなりません。
· Retrieve Imaging Document Set応答通信文の/definitions/message/part/@element属性は
“ihe:RetrieveDocumentSetResponse”と定義されねばなりません。
· Retrieve Imaging Document Set要求通信文の/definitions/portType/operation/input/@wsaw:Action属性は　“urn:ihe:rad:2009:RetrieveImagingDocumentSet” と定義されねばなりません。
Retrieve Imaging Document Set応答通信文の/definitions/portType/operation/output/@wsaw:Action属性は“urn:ihe:iti:2007:RetrieveDocumentSetResponse”  と定義されねばなりません。
これらはSOAP通信文のワイヤフォーマットに影響する要求です。他のWSDL属性はWSDL定義内でのみ使われており、相互接続性に影響しません。サンプル要求と応答の通信文全体のサンプルは、4.69.5.1　サンプルSOAP通信文にあります。

画像書類源実行役に対するWSDL情報については、IHE FTP サーバーftp://ftp.ihe.net/TF_Implementation_Material/RAD　上にサンプルをみることができます。
Retrieve Imaging Document Set要求通信文とともに用いられる<iherad:RetrieveImagingDocumentSetRequest/> 要素は以下のように定義されます：
· 取得されるべきDICOM 画像・対象物に関連する検査（study）を特定する
“studyInstanceUID”要素を一個づつ含む、一つかそれ以上の<iherad:StudyRequest/>要素。それぞれの<iherad:StudyRequest/>要素は次のものを含まねばなりません：

· 取得されるべきDICOM 画像・対象物に関連するシリーズを特定する
　
“seriesInstanceUID”属性を一個ずつ含む、一つかそれ以上の<iherad:SeriesRequest/>要素。
それぞれの<iherad:SeriesRequest/>要素は次のものを含まねばなりません： 

· 画像書類消費役あるいは応答側門番役が、画像書類源から取得したい個々の書類を表す一つかそれ以上の<ihe:DocumentRequest/>要素。それぞれの<ihe:DocumentRequest/>要素は次のものを含みます：

· 書類を取得すべき画像書類源を特定する、必須の<ihe:RepositoryUniqueId/>要素。この値はXDSDocument.entry.repositiryUniqueIdに対応します。

· 画像書類源内にある書類を特定する、必須の<ihe:DocumentUniqueId/>要素。この値はDICOM目録の中のSOPインスタンスUIDに対応します。

· ebRIMのIdetifiable classのhome属性に対応する、条件付で必要な<ihe:HomeCommunityId/>要素。発動側門番役にむけた要求の場合はこの要素に値がなければなりません。さもなくば、空で良いです。
· 一つ以上の<ihe:TransferSyntaxUID>要素のリストを含む、必須の
<iherad:TransferSyntaxUIDList/>要素。<iherad:TransferSyntaxUID>要素のそれぞれは画像書類消費役が処理可能な転送構文（transfer syntax）の符号化のひとつを表します。

これにより、画像書類消費役が，書類保管庫、あるいは、発動側門番役から取得する一つかそれ以上の書類を特定出来るようになります。
Retrieve Imaging Document Set 応答通信文とともに使用される<ihe:RerieveDocumentResponse/>要素は、以下のように定義されます：

· 必須の/ihe:RetrieveDocumentSetResponse/rs:RegistryResponse要素

· 
<ihe:DocumentResponse/>要素と一致する書類が存在する場合には、条件付で必須の順列は以下を含んでいます

· 条件付で必須の<ihe:HomeCommunityId/>要素。このエレメントの値はRetrieve Document Set 要求通信文において/RetrieveImagingDocumentSetRequest/StudyRequest/SeriesRequest/DocumentRequest/HomeCommunityId要素と同じ値をもたねばなりません。Retrieve Document Set 要求通信文に<ihe:HomeCommunityId/>要素が無い場合には、この値は存在してはなりません。
· 書類を取得すべきさ画像書類源を特定する、必須の<ihe:RepositoryUniqueId/>。この要素の値は、元のRetrieve Imaging Document Set 要求通信文における/RetrieveImagingDocumentSetRequest/StudyRequest/SeriesRequest/DocumentReque st/RepositoryUniqueId要素の値と同じでなければなりません。この値は、DICOM目録のRetrieveLocation UID に対応します。

· 画像書類源内にある書類を特定する、必須の<ihe:DocumentUniqueId/>。この要素の値は、元のRetrieve Imaging Document Set 要求通信文における/RetrieveImagingDocumentSetRequest/StudyRequest/SeriesRequest/DocumentRequest/DocumentUniqueId要素の値と同じでなければなりません。この値は、DICOM目録にあるSOP インスタンスUID に対応します。

· 取得された書類をXOP Ifosetとして含む、必須の<ihe:Document/>要素
· 取得された書類のMIMEタイプを示す、必須の<ihe:mimeType/>要素
/RetrieveDocumentSetResponse/rs:RegistryResponse/@status属性は要求の全般的な状態を提供します。：次の値のひとつを含まなければなりません。


urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:ResponseStatusType:Success


urn:ihe:iti:2007:ResponseStatusType:PartialSuccess


urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:ResponseStatusType:Failure

上記の値の解釈は、ITI TF-3: 表4.2.4.2-4 　「[ITI-43] Retrieve Document Setと[ITI-39] 門番役間取得応答」を見てください。

/RetrieveImagingDocumentSetRequest/StudyRequest/SeriesRequest/DocumentRequest要素で要求されたそれぞれの書類について：

· もし書類を取得する際に警告が報告されたら、
/RetrieveDocumentSetResponse/rs:RegistryResponse/rs:RegistryErrorList/ rs:RegistryError
要素は次の項目と一緒に返されねばなりません。

· @severityがurn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:ErrorSeverityType:Warningです。

· @errorCodeが特定されています 

· @codeContextは警告通信文を含みます

· @locationは要求された書類のDocumentUniqueIdを含みます
· 
書類は、/RetrieveDocumentSetResponse/DocumentResponse/Document　のインスタンスのなかでXOP Infosetとして返されねばなりません。返された書類と警告はDocumentUniqueIdを通じて関連します。

· 
もし書類を取得する際にエラーが報告されると、/RetrieveDocumentSetResponse/rs:RegistryResponse/rs:RegistryErrorList/ rs:RegistryError要素は次の項目とともに返されねばなりません。
· @severity は urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:ErrorSeverityType:Error です
· @errorCode が特定されています

· @codeContext がエラー通信文を含みます

· @location は 要求された書類のDocumentUniqueId を含む
· 
対応するRetrieveDocumentSetResponse/DocumentResponseは返してはなりません

· 
もし書類の取得が警告なく成功するならば、/RetrieveDocumentSetResponse/rs:RegistryResponse/rs:RegistryErrorList/ rs:RegistryError要素は存在してはならず、/RetrieveDocumentSetResponse/DocumentResponse/Document要素がXOP Infosetとして書類を含んで返されねばなりません。
/RetrieveDocumentSetResponse/rs:RegistryResponse/rs:ResponseSlotList要素はこのトランザクションでは使われません。
/RetrieveDocumentSetResponse/rs:RegistryResponse/@requestId属性はこのトランザクションでは使われません。
全部のXDS.bとXDS-I.bタイプのXMLスキーマ書類がIHE FTPサイトでオンラインで手に入ります：ftp://ftp.ihe.net/TF_Implementation_Material/RAD (XDS-I.b) とftp://ftp.ihe.net/TF_Implementation_Material/ITI (XDS.b)　です。
4.69.5.1　SOAP 通信文の例
次の二つの節は典型的なSOAP要求とSOAP応答を示します。サンプル通信文は、WS-Addressingヘッダ<Action/>,<MessageID/>, <ReplyTo/>...; についても例示しています。これらのWS-Addressingヘッダは、IHE ITI TF-2x: Appendix V: Web Servicesに従って追加されます。SOAP通信文の本文（body）は省略されています；実際のシナリオでは、空の要素は適当なメタデータで埋められています。
この節で示されたサンプルはIHE FTPサイトでオンラインでも手に入ります。ftp://ftp.ihe.net/TF_Implementation_Material/RADを参照してください
4.69.5.1.1 画像書類セット取得 SOAP要求のサンプル

4.69.5.1.1.1 同期ウェッブサービス交換

<s:Envelope

  xmlns:s="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope"

  xmlns:a="http://www.w3.org/2005/08/addressing">

<s:Header>

  <a:Action s:mustUnderstand="1">urn:ihe:rad:2009:RetrieveImagingDocumentSet </a:Action>

  <a:MessageID>urn:uuid:0fbfdced-6c01-4d09-a110-2201afedaa02</a:MessageID>

  <a:ReplyTo s:mustUnderstand="1">

    <a:Address>http://www.w3.org/2005/08/addressing/anonymous</a:Address>

  </a:ReplyTo>

  <a:To >http://localhost:2647/XdsService/IHEXDSIDocSource.svc</a:To>

 </s:Header>

 <s:Body>

  <RetrieveImagingDocumentSetRequest xmlns:iherad="urn:ihe:rad:xdsi-b:2009"

xmlns:ihe="urn:ihe:iti:xds-b:2007">

    <StudyRequest studyInstanceUID="1.3.6.1.4...101">

      <SeriesRequest seriesInstanceUID="1.3.6.1.4...201">

        <ihe:DocumentRequest>

          <ihe:RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</ihe:RepositoryUniqueId>

          <ihe:DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2300</ihe:DocumentUniqueId>

        </ihe:DocumentRequest>

        <ihe:DocumentRequest>

          <ihe:RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</ihe:RepositoryUniqueId>

          <ihe:DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2301</ihe:DocumentUniqueId>

        </ihe:DocumentRequest>

      </SeriesRequest>

    </StudyRequest>

    <TransferSyntaxUIDList>

      <TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.1</TransferSyntaxUID>

      <TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.4.57</TransferSyntaxUID>

      <TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.4.70</TransferSyntaxUID>

    </TransferSyntaxUIDList>

    </RetrieveImagingDocumentSetRequest>

  </s:Body>

</s:Envelope>
4.69.5.1.1.2  非同期ウェッブサービス交換
<s:Envelope

    xmlns:s="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope"

    xmlns:a="http://www.w3.org/2005/08/addressing">

  <s:Header>

    <a:Action s:mustUnderstand="1">urn:ihe:rad:2009:RetrieveImagingDocumentSet</a:Action>

    <a:MessageID>urn:uuid:0fbfdced-6c01-4d09-a110-2201afedaa02</a:MessageID>

    <a:ReplyTo s:mustUnderstand="1">

    <a:Address>http://192.168.2.4:9080/XcaService/ImagingDocumentConsumer.svc

    </a:ReplyTo>

     <a:To >http://localhost:2647/XdsService/IHEXDSIDocSource.svc</a:To>

  </s:Header>

  <s:Body>

    <RetrieveImagingDocumentSetRequest xmlns:iherad="urn:ihe:rad:xdsi-b:2009"

      xmlns:ihe="urn:ihe:iti:xds-b:2007">

      <StudyRequest studyInstanceUID="1.3.6.1.4...101">

        <SeriesRequest seriesInstanceUID="1.3.6.1.4...201">

          <ihe:DocumentRequest>

            <ihe:RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</ihe:RepositoryUniqueId>

            <ihe:DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2300</ihe:DocumentUniqueId>

          </ihe:DocumentRequest>

          <ihe:DocumentRequest>

             <ihe:RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</ihe:RepositoryUniqueId>

             <ihe:DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2301</ihe:DocumentUniqueId>

           </ihe:DocumentRequest>

        </SeriesRequest>

      </StudyRequest>

      <TransferSyntaxUIDList>

        <TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.1</TransferSyntaxUID>

        <TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.4.57</TransferSyntaxUID>

        <TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.4.70</TransferSyntaxUID>

      </TransferSyntaxUIDList>

    </RetrieveImagingDocumentSetRequest>

  </s:Body>

</s:Envelope>
4.69.5.1.2 Retrieve Document Set SOAP応答のサンプル
4.69.5.1.2.1 同期ウェッブサービス交換

<s:Envelope xmlns:s="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope"

xmlns:a="http://www.w3.org/2005/08/addressing">

  <s:Header>

    <a:Action s:mustUnderstand="1">urn:ihe:iti:2007:RetrieveDocumentSetResponse</a:Action>

    <a:RelatesTo>urn:uuid:0fbfdced-6c01-4d09-a110-2201afedaa02</a:RelatesTo>

  </s:Header>

  <s:Body>

    <RetrieveDocumentSetResponse

      xmlns="urn:ihe:iti:xds-b:2007"

      xmlns:lcm="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:lcm:3.0"

      xmlns:query="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:query:3.0"

      xmlns:rim="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:rim:3.0"

      xmlns:rs="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:rs:3.0">

    <rs:RegistryResponse status="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:ResponseStatusType:Success"/>

    <DocumentResponse>

      <RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</RepositoryUniqueId>

      <DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2300</DocumentUniqueId>

      <mimeType>application/dicom</mimeType>

      <Document>UjBsR09EbGhjZ0dTQUxNQUFBUUNBRU1tQ1p0dGUXhEUzhi</Document>

    </DocumentResponse>

    <DocumentResponse>

      <RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</RepositoryUniqueId>

      <DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2301</DocumentUniqueId>

      <mimeType>application/dicom</mimeType>

      <Document>UjBsR09EbGhjZ0dTQUxNQUFBUUNBRU1tQ1p0dU1GUCx4hu</Document>

    </DocumentResponse>

    </RetrieveDocumentSetResponse>

  </s:Body>

</s:Envelope>
69.5.1.2.2 非同期ウェッブサービス交換

<s:Envelope xmlns:s="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope"

xmlns:a="http://www.w3.org/2005/08/addressing">

 <s:Header>

  <a:Action s:mustUnderstand="1">urn:ihe:iti:2007:RetrieveDocumentSetResponse</a:Action>

  <a:RelatesTo>urn:uuid:0fbfdced-6c01-4d09-a110-2201afedaa02</a:RelatesTo>

 </s:Header>

 <s:Body>

  <RetrieveDocumentSetResponse

      xmlns="urn:ihe:iti:xds-b:2007"

      xmlns:lcm="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:lcm:3.0"

      xmlns:query="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:query:3.0"

      xmlns:rim="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:rim:3.0"

      xmlns:rs="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:rs:3.0">

    <rs:RegistryResponse status="urn:oasis:names:tc:ebxmlregrep:ResponseStatusType:Success"/>

    <DocumentResponse>

      <RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</RepositoryUniqueId>

      <DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2300</DocumentUniqueId>

      <mimeType>application/dicom</mimeType>

      <Document>UjBsR09EbGhjZ0dTQUxNQUFBUUNBRU1tQ1p0dGUXhEUzhi</Document>

    </DocumentResponse>

    <DocumentResponse>

      <RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</RepositoryUniqueId>

      <DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2301</DocumentUniqueId>

      <mimeType>application/dicom</mimeType>

      <Document>UjBsR09EbGhjZ0dTQUxNQUFBUUNBRU1tQ1p0dU1GUCx4hu</Document>

    </DocumentResponse>

  </RetrieveDocumentSetResponse>

 </s:Body>

</s:Envelope>

4.70 - 4.73 一時的、意図的に、空白です

4.74 置換インスタンス保存 (Replacement Instance Stored)
この節はIHE放射線テクニカルフレームワークのトランザクション74に対応します。トランザクション74は、変更依頼役と画像管理役・画像保管庫に使用されます。 

4.74.1 範囲
置換インスタンス保存トランザクションでは、変更依頼役が、既存インスタンスに何らかの訂正（たとえば、患者基本情報、撮影方向の訂正、注釈の更新、など）を行った版を表す新しいインスタンス（画像、表示条件、キー画像注釈、など）を、画像管理役・画像保管庫に送ります。

撮影装置業務一覧選択の訂正により追加のSOPインスタンスを取得せねばならないときの様な、追加SOPインスタンスの取得はこのトランザクションの範囲外で、予定業務流れプロファイルで扱われます。 

4.74.2 使用例役割
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実行役: 変更依頼役 

役割: 更新されたインスタンスを画像管理役・画像保管庫に伝送します。
実行役：画像管理役・画像保管庫
役割: 変更依頼役からの更新を受け取ります。
4.74.3参照する標準 
DICOM 2011 PS 3.4: Storage Service Class. 
4.74.4 相互作用図
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4.74.4.1 インスタンス保存済 

4.74.4.1.1 きっかけ事象
変更依頼役が新しい置き換え用のインスタンスを生成し、画像管理役・画像保管庫に送る必要があります。 
4.74.4.1.2 通信文の意味
変更依頼役はDICOM C-STORE通信文を使用して、新しいインスタンスを、画像管理役・画像保管庫に伝送します。変更依頼役はDICOM SCUで、画像管理役・画像保管庫はDICOM SCPです。 

変更依頼役が生成した置き換え用の新しいインスタンスは、以下のさまでなければなりません：

· 置き換えるインスタンスと同じSOP classをもつ

· 新しいシリーズに属す

· 訂正が新しい撮影装置業務一覧の選択に基づくなら、正しい撮影装置業務一覧に従うヘッダー情報（4.74.4.1.2.1を見てください）

· 表4.74.4.1.2-1に記載された不可欠属性の更新

[image: image174.png]Table 4.74.4.1.2-1: Critical Attributes for Replacement Instances

DICOM Attribute DICOM Type Description
Tag
Study Instance UTD (0020,000D) Use Study Instance UID of the target study [THE-1]
Series Instance UID (0020000E) | R Generate new UID [IHE-2]
SOP Instance UID (0008.0018) | R Generate new UID [IHE-3]
Contributing Equipment (0018,A001) | RC Identification of the equipment that creates the replacement
Sequence instances
Required if the Change Requester is not the same as the
original creator of the replaced instances.
> Purpose of Referenced (0040.A170) | R Describes the purpose for which the related equipment is being
Code Sequence referenced. Use an appropriate code from Table 4.74.4.1.2-3
> Manufacturer (0008.0070) | R Manufacturer of the Change Requester
> Institution Name (0008,0080) | R+ Institution where the Change Requester locates
> Station Name (0008,1010) | R+ AE Title of the Change Requester
> Contribution DateTime | (0018,A002) | R+ ‘The creation date and time of the replacement instances





IHE-1: 新しいインスタンスはそれが目標とするスタディに関連付けねばなりません。このため、新しいインスタンスが同じスタディ内の既存のインスタンスを置き換えるときは、スタディインスタンスUIDは同じでなければなりません。一方、新しいインスタンスが撮影装置業務一覧エントリの訂正により生成された場合には、スタディインスタンスUIDは正しい撮影装置業務一覧エントリに関連する物でなくてはなりません。 

IHE-2: 新しいシリーズインスタンスUIDは既存のシリーズインスタンスUIDを再使用しないことを意味します。DICOMに従い、既存のシリーズは、検査段階がいまだ進行中の状態で同じ装置で新しい対象物が生成されたときのみ、新しい
対象物で拡張できます。 これはIOCMにはあてはまりません。結果として、置き換え用インスタンスには新しいシリーズが必要です。
IHE-3: 新しいSOPインスタンスUIDは、ヘッダー情報が更新された既存のインスタンスでなく、新しいインスタンスであることを示します。SOP UIDの置き換えの詳細は4.74.4.1.2.1節を見てください 。
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撮影装置と群化された変更依頼役は、撮影装置画像保存済[RAD-8]と撮影装置表示条件保存済[RAD-9]に定められた意味も、使用可能とせねばなりません。 
エビデンス生成役と群化された変更依頼役は、生成役画像保存済[RAD-18]と生成役表示条件保存済[RAD-19]に定められた意味も、使用可能とせねばなりません。 

予定業務流れ複数識別解決オプションを使用可能とする、画像管理役・画像保管庫と群化された変更依頼役は、画像管理役インスタンス保存済[RAD-70]に定められた意味も、使用可能とせねばなりません。 
4.74.4.1.2.1 予定済検査情報の訂正 Correction of Scheduled Procedure Information 

訂正されたインスタンス内での予定済検査情報の訂正は、変更依頼役が撮影装置である場合、撮影装置業務一覧エントリからの情報に基づきます。変更依頼役が画像管理役・画像保管庫である場合、同じ情報を予定済検査トランザクション[RAD-4]から得ることができます。以下の記述は撮影装置業務一覧の場合のみを述べます。RAD-4情報の使用が理解されねばなりません。表4.74.4.1.2.1-1とRAD TF-2: Appendix A.1に定める表を使用する際には、Modality Worklist欄は正しい撮影装置業務一覧項目であり、Image/Standalone IODとMPPS IOD 欄は、置き換え用SOPインスタンスとこれに対応するMPPSであることに注意してください。　
予定済検査情報の訂正の間、変更依頼役はもともと取得されたインスタンスから新しいインスタンスを生成せねばなりませんが、この新しいインスタンスが元のインスタンスを置き換えます。
正しい患者の実際の予定済検査と取得した画像が関連するか否かにより、二つの想定業務手順があります。どちらの想定業務手順を使用するかにかかわらず、正しい患者に実際の予定済検査で追加の画像を取得する必要があるときには、これは予定業務流れに従って行われます。

元々取得された画像が正しい患者の実際の予定済検査に関連があると定ったならば、あるいは、新しい予定済検査がDSS/OF上でこの画像に対し作成されたならば、患者と検査の属性はこの予定情報から取得できます。属性の必須の対応付けは、表4.74.4.1.2.1-1に別途の対応付けの定めが無い限り、RAD TF-2: Appendix A.1に定める様で無ければなりません。
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代わりに、元々取得された画像が正しい患者の実際の予定済検査に関連しておらず、この画像についてDSS/OFに新しい予定済検査が作られていないなら、画像は未予定検査と同様に用手的に訂正することが出来ます。 

4.74.4.1.2.2 インスタンス参照の統合性維持 

SOP インスタンスUIDは、時に他の関連するインスタンスでは参照として使用される（たとえば、GSPS対象物の参照画像順列）ので、変更依頼役がこの関連するインスタンスを有効なままとして保持したい場合には、変更依頼役は、同じ群化撮影装置あるいはエビデンス書類生成役により元々生成されたすべてのインスタンスを参照する一貫性を確認せねばなりません。たとえば、変更依頼役が、元の対象物の画像1（SOP Instance UID 1.2.3）を、置き換え用対象物の画像2（SOP Instance UID 1.2.3.1） で置き換えたい場合、変更依頼役は画像1への参照を有する既存のGSPS対象物のGSPS1も、新しいGPSP対象物のGSPS2に置き換えて、訂正せねばなりません。GSPS2は、もとのGSPS1が同じ変更依頼役で訂正された場合は画像2への参照を持ちます。

画像管理役・画像保管庫には、スタディ内でインスタンスの参照統合性を維持する必要がありません。画像管理役・画像保管庫が複数の源から同じスタディの複数のインスタンスを受け取ったら、一部のインスタンス（たとえば、エビデンス生成役が生成したGSPS対象物）の参照統合性は、他の源（たとえば、画像撮影装置）から訂正されたインスタンスを受け取ったときに、壊され得ます。 
4.74.4.1.3 予期される動作 

画像管理役・画像保管庫は受け取ったDICOM対象物を、後にDICOM level 2 Storage SCP（DICOM PS 3.4 B.4.1参照）に定める要求事項を満たすような方法で取得できる様に、保存せねばなりません（RAD TF-2:4.16 画像取得を見てください）。
4.75 門番役間画像書類セット取得　Cross Gateway Retrieve Imaging Document Set

この節はIHE放射線テクニカルフレームワークのトランザクション75に相当します。トランザクション75は発起側と応答側の画像門番役の両実行役により使用されます。

4.75.1 範囲

門番役間画像書類セット取得トランザクションの範囲は画像書類セット取得トランザクション[RAD-69]と意味論的には同じです。画像書類セット取得トランザクションとの違いは、以下です。
門番役間画像書類セット取得トランザクションは発起側画像門番役と応答側画像門番役との間でおきます。

homeCommunityIdのパラメータが必須です。これは、画像書類セット取得トランザクションでは条件によっては必須になるhomeCommunityIdが常に必須である、ということです。
応答側画像門番役は、門番役間画像書類セット取得で非同期ウェッブサービス交換を使用可能とすることが必須です。
4.75.2 使用例役割
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図　4.75.2: 使用例役割
実行役：　発起側画像門番役
役割：　門番役間画像書類セット取得要求を整えます。

実行役：　応答側画像門番役
役割：　要求された画像書類セットを返します。

47.5.3 参照される標準

ITI-43 画像書類セット取得から受け継いだ標準の一覧は、ITI TF-2b: 3.43.3を参照してください。

4.75.4 相互作用図
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4.7.5.4.1門番役間画像書類セット取得
門番役間画像書類セット取得は、画像書類セット取得トランザクションと同じ、RAD-69に定められた構文と標準を使用します。　4.69節を参照してください。

4.75.4.1.1 きっかけ事象

この通信文は、他の応答側画像門番役が代表する共同体から画像書類セットを取得するため、発起側画像門番役が発動します。発起側画像門番役の発動きっかけは：

· 発起側画像門番役の属する共同体内の画像書類消費役が開始する画像書類セット取得（RAD-69）要求

· KOS目録の取得の結果起こる事前取得の論理

4.75.4.1.2　通信文の意味

門番役間画像書類セット取得の通信文の意味は、画像書類セット取得（RAD-69）と同じです。

発起側画像門番役は、門番役間画像書類セット取得の内部でhomeCommunityIdパラメータを特定せねばなりません。homeCommunityId は応答側画像門番役と関連する共同体を識別する値を含まねばなりません。

4.75.4.1.3 予期される動作

このトランザクションを使用可能とする実行役はRAD-69に記載された予期される動作を、使用可能とせねばなりません。XCA-I Supplement：4.69を見てください。

応答側画像門番役は、要求された画像書類を保有する画像書類源を決めねばならず、この画像書類源に対するRAD-69トランザクションを開始せねばなりません。

二個以上の画像書類源に接触した場合、応答側画像門番役は複数の源からの結果をひとまとめにして、発起側画像門番役への一つの応答とせねばなりません。成功と失敗の両方があった場合には、応答側画像門番役は成功と失敗を表すため、"PartialSuccess"状態を送ることもできます。代わりに、応答側画像門番役は失敗を抑制し、成功したものだけを報告することもできます。
返答された応答内のあらゆるRegistryError要素は場所属性に、応答側画像門番役のhomeComunityIdを、設定させねばなりません。

発起側画像門番役は、すべての応答側門番役からの結果をひとつにまとめねばなりません。これには、画像書類セット取得[RAD-69]発信元に返された一括化済の結果を反映して、応答側画像門番役から受信した成功と失敗のすべてを含まねばなりません。一個以上の応答が、失敗、あるいは、部分成功の状態を応答側画像門番役から受けているなら、発起側画像門番役は、画像書類消費役からの元のRAD-69要求に、DocumentResponseとRgistryErrorList要素の両方を一個の応答として返し、PartialSuccess状態を指定せなばなりません。

注：応答側画像門番役は失敗を抑制して、発起側画像門番役が成功と報告することがあります。

4.75.4.2　非同期ウェッブサービス法

非同期ウェッブサービスオプションを使用可能とする発起側画像門番役は、　非同期ウェッブサービス交換法を使用せねばなりません。

応答側画像管理役は、発起側画像門番役に、非同期ウェッブサービス法を使用して応答せねばなりません。

この方法が使用可能な発起側画像門番役は、WS-Addressing replyToヘッダに非匿名応答EPRを使用せねばなりません。

発起側および応答側画像門番役は、「ITI TF-2x: 付録V. 5: IHEトランザクションのウエッブサービス」にある、非同期ウェッブサービス法を使用可能とせねばなりません。これには、実装者向けの追加の考察があります。
4.75.5 プロトコールの要求事項

門番役間画像書類セット取得要求と応答プロトコール要求事項は、画像書類セット取得トランザクションと、下記を除いて同じです。

表 4.75.5-1: WSDL名称空間定義
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応答側画像門番役：　　これらは、門番役間画像書類セット取得トランザクションの要求事項で、応答側画像門番役WSDL定義に出現する順序と同じ順序で示されます：

以下のタイプが、/definition/types節に取り込まれね（xsd:import）ばなりません：


namespace="urn:ihe:rad:xdsi-b:2009", schema=" XDSI.b_ImagingDocumentSource.xsd"


The baseline XDS.b schema (namespace="urn:ihe:iti:xds-b:2007", schema=”


 XDS.b_DocumentRepository.xsd”)
門番役間画像書類セット取得通信文の、/definitions/message/part/@element属性は以下の様に定義されねばなりません。



“urn:ihe:iti:2007:RetrieveDocumentSetResponse”
以下の表4.75.5-2に示す様に、属性は指定されねばなりません。

画像書類消費役あるいは応答側画像門番役で非同期ウェッブサービスを可能にするには、画像書類源あるいは発起側画像門番役はWS-Addressing replyToヘッダで非匿名応答EPRを使用可能にせねばなりません。

表4.75.5-2: portType要求事項とBinding属性
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これらはSOAP通信文のワイアフォーマットに影響する要求事項です。他のWSDL特性はWSDL定義内のみで使用されるため、相互運用性に影響しません。要求と応答の完全なサンプルは、「4.75.5.1 SOAP通信文のサンプル」にあります。

応答側門番役のWSDL情報は、ITI TF-2x: 付録Wを見てください。

<iherad:RetrieveImagingDocumentSetRequest/> 要素は、RAD-69、4.69.5節に定義されています。門番役間画像書類セット取得の中で使用するときは、<ihe:HomeCommunityId/> 要素が必須です。

完全なXML方式書類、XCA-1型のWSDLとサンプルの通信文は、オンラインでIHEのftpサイト、ftp://ftp.ihe.net/TF_Implementation_Material/RAD（XCA-I用）から取得できます。

4.75.5.1 SOAP通信文のサンプル

以下の二つの節のサンプルは、典型的なSOAP要求とその関連するSOAP応答を示します。サンプルの通信文は、WS-Adressingヘッダーの、<Action/>、<MessageID/>、 <ReplyTo/>…;も示します。このWS-Adressingヘッダーは　W3C WS-ADressing標準に従って値を入れます。SOAP通信文の本体は、短くするため省略しています。；実際の状況では空白の要素は適切なメタデータで埋められます。

この節に提示したサンプルのは、オンラインでIHEのftpサイト、ftp://ftp.ihe.net/TF_Implementation_Material/RAD（XCA-I用）から取得できます。
4.75.5.1.1 門番役間画像書類セット取得SOAP要求のサンプル

4.75.5.1.1.1 同期ウェッブサービス交換

<s:Envelope



xmlns:s="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope"



xmlns:a="http://www.w3.org/2005/08/addressing">


<s:Header>



<a:Action

s:mustUnderstand="1">urn:ihe:rad:2011:CrossGatewayRetrieveImagingDocumentSet</a:Action>



<a:MessageID>urn:uuid:0fbfdced-6c01-4d09-a110-2201afedaa02</a:MessageID>



<a:ReplyTo>




<a:Address>http://www.w3.org/2005/08/addressing/anonymous</a:Address>



</a:ReplyTo>



<a:To s:mustUnderstand="1"

>http://localhost:2647/XcaService/IHEXCAIGateway.svc</a:To>


</s:Header>
<s:Body>


<RetrieveImagingDocumentSetRequest xmlns:iherad="urn:ihe:rad:xdsi-b:2009"

xmlns:ihe="urn:ihe:iti:xds-b:2007">


<StudyRequest studyInstanceUID="1.3.6.1.4...101">



<SeriesRequest seriesInstanceUID="1.3.6.1.4...201">




<ihe:DocumentRequest>




　　<homeCommunityId>urn:oid:1.2.3.4</homeCommunityId>




　　<ihe:RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</ihe:RepositoryUniqueId>




　　<ihe:DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2300</ihe:DocumentUniqueId>




</ihe:DocumentRequest>



　　
<ihe:DocumentRequest>




　　<homeCommunityId>urn:oid:1.2.3.4</homeCommunityId>




　　<ihe:RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</ihe:RepositoryUniqueId>




　　<ihe:DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2301</ihe:DocumentUniqueId>




</ihe:DocumentRequest>



</SeriesRequest>


</StudyRequest>


<TransferSyntaxUIDList>



<TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.1</TransferSyntaxUID>



<TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.4.57</TransferSyntaxUID>



<TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.4.70</TransferSyntaxUID>


</TransferSyntaxUIDList>


</RetrieveImagingDocumentSetRequest>

　　</s:Body>

</s:Envelope>
4.75.5.1.1.2 非同期ウェブサービス交換
<s:Envelope



xmlns:s="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope"



xmlns:a="http://www.w3.org/2005/08/addressing">

　　　<s:Header>


　<a:Action s:mustUnderstand="1">urn:ihe:rad:2011:CrossGatewayRetrieveImagingDocumentSet
</a:Action>


　<a:MessageID>urn:uuid:0fbfdced-6c01-4d09-a110-2201afedaa02</a:MessageID>


　<a:ReplyTo>



http://192.168.2.4:9080/XcaiService/InitiatingImagingGatewayReceiver.svc


　</a:ReplyTo>


　<a:To

s:mustUnderstand="1">http://localhost:2647/XcaiService/IHEXCAIGateway.svc</a:To>


</s:Header>

<s:Body>


<RetrieveImagingDocumentSetRequest xmlns:iherad="urn:ihe:rad:xdsi-b:2009"

xmlns:ihe="urn:ihe:iti:xds-b:2007">


<StudyRequest studyInstanceUID="1.3.6.1.4...101">



<SeriesRequest seriesInstanceUID="1.3.6.1.4...201">




<ihe:DocumentRequest>





<homeCommunityId>urn:oid:1.2.3.4</homeCommunityId>





<ihe:RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</ihe:RepositoryUniqueId>





<ihe:DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2300</ihe:DocumentUniqueId>




</ihe:DocumentRequest>



<ihe:DocumentRequest>





<homeCommunityId>urn:oid:1.2.3.4</homeCommunityId>





<ihe:RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</ihe:RepositoryUniqueId>





<ihe:DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2301</ihe:DocumentUniqueId>



</ihe:DocumentRequest>



</SeriesRequest>


</StudyRequest>


<TransferSyntaxUIDList>



<TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.1</TransferSyntaxUID>



<TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.4.57</TransferSyntaxUID>



<TransferSyntaxUID> 1.2.840.10008.1.2.4.70</TransferSyntaxUID>


</TransferSyntaxUIDList>


</RetrieveImagingDocumentSetRequest>

　　</s:Body>

</s:Envelope>

4.75.5.1.2 門番役間画像書類セット取得SOAP応答のサンプル

4.75.5.1.2.1 同期ウェブサービス交換
<s:Envelope xmlns:s="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope"

xmlns:a="http://www.w3.org/2005/08/addressing">


<s:Header>



<a:Action

s:mustUnderstand="1">urn:ihe:rad:2011:CrossGatewayRetrieveImagingDocumentSetResponse</a:Action>



<a:RelatesTo>urn:uuid:0fbfdced-6c01-4d09-a110-2201afedaa02</a:RelatesTo>


</s:Header>

<s:Body>

　　<RetrieveDocumentSetResponse


xmlns="urn:ihe:iti:xds-b:2007"


xmlns:lcm="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:lcm:3.0"


xmlns:query="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:query:3.0"


xmlns:rim="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:rim:3.0"


xmlns:rs="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:rs:3.0">

　　   <rs:RegistryResponse status="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:ResponseStatusType:Success"/>

      <DocumentResponse>


<homeCommunityId>urn:oid:1.2.3.4</homeCommunityId>


<RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</RepositoryUniqueId>


<DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2300</DocumentUniqueId>


<mimeType>application/dicom</mimeType>


<Document>UjBsR09EbGhjZ0dTQUxNQUFBUUNBRU1tQ1p0dGUXhEUzhi</Document>

      </DocumentResponse>

      <DocumentResponse>


<homeCommunityId>urn:oid:1.2.3.4</homeCommunityId>


<RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</RepositoryUniqueId>


<DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2301</DocumentUniqueId>


<mimeType>application/dicom</mimeType>


<Document>UjBsR09EbGhjZ0dTQUxNQUFBUUNBRU1tQ1p0dU1GUCx4hu</Document>

      </DocumentResponse>

    </RetrieveDocumentSetResponse>

</s:Body>
4.75.5.1.2.2 非同期ウェブサービス交換
<s:Envelope xmlns:s="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope"

xmlns:a="http://www.w3.org/2005/08/addressing">


<s:Header>



<a:Action

s:mustUnderstand="1">urn:ihe:rad:2011:CrossGatewayRetrieveImagingDocumentSetResponse</a:Action>



<a:RelatesTo>urn:uuid:0fbfdced-6c01-4d09-a110-2201afedaa02</a:RelatesTo>


</s:Header>

<s:Body>


<RetrieveDocumentSetResponse



xmlns="urn:ihe:iti:xds-b:2007"



xmlns:lcm="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:lcm:3.0"



xmlns:query="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:query:3.0"



xmlns:rim="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:rim:3.0"



xmlns:rs="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:rs:3.0">


   <rs:RegistryResponse status="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:ResponseStatusType:Success"/>


   <DocumentResponse>



<homeCommunityId>urn:oid:1.2.3.4</homeCommunityId>



<RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</RepositoryUniqueId>



<DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2300</DocumentUniqueId>



<mimeType>application/dicom</mimeType>



<Document>UjBsR09EbGhjZ0dTQUxNQUFBUUNBRU1tQ1p0dGUXhEUzhi</Document>


</DocumentResponse>


<DocumentResponse>



<homeCommunityId>urn:oid:1.2.3.4</homeCommunityId>



<RepositoryUniqueId>1.3.6.1.4...1000</RepositoryUniqueId>



<DocumentUniqueId>1.3.6.1.4...2301</DocumentUniqueId>



<mimeType>application/dicom</mimeType>



<Document>UjBsR09EbGhjZ0dTQUxNQUFBUUNBRU1tQ1p0dU1GUCx4hu</Document>


</DocumentResponse>

</RetrieveDocumentSetResponse>

</s:Body>

5. 他領域でのトランザクションオプション

この節では他領域の統合プロファイルのトランザクションのすべてのIHE放射線オプションを一覧します。他領域のトランザクションで放射線統合プロファイルにおいて再使用されるものは、ここには掲載されず、むしろ、このプロファイルのなかで参照されます。われわれがオプションを作成している他領域のテクニカルフレームワークはここに掲載されます。

参照：


IHE IT基盤テクニカルフレームワーク第二巻3.20節（ITI TF-2a:3.20）

5.1 ITI-20 監査事象の記録 Record Audit Event
放射線監査追跡（Audit Trail）オプションは、IHE ITI監査追跡と拠点認証（Audit Trail and Node Authentication）を使用可能とするためのIHE放射線トランザクションの特定の要求事項を定めます。このオプションはIHE ITIテクニカルフレームワークの監査事象の記録（Record Audot Event）の詳細を主に扱います。このオプションはIHE放射線トランザクションのそれぞれに、異なったきっかけ事象に基づいて、必須の監査事象を詳細に記します。このトランザクションの完全な定義については、ITI-ATNAプロファイル[ITI TF-2a: 3.20]を参照してください。
注：以前の放射線基本安全統合プロファイルに定められたきっかけ事象を超える新しいきっかけ事象はいっさい追加されていません。IHE監査通信文辞書を拡張するような新しい符号化値はいっさい追加されていません。
5.1.1 きっかけ事象と通信文の意味

監査記録は使用者がデータに行った動作の記録です。動作とは問合せ、閲覧、追加、削除と変更です。IHE実行委役はIHEトランザクション関連事象が起こったり、あるいは、非IHEトランザクション事象（すなわち、IHE範囲外のアプリケーション機能）が起こったら、監査記録を生成できねばなりません。
表5.1-1に示す事象はIHE監査追跡の手段により報告可能であらねばならないと、IHEは定めています。廃止されたSEC暫定監査通信文（SEC Provisional Audit Message）名は、必要に応じ、新しいIHE監査通信文EventId（Audit Message EventId (code meaning)）、および、特別のEventTypeCode (code meaning) とともに、（DICOM 追補95から）単に参考のためここに含まれています。　

表5.1-1は監査記録を生成するすべてのきっかけ事象を示します。これはATNA [ITI TF-2a: 3.20]に定められたきっかけ事象の表ですが、以下の例外があります。特定の監査通信文内容をさらに定義するためここに含まれています。
以下のATNAからのきっかけ事象は放射線実行役とトランザクションには適用出来ないので、表5.1-1には含まれません。
· Health-service-event

· 投薬

· Patient-care-assignment

· Patient-care-episode

· Patient-care-protocol

"Actor-config"きっかけ事象は、基本安全（Basic Security）を継続的に使用可能とするためのATNAきっかけ事象の拡張です。
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failure occurred during TLS negotiation, .g.. (Node Authentication)
invalid certificate
Order-record-event Order record created, accessed. modifiedor | Order Record OrderRecord
deleted. Involved actors: Order Placer,
Order Filler.
Patient-record-event, Patient record created, modified. or Patient Record PatientRecord
accessed. Involved actors: ADT Patient
Registration.
PHl-export Any export of PHI on media, cither Export Export
removable physical media such as CD-
ROM or electronic transfr of files such as
email. Any printing activity, paper or film,
local or remote, that prints PHI. Applies to
all actors
PHI-import Any import of PHI on media, cither Import Import
removable physical media such as CD-
ROM or electronic transfrs of files such as
email. Applies to all actors.
Procedure-record-event | Procedure record created, modified, Procedure Record ProcedureRecord

accessed or deleted. Involved aciors
Department System Scheduled/Order
Filler.
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Audit EventiD Message —
(EventCodeType(s)) Deprecated
Query Information A query has been received, cither aspartof | Query DICOMQuery
an IHE transaction, or as part other
products functions. For example:
1. Modality Worklist Query
Security Administration |  Administrative actions create, modify, User Authentication UserAuthenticated
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(from ITI ATNA ITI TF-2a: Table 3.20.6-
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10 User authentication, authentication
failure, authentication revocation, or
signof.
Security administration events should
always be audited.
Study-Object-Event Study is created, modified. or accessed. DICOM Instances DICOMInstancesUsed
This reports on addition of new instances Accessed
to existing studies as well as creation of
new studies.
Study-used SOP Instances from a specific study are DICOM Instances DICOMinstancesUsed

created, modified or accessed. One cvent
covers all instances used for the particular
study

Accessed





表5.1-2に、表5.1-1に見いだされる対応するきっかけ事象を引き起こすすべての放射線トランザクションを示します。最後の欄は、トランザクションを監査するのは送信側か、受信側かを指定しています。

注：表5.1-1には、表5.1-2のIHEトランザクションと関係のない多くのきっかけ事象があります。"Actor-config"や"Actor-start-stop"の様なきっかけ事象はアプリケーションの活動です。この事象の監査は、アプリケーション内でこのような型のきっかけ事象が生起するときは、必須です。

注：　送信側と受信側はすでに信頼関係を築いており、最小限のPHIしか含まないので、状態通知（PPS通信文、状態更新(Status Update)）は監査されません。
注： 撮影装置とエビデンス生成役は、保存委託後にインスタンスを削除したときにはInstances-deleted eventを通知可能であらねばなりません。
注：　要求の発動側でなく、問合せ要求の受信側の拠点が、問合せトランザクションのいずれについても報告できねばなりません。監査通信文は問合せ結果でなく問合せ要求を記録します。

[image: image184.png]Table 5.1-2: IHE Radiology transactions and resulting ATNA trigger events

IHE Radiology
Transaction

ATNA Trigger Event(s)

Actor(s) that shall be able to record audit
event

Patient Registration [RAD-1]

Patient-record-event

ADT
Order Placer, DSS/OF - when PHI is presented

Placer Order Management Order-record-event Order Placer
[RAD-2] DSS/OF - when PHI is presented
Filler Order Management Order-record-event DSS/OF

[RAD-3]
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ATNA Trigger Event(s)

Actor(s) that shall be able to record audit
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Procedure Scheduled [RAD-4] | Procedure-record-event DSS/OF
Query Modality Worklist Query Information DSS/OF
[RAD-
Modality Procedure Step In None
Progress [RAD-6]
Modality Procedure Step None
Completed [RAD-7]
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8|

Instances-Stored

Image Manager/Image Archive

Modality Presentation State
Stored [RAD-9]

Begin-storing-instances

Acquisition Modality

Instances-Stored

Image Manager/Image Archive

Storage Commitment [RAD-10]

None.

Images Availability Query
[RAD-11]
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Image Manager/Image Archive

Patient Update [RAD-12]

Patient-record-cvent

ADT
Order Placer, DSS/OF - when PHI is presented

Procedure Update [RAD-13]

Procedure-record-event

DSS/OF

Query Images [RAD-14]

Query Information

Image Manager/Image Archive

Query Presentation States
[RAD-15]

Query Information

Image Manager/Image Archive

Retrieve Images [RAD-16]

Instances-Stored

Image Manager/Image Archive, Imaging Document
Source

Study-used Image Display, Imaging Document Consumer
Retrieve Presentation States Instances-Stored. Image Manager/Image Archive
[RAD-17] Study-used Image Display

Creator Images Stored
[RAD-18]

Begin-storing-instances

Evidence Creator

Instances-Stored

Image Manager/Image Archive

Creator Presentation State.
Stored [RAD-19]

Begin-storing-instances

Evidence Creator

Instances-Stored

Image Manager/Image Archive

Creator Procedure Step In None

Progress [RAD-20]

Creator Procedure Step None

Completed [RAD-21]

Print Request with Presentation | PHl-export Print Composer

LUT [RAD-23]

Report Submission [RAD-24] Begin-storing-instances Report Creator
Instances-Stored Report Manager

Report Issuing [RAD-25] Begin-storing-instances Report Manager
Instances-Stored Report Repository

Query Reports [RAD-26]

Query Information

Report Repository/External Report Repository

Retrieve Reports [RAD-27]

Instances-Stored

Report Repository/External Report Repository

Study-used

Report Reader





[image: image186.png]IHE Radiology ATNA Trigger Event(s) Actor(s) that shall be able to record audit
Transacti event
Structured Report Export Instances-Stored. Report Manager
[RAD-28]
Key Image Note Stored Begin-storing-instances Evidence Creator, Acquisition Modality
[RAD-29] Instances-Stored

Image Manager/Image Archive

Query Key Image Notes
[RAD-30]
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Image Manager/Image Archive

Retrieve Key Image Notes
[RAD-31]

Instances-Stored

Image Manager/Image Archive

Study-used

Image Display

Authenticate Node [ITI-19]

Node-Authentication-failure

Any secure node

Maintain Time [ITI-1] None
Record Audit Event [IT1-20] None

Charge Posted [RAD-35] PHI-export DSS/OF
Account Management PHl-export ADT

[RAD-36]

Query Post-Processing Worklist
[RAD-37]

Query Information

Post-Processing Manager

Workitem Claimed [RAD-38] None
‘Workitem PPS In-Progress None
[RAD-39]
Workitem PPS Completed None
[RAD-40]
Workitem Completed None
[RAD-41]
Performed Work Status Update | None

[RAD-42]

Evidence Document Stored
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Image Manager/Image Archive

Query Evidence Documents
[RAD-44]
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Image Manager/Image Archive

Retrieve Evidence Documents
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Image Manager/Image Archive

[RAD-45] Study-used Image Display
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[RAD-46]
Distribute Imaging Information | PHlexport Portable Media Creator
on Media [RAD-47] PHl-import Portable Media Importer
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“Appointment Notification None
[RAD-48]
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Notification [RAD-49]

Store Instances [RAD-30] Begin-storing-instances Export Selector
Instances-Stored. ‘Export Manager
Store Export Selection Begin-storing-instances Export Selector

[RAD-51]

Instances-Stored

Export Manager





付録A:　廃止
付録B:  廃止
付録C: 後処理業務流れでの汎用業務リスト、SPS、PPSおよび結果Composite IOD属性の整合 

Attribute Consistency between General Purpose Worklist, SPS, PPS and Resulting Composite IODs in Post-Processing Workflow 
この付録は、後処理業務流れの異なる参加者が生成する対象物の属性を使用する際の、要求事項を提供します。特に、後処理管理役が提供する属性のどれを、無変更のまま、GP-PPS対象物の属性に、後処理で生成された結果に、および、業務項目を取得し完成するのに使用するN-ACTION命令に、それぞれ、書き込むか、を特定します。

C. 1: 統合に不可欠の属性 Integration-critical Attributes
この表は以下の様に理解されねばなりません。

· 第一欄に記載の属性は、GPWL SCU（たとえば、画像処理ワークステーション、CAD機器）が、C-FIND要求の返答キーとして要求せねばなりません。後処理管理役は属性の値をC-FIND応答で返さねばなりません。

· 返答される属性値は、作業を行うステーションによって、表C1-1の該当する行に示された属性は、複合インスタンス（第2欄）とGP-PPSインスタンスの両方を埋めるのに使用されねばな
りません。

· 後処理管理役は、第3欄の該当する行に示された属性を、SCP型と注釈で定められた様に扱えねばなりません。[image: image187.png]Table C.1-1: Comparison of Corresponding Attributes of General Purpose Worklist, SPS,
PPS, Images, GSPS and other IODs

General General General Images and SR Based KIN
Purpose Purpose SPS | Purpose PPS GSPS 10D Evidence
Worklist N-ACTION Documents
- - Referenced - - -
General Purpose
Scheduled
Procedure Step
Sequence [1C]
SOP Class UID SOP Class UID >SOP Class UID | - - -

(11 [ U]

SOP Instance UID | SOP Instance UID | >SOP Instance - R -
1 U] uiD (1]

- Transaction UID > Referenced -
n General Purpose
Scheduled
Procedure Step
Transaction UID

U]

General Purpose | General Purpose | — - - -
Scheduled Scheduled
Procedure Step Procedure Step
Status [1] Status{1]





[image: image188.png]General General General Images and SR Based KIN
Purpose Purpose SPS Purpose PPS GSPS 10D Evidence
Worklist N-ACTION Documents
Input Information | -~ - - Current -
Sequence [2] Requested
Procedure
Evidence
Sequence [1C]
Relevant - - - Pertinent Other -
Information Evidence
Sequence [2] Sequence [1C]
Referenced Study
Component
Sequence [2]
Resulting Referenced Study | Referenced Study | Referenced Study
General Purpose: Component Component Component
Performed Sequence [3] Sequence [2] Sequence [2]
Procedure Step
Sequence [2]
>Referenced SOP | — SOP Class UID >SOP ClassUID | >SOP ClassUID | >SOP Class UID
Class UID [1] U] il 1 1
>Referenced SOP | — SOP Instance >SOP Instance >SOP Instance >SOP Instance
Instance UID [1] uID (1] uID (1] uID 1 uID 1
Actual Human Actual Human Actual Human - - -
Performers Performers Performers
Sequence [2] Sequence [3] Sequence [2]
Study Instance, - - Study Instance Study Instance Study Instance,
uID 1 uID 1 uD 1 uID 1
- - - Request - -
Attributes
Sequence [3]
Scheduled >Scheduled
Procedure Step Procedure Step
D (1] 1D [1C]
Referenced Referenced Referenced Referenced
Request Request Request Request
Sequence [1] Sequence [2] Sequence[1C] Sequence [1C]
>Study Instance >Study Instance >Study Instance | >Study Instance
uID 1 uID (1] uID 1 uID 1
>Requested >Requested >Requested >Requested >Requested
Procedure ID [1] Procedure ID[2] | Procedure ID Procedure ID[2] | Procedure ID [2]
el
>Requested >Requested >Requested >Requested
Procedure Procedure. Procedure Procedure
Description [1C] Description [2] Description [2] Description [2]
>Requested >Requested >Requested >Requested
Procedure Code Procedure Code Procedure Code | Procedure Code,
Sequence [1C] Sequence [2] Sequence [2] Sequence [2]
>Referenced >Referenced Referenced Study | >Referenced >Referenced
Study Sequence Study Sequence | Sequence [3] Study Sequence | Study Sequence
21 21 21 21
>Accession >Accession Accession >Accession >Accession
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Purpose Purpose SPS Purpose PPS GSPS 10D Evidence
Worklist N-ACTION Documents
Number [2] Number [2] Number [2] Number [2] Number [2]
>Placer Order >Placer Order >Placer Order >Placer Order
Number/Imaging Number/Imaging Number/Imaging | Number/Imaging
Service Request Service Request Service Request | Service Request
31 31 21 21
>Filler Order >Filler Order >Filler Order >Filler Order
Number/Imaging Number/Imaging Number/Imaging | Number/Imaging
Service Request Service Request Service Request | Service Request
31 31 21 21
>Requesting >Requesting >Requesting >Requesting
Physician [2] Physician [2] Physician [2] Physician [2]
Performed Performed
Procedure Step Procedure Step
D[] D [3]
Performed Performed
Procedure Step Procedure Step
Start Date [1] Start Date [3]
Performed Performed
Procedure Step Procedure Step
Start Time [1] Start Time [3]
Performed Performed
Procedure Step Procedure Step

Description [1]

Description [3]




 

付録 D: レポート業務流れでの汎用業務リスト、SPS、PPSおよび結果Composite IOD属性の整合

Attribute Consistency between General Purpose Worklist, SPS, PPS and Resulting Composite IODs in Reporting Workflow 
この付録は、レポート業務流れの参加者としてレポート生成役（RC）が作成する診断レポートの属性を使用する際の、要求事項を提供します。このレポートはDICOM SR対象物としてコード化されます。特に、レポート管理役（RM）が提供する属性のどれを、無変更のまま、GP-PPS対象物の属性に、生成されたDICOM SR対象物に、および、業務項目を取得し完成するのに使用するN-ACTION命令に、それぞれ、書き込むか、を特定します。
D. 1: 統合に不可欠の属性 Integration-critical Attributes
この表は以下の様に理解されねばなりません。

· 第一欄に記載の属性は、GPWL SCU（レポート生成役（RC））が、C-FIND要求の返答キーとして
要求せねばなりません。レポート管理役（RM）は、属性の値をC-FIND応答で返さねばなりません。

· 返答される属性値は、レポート生成役（RC）によって、表D1-1の該当する行に示された属性を、複合インスタンス（第2欄）、GP-PPSインスタンスの両方を、埋めるのに使用されねばなりません。

· レポート管理役（RM）は、第3欄の該当する行に示された属性を、SCP型と注釈で定められた様に扱えねばなりません。
[image: image190.png]Table D.1-1: Comparison of Corresponding Attributes of General Purpose Worklist, SPS,
PPS, Images, GSPS and other IODs
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付録 E: DICOM媒体交換－不可欠なDICOM互換性のコツ 
DICOM Media Interchange - Critical DICOM Compatibility Tips

この付録は、DICOM Media Interchange standard （PS 3.10, PS 3.11とPS 3.12）に従わないために起こる互換性の問題を提示します。この付録は、単に、過去にファイル制作役と取込み役間で起こった、もっとも多い互換性問題の備忘録を意図しています。
この一覧は、実装者が注意を払わねばならない唯一のDICOM必須事項とは解釈しないでください。IHEプロファイルの実装者が熟知すべきは、DICOM規格で、これは非常に有効で完全な仕様と証明されています。
1. CD媒体はISO 9660 Level 1に従ってフォーマットしてください。JolietやRock Ridgeのような
拡張規格は、DICOMでは禁止されておらず、PDIプロファイルでも使用が許されています。UDFファイルシステムは、ISO 9660 Level 1が同時に存在しない限り、許可されません。この様な拡張規格は、媒体上の非DICOM形式内容物のコ－ド化に必要で、例えば、画像観察ソフトウェアのた
めの長いファイル名等です。このような拡張規格は、ISO 9660 Level 1の大文字ファイル名が、OSの振る舞いに依存して、小文字あるいは、大・小文字混在のファイル名としてソフトウェアに提示される様に結果としてなります。このため、すべての可搬媒体表示役と可搬媒体取込み役は、この点では、大文字・小文字の区別をしないようにせねばなりません。

2. DICOMDIRファイルは交換用媒体のルートに置かねばなりません。

3. 全てのDICOM形式ファイルの名称は、大文字、数字、下線のみからなり、拡張子を除いて、8文字以下でなくてはなりません。

4. DICOMフォルダ以下におかれた全てのディレクトリの名称は、大文字、数字、下線のみからなり、拡張子はつけてはなりません。

5． 非DICOM形式ファイルは3文字以上の拡張子を持つことができます。

6． DICOM形式ファイルは拡張子をもってはいけません。

7. DICOM形式ファイルは、ISO 9660 第1版でなければならず、ある種のOSでは、".1;"が最後につきます。しかし、".1;"自身はファイル自身の名称に入れてはいけません。

8. ファイル名の版はDICOMDIRに記載される参照データ要素に含まれてはなりません。

9. ルートを含んで、最大8水準までのディレクトリが許されます。（ルートの下に7つまでの子ディレクトリが作成できる）。

10. DICOMファイルの対象物は、Explicit VR Little Endianで無ければなりません。（Implicitはだめです）

11. DICOMファイルのメタ情報は、Explicit VR Little Endianで無ければなりません（Implicitはだめです）

12. ファイルメタ情報の版（0002.0001）は、0x00バイト、次いで0x01バイトからなる2バイトのOB値を持たねばなりません。16ビットlittle endian短値としてコード化された0x0001ではありません。

13. ファイルメタ情報は、Media Storage Class UID （0002,0002）データ要素をもち、その値は、データ組内のSOP Class UIDに等しくなければなりません。

14. ファイルメタ情報は、Medaia Storage Instance UID （0002,0003）データ要素をもち、その値は、データ組内のSOP Instance UIDに等しくなければなりません。

15. ファイルメタ情報に、私的要素を含んではなりません。

16. ファイルメタ情報のヘッダーには、Group Length属性（0002,0000）を含み、その正しい値がDICOM PS3.10で規定された様に、入れられねばなりません。

17. DICOM CD-Rの物理的フォーマットは、PS 3.12 に記された様に、ISO/IEC 10149 Part II内のアプリケーション定義を守らねばなりません。媒体は以下の様に書かれます。
· Mode 1　sectors  あるいは

· Mode 2, Form 1 Sectorsで、CDROM-XA File Number =  0, Channel Number =0 and Coding Information Byte = 0
付録 F: 作成された媒体内容物の実例 Example Created Media Instance Content
例　F-1: 媒体はDICOM CT画像、DICOM表示条件と、DICOM構造化レポートを含みます。媒体生成役はインターネット内容物オプションに対応しており、媒体内DICOMデ－タから作ったインターネット閲覧ソフトで観察できるデータが含まれます。DICOM観察ソフトも媒体に含まれます。
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例　F-2: 媒体はDICOM US画像、DICOM構造化診断レポートを含みます。媒体生成役はインターネット内容物オプションに対応していませんが、README.TXTファイルはオプションとして入れます。媒体内DICOMデ－タから作ったインターネット閲覧ソフトで観察できるデータは含まれません。
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Image object N
Basic Text DICOM Structured Report object





付録 G: DICOM, WADOとweb service取得サービスの設定

Configuration for Accessing DICOM, WADO and Web Services Retrieve Services
G1: DICOM AE TitleとDICOM AE Network Titleの対応付け
　　　Mapping DICOM AE Title to DICOM AE Network Address

画像書類実行役が共有の目録で参照されたDICOMインスタンスを、DICOM C-Move/C-Storeで取得したい場合は、以下の設定が必要となります。
キー対象物選択書類インスタンスには、AEタイトルが含まれますが、IPアドレスやその他の番号を含んではなりません。AEタイトルのみではDICOM対象物の取得に不足するので、画像書類実行役は画像書類源のIPアドレス、AEタイトル、ポート番号、を現場施設の設定ファイルから取得します。
同様に、画像書類源は、DICOM対象物の保存のため、画像書類消費役のIPアドレス、AEタイトル、ポート番号、を必要とします。画像書類源は画像書類消費役のIPアドレス、AEタイトル、ポート番号、を現場施設の設定ファイルから取得します。
このプロファイルでは、画像書類源と画像書類源のAEタイトルとネットワークアドレス（IPアドレス、ポート番号）の対応は、関係する実行役間で設定ファイルが、連携医療圏の方針と処理の誘導の元で、交換されることで可能になると想定されています。設定ファイルの交換方法はこのプロファイルの範囲外です。将来は、DICOM補遺67と、施設間での使用のための拡張により、この対応を自動化できます。これは将来のIHE ITI分野の統合プロファイル候補です。
IPアドレスとポート番号はAEタイトルから解決されねばなりませんが、このプロファイルに含まれる実行役のAEタイトルが、提携医療圏内で一意に割り付けられていることを確認せねばなりません。
G2: DICOM AE TitleとWADOサービスのネットワークアドレスの対応付け

　　Mapping DICOM AE Title to WADO Service Network Address
画像書類消費役が共有の目録書類で参照されたDICOMインスタンスを、WADO利用トランザクション（RAD-55）で取得したい場合は、SOP　instanceのWADO HTTP要求-URIの樹立が必要になります。SOP　instanceの特定情報は目録に完全に記載されていますが、画像書類消費役は、目録で参照されたSOP　instanceで特定される取得AEタイトルと、サーバのネットワークアドレスとを対応させる、補助の方法が必要となります。この対応はWADO取得サービスに必要です。
画像書類消費役には、提携医療圏内の全ての画像書類源サーバネットワークアドレスと取得AEタイトルの対応設定を提携医療圏内で維持する必要があります。この対応をもちいて、目録内で参照されたSOP Instanceの取得AEタイトルは、WADOサービスのサーバーアドレスに変換され、SOP Instance特定情報、オプションの他の標準WADO HTTパラメ－タと相まって、　WADO HTTP要求-URI WADOサービスの樹立に使われます。

曖昧さの無い、自動的な、取得AEタイトルとWADO利用サービスサーバのネットワークアドレスの対応を実現するには、AEタイトルが提携医療圏内で一意に割り付けられていることを確認する方針が必要となります。

G3: DICOM AE TitleとWebサービスのネットワークアドレスの対応付け

　　Mapping DICOM AE Title to WADO Services Address
画像書類セット取得（RAD-69）トランザクションを使って、目録書類で参照されたDICOM事例を取得するには、画像書類実行役は、RepositoryUniqueId （保管庫固有ID）属性を画像書類セット取得要求に入れなければなりません。
画像書類消費役には、提携医療圏内の全ての画像書類源のウェッブサービスアドレスと、取得AEタイトルおよび・または取得位置UIDとの、一覧を維持する必要があります。この対応を使用して、目録内で参照されたSOP Instanceの取得AEタイトルは、RepositoryUniqueIdに翻訳可能となります。RepositoryUniqueIdは画像書類セット取得要求に、書類固有ID（documentUniqueId, SOP instance特定情報）とともに、入れられます。あるいは、取得位置UID　（Retrieve Location UID）は画像書類セット取得要求の中のRepositoryUniqueIdとして、直接に使用できます。
曖昧さの無い、自動的な、取得AEタイトルとウェッブサービスアドレスの対応を実現するには、AEタイトルが提携医療圏内（XDS Affinity Domain）で一意に割り付けられていることを確認する方針が必要となります。

付録: H ティーチングファイル構造化レポート目録のひな形例

ここにあるのは、DICOM PS 3.16形式のひな形で、以下を含みます。

· 節の見出（収納体の概念名）で、MIRCの、病歴、所見、考察、および、代替のコード、の概念を模した一塊のテキスト。

· 節の見出（収納体の概念名）で、鑑別診断、診断、病理、解剖、臓器系などのコード体系の名称

· 鑑別診断、診断、病理、解剖、臓器系のコード値の一群　（おそらく、SNOED +/- ICD9M, +/- ACR index））

· 診断確認フラグ
画像表示装置の上で、ティーチングファイルの完全なあるいは部分的な編集を行うための考えです。構想はRSNA MIRC書類図16版から得ました。
この雛形は、キー対象物選定書類の、目録としての役割の複製ではありません。そのため、参照された含むべきインスタンスの一覧も、目録受信役が正しい使用者へ届けるための観察者状況も、必要ありません。
[image: image194.png]Table H-1: Example Additional Teaching File Information Template

NL | Relwith | Value Type Concept Name VM | Req Cond Value Set Constraint
parent Type

1 CONTAINER | EV (TCE006, IHERADTF, 1™ Root node
“Additional Teaching File
Information”)

2 | > [contamns  [TEXT EV (TCE101, THERADTF, o™
“Author”)

3 | > [HAs TEXT EV (TCE102, IHERADTF, 1 U

PROPERTIES “Afiliation”)
4[> [nas TEXT EV (TCE103, IHERADTF, 1|
PROPERTIES “Contact”

5 | > |coNTANs | TEXT EV (TCE104, IHERADTF, ™
“Abstract”)

6 | > [contams [TEXT EV (TCEI05, IHERADTF, In | MC | XORrow7
“Keywords”)

7 | > |coNTANs | copE EV (TCEI05, THERADTF, In | MC | XOR row 6 | ACR or MESH or ICDICM Diagnosis
“Keywords”) Codes

8 | > |CcoNTANs | TEXT EV (121060, DCM, "History") | 1-n | U

9 | > [contams [cope EV (121060, DCM, "History") | 1-n | U

10 | > [coNTAINS [ TEXT EV (121071, DCM, "Finding") | 1-n | U

11 | > [coNTAINs | coDE EV (121071, DCM, "Finding") | 1-n | U

12| > |CONTANS | TEXT EV (TCE106, IHERADTF, | U
“Discussion”)

13 | > [CONTAINS | TEXT (111023, DCM, “Differential | U
Diagnosis/ Impression”)

14| > [coNTANS | CODE (111023, DCM, “Differential | U
Diagnosis/ Impression”)

15 | > [CONTAINS | TEXT EV (TCE107, IHERADTF, | U
“Diagnosis”)

16 | > [CONTAINS | cODE EV (TCE107, IHERADTE, | U




 
[image: image195.png]NL | Relwith | Value Type Concept Name VM | Req | Cond Value Set Constraint
parent Type
“Diagnosis™)
17| > [contas [ TEXT (112005, DCM, “Radiographic | 1 | U
anatomy”)
18 | > [CONTAINS | CODE (112005, DCM, “Radiographic | 1-n | U
anatomy”)
19 | > [contANs [ TEXT (111042, DCM, *Pathology”) I [ U
20 | > [CONTAINS | CODE (111042, DCM, “Pathology”) In | U
21 > | CONTAINS TEXT 'V (TCE108, IHERADTF, I-n u
“Organ system”)
22 > | CONTAINS CODE EV (TCE108, IHERADTF, 1-n u
“Organ system”)
23 | > [CONTAINS | CODE (121139, DCM, “Modality”) n | U DCID (29) Acquisition Modality
24 | > | CONTAINS CODE EV (TCE109, IHERADTF, 1 M BCID Table Q-2 categories of teaching
“Category”) files
25 > | CONTAINS CODE EV (TCE110, IHERADTF, 1 u BCID Table Q-3 levels of teaching
“Level”)y files
27 | > [CONTAINS | CODE EV (TCE111, IHERADTF, ] DCID (230) Yes-No|

“Diagnoses confirmed”)




 
[image: image196.png]Table H-2: Categories of Teaching Files
(American Board of Radiology categories)

Coding Code Code Meaning
Scheme Value
Designator
IHERADTF TCE301 Musculoskeletal
THERADTF TCE302 Pulmonary
IHERADTF TCE303 Cardiovascular
IHERADTF TCE304 Gastrointestinal
IHERADTF TCE305 Genitourinary
IHERADTF TCE306 Neuro
THERADTF TCE307 Vascular and Interventional
THERADTF TCE308 Nuclear
IHERADTF TCE309 Ultrasound
THERADTF TCE310 Pediatric
IHERADTF TCE311 Breast
Table H-3: Levels of Teaching Files
Coding Code Code Meaning
Scheme Value
Designator
IHERADTF TCE201 Primary
THERADTF TCE202 Intermediate
IHERADTF TCE203 Advanced




 

付録 I: 識別子削除、識別子再付与、偽名化、識別子保持と臨床試験属性（情報的内容）

I. 1　識別子削除

インスタンスがいかに作成されたかの事前知識無しに、属性に含まれる個人健康情報（PHI）をすべて取り除く、DICOMインスタンスの完全な個人識別情報削除には、書類を含む属性や私的属性の全てを削除する必要があります。以降の利用に必要な有益な情報が、書類値に含まれるため、これはしばしば非現実的です。
例えば、検査記述やシリーズ記述は、しばしば削除が望ましくない情報を含みます。検査記述やシリーズ記述を、ティーチングファイルや治験のために、より意味のある、あるいは、より正確な記述に書き換える手段をあたえることが有益な場合もあります。例えば、情報が書かれいない場合に、”T1強調造影後横断像”や類似の記載をすることなどです。
日付と時間は、削除しても良いときと、しない方が良いときとがあります。例えば、来院日はある理由で削除するのが望ましいが、時刻は、検査の時間的順序を保持するために、削除しない方が良いことがあります。他にも、治療の様な実世界でのインスタンスと関連させるために、日付は正確に保持されることもあります。
年齢と誕生日は特に問題です。これらはPHIの一部ですが、臨床試験の統計のために、あるいは、年齢が鑑別診断に影響するティーチングファイル例で意味のある読影のために、年齢が必要なこともあります。典型的な方法は、年齢を年代に変更する、日時を同じ月の初日にそろえる、等です。しかし、このような方法の有効性については、専門家の意見が必要です。
さらに、施設の方針、あるいは地域の規制により、PHIを削除する固有の要求事項が加えられることがあります。この要求事項が異なっているすべての使用例において、どの属性を削除すべきかを標準化することは可能でも、望ましいことでも、ありません。
極端には、識別情報削除のため、画像データにノイズを加える、顔貌を削除する、などがおこなわれます。これはあったとしても希なことで、IHEの範囲外です。
I. 2　繰り返し送出での識別子一貫性

識別情報を、可逆的、ないし、非可逆的に新しい識別情報に入れ替えるアルゴリズムを、暗号化一方向性隠蔽関数に基づき工夫することは可能ですが、可能な全ての入力値（施設の全患者の氏名とIDなど）を入手できる人は誰でも、短時間の網羅的検索で同定できてしまいます。したがってこのような機構は、施設外への配布には有効な識別子削除であっても、施設内では十分とは言えません。
代替策として、対応表を長期にわたり（データベースの様に）保持し、次回もそのレコードを参照することがあります。しかし、このような記録は良く保護されねばなりません。
同じ理由で、監査のためのデータ送出の場合には、監査追跡記録に、元の識別情報と置き換えた識別情報の両方が含まれないようにしないとなりません。
可逆的方法も、元の識別情報を保持することを許可された人物がいる場合には、ある場合には有益なことがあります。これを達成する方法はIHEでは定義されていませんが、上述の対応表の長期保存方法や、DICOM 2011 PS 3.15 Basic Application Level Confidentially Profileで記載された暗号化埋込元属性が、使用できます。 
不可逆の、しかし、反復可能な対応付は、ティーチングファイルに追加情報が使用可能になった時、後日更新する場合には有用です。例えば、経過観察検査やレポート、病理情報が、同じ”偽名”の識別子が使用されるため、自動的に同じティ－チングファイルに加えられ、自動的にティーチングファイルの一部になります。

I. 3　臨床試験属性の付加

DICOMは臨床試験のために、複合SOP Instanceに付加可能な、追加のオプション属性を定義しています。これは、PS 3.3の臨床試験対象、臨床試験検査、臨床試験シリーズモジュールです。

これらの属性は、以下を提供します。

· 患者識別を強化する個人識別情報、例えば、臨床試験手順ID、臨床試験施設ID、臨床試験対象ID、の組み合わせです。

· 他の、試験特異的識別情報で臨床試験業務流れに有用で、患者を識別する情報ではありません。例えば、臨床試験時点IDです。
これらの情報がデータ送出時までに知られている範囲で、データ野（field）を埋めることが望ましいです。
多くの下流のシステムはこれらの属性を意識しないため、正常のDICOM患者および他の識別情報を、臨床試験識別情報に入れ替えることがあります。例えば、臨床試験手順ID、臨床試験施設ID、臨床試験対象IDを挿入するのみならず、患者IDを臨床試験対象IDで、連続表記患者氏名を臨床試験手順ID・臨床試験施設ID・臨床試験対象IDで、施設名を臨床試験施設IDで、それぞれ置き換えることがあります。

再対応付けオプションはこれらの値を自動的に埋めこむ機能を与えます。

用語表

RAD TF-1: 付録E - 用語一覧を参照してください。
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